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　ある日、日本の神様のまとめ役である天照大神アマテラスオオカミは思いました。

　──日本人異世界に拉ら致ちられ過ぎじゃね？

　まあそれも仕方がないのかもしれません。何せ日本人の大半は、真ま面じ目めで従順でお人好しです。奴ど隷れい根こん性じよう高過ぎなのに他国の支配を神回かい避ひしてきた、ある意味奇跡の国なのです。

　もう頼み事をするなら日本人に言えばもーまんたいなのです。そりゃ異世界人が呼び出したくなるのも仕方ありません。

「でも最近は酷ひどすぎるわ」

　以前は一人やせいぜい数人の異世界召しよう喚かんでしたが、最近は学校の一クラス丸ごとやランダムに数百人召喚とごっそりやられる事が増えました。このまま召喚を重ねられると日本人が地味に減へってしまいます。

　黄よ泉みの管理者であるイザナミ様も「うちにくる死者が減るやないかゴルァ！」と仮にも主神であるアマテラス様に怒ど鳴なりこんできました。何この母親恐いとちょっと泣いたのは内緒です。

「向こうも困ってるし召喚を止めるのは可か哀わい想そうだし……」

　関係無い日本人を巻き込んでる時点でまったく可哀想ではないのですが、アマテラス様は日本の主神だけありお人好しでした。きっと弟のツクヨミ様が聞いたら鼻で笑うでしょう。彼は斜しやに構えた俺カッコいいな中二病なのです。

「何か良い手は……！」

　悩むアマテラス様。その時彼女の脳のう裏りに別居中の両親のとあるエピソードが過よぎりました。

　──毎日千人呪い殺されるなら、毎日千五百人生まれるようにすれば良いじゃない。

　うわー超ゴーマーン！　多神教の神様は世界基準で大体駄神か外道です。

「そうだわ！　一人日本人が召喚されたら、一人異世界人を召喚し返せば良いのよ！」

　うわー、超ゴーマ（略）。

　悩みすぎて愉ゆ快かいな結論に至ったアマテラス様。その姿はさながら仕事に疲れた中間管理職のようでした。




「日本人が異世界に召喚されたら異世界人を日本に召喚するね☆」

　──なんでやねん。

　突如日本上空に現れた八ヤ咫タ烏ガラスから伝えられたアマテラス様のお言葉に、日本国民総つっこみでした。しかしそんな事を言われても、メッセンジャーでしかないヤタガラスはクールに去ります。資格が無い者が見ると気が触れるような気がしたけど、別にそんなことはありませんでした。

　──どうすんだオイ。

　いきなりの難題に国会は紛ふん糾きゆうしました。何せ異世界から人が来るのです。地球代表として失礼が無いようもてなさねばなりません。

　拉致られたから拉致ってきた相手をもてなそうとする辺あたり、日本人は頭トツプに至るまでお人好しでした。これがアメリカだったら異世界人が来た瞬間に訴えられて裁判が始まっています。

「こ、ここは？　貴殿方は一体ッ？」

　そんな国会議事堂にいきなり女性が現れました。白いドレスを着た上に水色髪がみという地球ではあり得ない色な、どう見ても異世界人でした。

　どうやらアマテラス様は文字通り日本の中心に異世界人を召喚したようです。しかも説明無しで丸投げしたらしく、少女と言っていい歳の女性は大混乱です。

「ぎ、議長！」

　そしてこっちも大混乱な議員たち。とりあえず一番冷静そうな長老格の議長に指示を仰あおぎます。

「……外務大臣安あ達だちくん」

『えー！』

　まさかの丸投げでした。これには議員たちも一斉に驚おどろきの声をあげます。

「あー、よろしいかなお嬢じようさん」

「は、はい……」

「ああ、驚かせてしまい申し訳ない。おい、誰かこの方に椅い子すを！」

　しかし丸投げされた外務大臣な安達くん、紳しん士し的てきな笑みを浮かべて見事な対応です。普段は並み居る野党議員や諸外国の政治家を毒舌で叩たたきのめしているのに、今は優しげなおじ様にしか見えません。さすがはつけ入る隙ありまくりな日本の外交を取り仕切ってる腹黒です。












「……というわけでして」

「……」

「お嬢さん？」

　安達くんから事情説明を聞いた少女は何故か青ざめました。

「いや、我が国の問題に巻き込んでしまい申し訳……」

「申し訳ありませんでした！」

『えーッ!?』

　安達くんが謝罪をしようとしたら、逆に少女に凄すごい勢いで頭を下げられました。それもそのはず。なんと少女の母国こそが異世界召喚をやらかした張本人だったのです。

「私たちの国には、古くから異世界から王太子の花はな嫁よめを召喚する習慣があります。もう二百年以上も前に廃すたれたものだったのですが、最近神官長におさまった者が手柄欲しさに強引に推進して……」

　どうやら今回の召喚はバトルものではなく宮廷ものだったようです。危険度は少し下がりましたが、大奥のような女のバトルが繰くり広ひろげられる可能性もあります。

　召喚された女性の手腕に期待したいところです。

「私やお父様がちゃんと止めていれば……」

「父君が？　お嬢さん。貴女あなたはもしや」

「あ、申し遅れました。私はガルディア王国第一王女シーナと申します」

　──な、なんだってー!?

　何て人を召喚しちゃってんだオイ。

　議員たちは阿あ呆ほ面づらを並べながらアマテラス様につっこむのでした。













　──前回のあらすじ。

　異世界に日本人が拉ら致ちされてイザナミ様激げきおこ。

　オカンが恐いアマテラス様は、日本人が召しよう喚かんされたら異世界人を召喚し返すという割と謎なぞな解決策をとりました。

　そして召喚返しされて日本を訪れたのはモノホンのお姫様。

　何やってんねんと日本国民から総つっこみを受けるアマテラス様でした。




「召喚返しが不評な件」

　平日の昼間からそんなスレッドを立てているのは誰あろう、日の本の神であり天あま津つ神かみの主神であるアマテラス様です。

「私なりに考えたんだけど何が悪かったんだろう……ポチッとな」

　人間離れした速さでタイピングして書き込む我らがアマテラス様。

　しかし打ち方は人差し指だけを使う雨あま垂だれです。田舎いなかのおばちゃん並みに機械にうといアマテラス様には、タッチタイピングなんて高等技術は使用できません。

　どうやら最近のインターネットは、天津神の住まう高天原たかまがはらにまで進出しているようです。

　なんかオモイカネ様が一晩でやってくれたので、アマテラス様はどうやって回線を引いてきたかは知らないしあまり興味もありません。

『俺たちの主神が情じよう弱じやくな件』

『安定のヘタレ女神。そこが萌もえ』

『天津神がこの先生きのこるには』

　そしてネットの住民たちは、仮にも自国の主神相手に容よう赦しやがありませんでした。

　しかしそれも仕方ありません。彼らもまさかアマテラス様本神が、そんなスレッドを立てたとは夢にも思っていないのですから。

　仮に本神だと発覚してもそのままのノリが続行されそうですが、深く考えてはいけません。

「……き、きのこ先生」

　そして一部の意味は分かりませんでしたが、酷こく評ひようされているのは理解して項うな垂だれるアマテラス様。

　しかし批判ばかりで建設的な意見が少ないのは可か哀わい想そうです。

　このままではアマテラス様が第六百七十二次天岩戸事件を起こしてしまいます。

　どうせすぐに出てきますが、性表現に五う月る蝿さい昨今ではアメノウズメ様に一肌脱いでもらうのも問題なのです。

『仕返しは賛否あるだろうが、まず召喚された日本人へのフォローが必要なのでは？』

「!?」

　ネタという名の不毛な砂漠の中から建設的な意見という砂金を見つけ出し、アマテラス様はハッとします。

　そうだ、自分は何を考えていたのだろう。

　世界のバランスばかり考えて人間たちのことを考えないなど言語道断。

　ＲＰＧだったら魔王を倒したあとに黒幕としてラスボスにされかねない思考です。

「でもどうやってフォローすれば……」

　太陽神でありかなり強い力を持つアマテラス様ですが、日本だけで信仰されるローカル神なので異世界ではあまり力を発はつ揮きできません。

「そうだ！　召喚される世界の神様とお話しすれば……」

『肉体言語ですね。分かります』

　ネットの住民たち総つっこみです。

　何せ弟が挨あい拶さつに来ただけで「何かカチコミに来た!?」と勘違いし完全武ぶ装そうで出迎えたお姉ちゃんです。身内相手にそれなのに、まともな交渉ができるとは思えません。

「だまらっしゃい！　私だってやればできるんだから！」

　そこはかとなく失敗フラグを匂わせながら、アマテラス様は決意するのでした。





　　　　　◆　◆　◆






　西大陸でも古い歴史を持つフィッツガルド帝国。

　かつて栄華を極めた大帝国も今は昔。広がりすぎた領土での反乱は絶えず、次し第だいにその力を失っていった。

　しかしそんな国内を見事平定してみせたのが、現皇帝グライオス・フォン・フィッツガルドである。父の急きゆう逝せいにより若くして帝位を継いだ彼は、自ら前線に出向き反乱を鎮ちん圧あつしていったのである。

　結果各地の貴族たちは粛しゆく清せいされ、皇帝グライオスの権けん威いと力は絶対的なものとなった。

　しかし歴史に類を見ない大帝国の領土は、一代で平定するには広すぎた。

　十代で皇位を継いだグライオスも、今では齢よわい六十を越える老齢。対して彼の息子である皇子は有能ではあるが父のような前線で兵を鼓こ舞ぶする「英雄」ではなかった。

　そしてそれらを踏ふまえ「フィッツガルド恐るるにたらず」と戦争をしかけてきたのが、隣国のアシリア王国だった。

　皇帝グライオスは老いを理由に玉座から動かず、次期皇帝である皇子の動きも鈍にぶい。

　兵たちに不安が広がるその時期だった。

　神官たちが勇者召喚の許可を皇帝に求めたのは──。




　その首都の神殿の地下にて、その儀ぎ式しきは行われていました。

　異世界からの勇者召喚。

　その儀式を、列席を許された数少ない人間である皇子とお付きの騎士は呆あきれ混じりに見ていました。

「神官たちは何も分かってない。魔王退治ではあるまいに、勇者を一人召喚したところで戦争が終わるはずもないだろうに」

「そうは言うがなグリム。一人の英雄が戦局を変えることなどいくらでもある。……かつての父上のようにな」

「……」

　皇子の言葉に騎士グリムは口をつぐみました。

　彼が今回の召喚が気に食わない理由は正にそれです。皇子は皇帝のように戦局を変える英雄にはなれない。神官たちはそう思い勇者召喚などをやらかしたのです。

　そしてそれは勇者により今後皇族の権威を削そがれかねない可能性も秘めています。

「……来たか」

　床に敷しかれた魔法陣が発光し、辺あたりが目ま映ばゆい光に包まれます。

「な、なんですかここはッ？」

　そして現れたのはどこか頼りない少年。

「……うむ！　久々の地上の空気であるな！」

　……と、何か髭ひげがはえた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたおっさんでした。

『だ、誰だぁーッ！』

　皇子はもちろん儀式に立ち会っていた全員が叫びました。

　状況を摑つかめず戸と惑まどった様子の少年は、恐らく召喚された勇者でしょう。

　では明らかに状況を理解した上でふんぞり返ってるおっさんは何でしょうか。

「わしか？　我が名はトール！　戦神にして雷神なり！」

　おっさん……もといトール様が名乗りを上げた瞬間、背景に雷が落ちました。

　室内どころか地下だったような気がしますが雷神だから関係ありません。

「トールって、アース神族のトールですか？　本物ですか？　凄すごい！　異世界凄い！」

　一方傍かたわらに居た日本人の少年。

　一緒に居たのが自分の世界でも知られている神だと知りおおはしゃぎです。

　異世界だからって神様がホイホイ地上に居たりはしないのですが、そんなことは知ったこっちゃありません。

「あ、あのトール様。何故この地に？」

　動揺を隠しきれず、震える声で尋ねる神官。

　地球では北ほく欧おう神話の中で語られるアース神族たちですが、異世界でもその存在は知られておりフィッツガルドではメジャーな信しん仰こう対象なのです。

　そんな超メジャー級な神様が降臨。そりゃ神官も震えます。色んな意味で。

「うむ、話せば長くなるのだが……」




　ある日アース神族の長であるオーディン様は言いました。

「やべぇ、アマテラスが来る！　フレイあと任せた！」

「いや何でそんなに逃げ腰なんですか？　アマテラスなど地球の辺境の島国のみで信仰されるローカル神でしょう」

「だってアイツ太陽神じゃぞ？　アイツら怒ると発光するから苦手なんじゃ。一つしか残っとらん目が潰つぶれるわ」

「神の目がそんな簡単に潰れるわけがないでしょう」

「うちに太陽に対抗できるのは……そうじゃ！　雷なトールに任せよう！」

「聞けや」




「……というわけでな」

『いやいやいや』

　何か説明が終わった感を出しているトール様ですが、まったく何も終わっていません。

　隣の少年は「アマテラス様すげぇー」とよく分からんポイントに感心しています。

「まあアマテラス殿はな、自分の子供とも言える人間が異世界で無事に過ごせるか心配だったらしいのだ。だからわしはこう言った。『ならばわしが共に行き面めん倒どうを見てやろう！』と」

『いやいやいやいやいや』

　どう考えてもおかしい解決策に、その場に居た全員が首を一斉に横にふります。

　普通人間一人を守護するために神様が降りてきたりはしません。

　どんだけ暇ひまだったのでしょうかこの雷神は。

「というわけで、喜べ坊主！　わしがおまえを一人前の戦士にしてやろう！」

「すげえ神様が師匠だ！　ドラゴンとか倒せるようになれますかッ？」

「応！　ドラゴンも巨人もなぎ倒せるまで鍛きたえてやるわ！」

　戸惑う現地人を置き去りにしてハイテンションな日本人と神様。

　今日も異世界は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






　一方日本の国会。

「ほう、ここが日の本の国とやらか。なるほど室内だというのに光に満ちているな！」

『だ、誰だぁーッ！』

　突然国会の真ん中に現れたのは、赤い豪ごう華かなマントを羽は織おった初老の男性。

　その顔や体には無数の傷痕が走り、どう見てもかたぎではありません。

「あー、私は日本国の外務大臣を務めております安あ達だちと申します。失礼ですが貴方あなたは？」

「む？　アマテラス殿から聞いておらぬか？　事情説明はしたらしいのだが」

　またアマテラスか！

　そんなつっこみが国会を包みますが、召喚返しされた本人が事情を分かってる辺りアマテラス様も進歩しています。

　きっと次辺りは召喚返し前にお知らせくらいは入れてくれるでしょう。

「ならば名乗らねばな。わしはグライオス・フォン・フィッツガルド！　フィッツガルド帝国皇帝である！」

　皇帝来ちゃった。

　事情を理解した国会議員たちは、遠い目で虚こ空くうを見つめるのでした。

　今日も日本は平和です。













　ガルディア王国。古い歴史を持つその王国には、王太子の花はな嫁よめを異世界より召しよう喚かんするという風習がありました。

　そして最近になり数百年ぶりに王太子の花嫁が召喚されたのですが、その花嫁は新婚だというのに部屋にこもってばかりいます。

「……」

　長い黒くろ髪かみを首の後ろで縛り、縁ふちの薄い眼鏡めがねをかけた女性。

　いかにもできる女といった雰ふん囲い気きを漂ただよわせる彼女は、今回王太子の花嫁として召喚された日本出身の女性。名前を利と根ね川がわアサヒといいます。

「……」

　そんな王妃様は、ずっと無言で大量の書類が載のった執しつ務む机づくえに向かっています。

　さすがは我が慢まんしすぎることに定評のある日本人です。常人なら「やってられるかぁッ！」とぶちギレて叩たたき落おとしているところです。

「……やってられるかぁッ！」

　キレました。

　いきなりです。

　さすがは限界を越えた瞬間に笑顔から真顔に変わって戦争おっぱじめる日本人の末まつ裔えいです。

　某国人に「日本人は外交を知らない」と言われたのは伊だ達てではありません。

「王妃様が爆発したぞーッ！」

「美形だ！　男でも女でも良いから美形を連れて来い！」

　しかし周りの人間も慣れているのか対応が迅速です。

　その対応が何か間違っている気もしますが、相手が日本人だから仕方ありません。

　一部の国からＨＥＮＴＡＩ国家とか思われていますが、古文等を見ている限り千年単位で変態だからあながち間違っていないのです。

「王妃様。どうか落ち着いてください！」

「うるせぇ！　何だこの処理しても減らない紙の山は！　バグか？　バグってんのかこの国！」

　控ひかえていた侍女に対して叫ぶ王妃様。

　口が悪いです。見た目からは想像もできない漢おとこっぷりです。

「半分！　半分も処理していただければ休んでもらっても構いませんから。何ならお好きなＢＬの制作でも……」

　悲報。王妃様は腐ふ女じよ子しでした。

　しかし腐くさっているからと馬鹿にしてはいけません。

　何故なら王妃様はただ消費するだけのオタクではなく、自ら創造するクリエイティブなオタクだからです。

　創作のために収集したその知識量は決して馬鹿にできません。

　何せ中世の封建制国家の政治やその問題点を即座に思い出し、こうしてガルディア王国の治世に役立てているのですから。

　普通に生きてたらまずゴミ箱行きの知識ですが、役に立ったのだから細かいことは気にしてはいけません。

「阿呆か！　ただでさえ寝てないのに娯ご楽らくに費ついやす時間なんてねえよ！」

「そ、そんな！　では私たちはどうやって新作を手に入れたらいいのですか！」

　悲報（二回目）。宮廷が腐りました。

　どうやら変態国家日本の誇ほこる漫画は、宮廷の貴婦人たちにはいささか刺し激げきが強かったようです。

　もっともそのせいで王妃様は宮廷内の貴腐人から圧倒的な支持を得ているのですから、世の中何がどう転ぶか分からないものです。

「大体何でこんなに未処理の案件ばっかりなんだ！」

「最終的な決済は王家に籍せきを置く方にしかできませんから。先王陛下も日々処理におわれています」

「分かっとるわ！　私が言いたいのは、あの盆ぼん暗くらは何やってんだってことだ！」

『……』

　王妃様の問いに、それまで周囲を右往左往していた家臣たちの動きが止まりました。

　盆暗。王妃様がそう呼ぶ人間は、この世に一人しか居ないからです。

「えー、陛下は体調が悪く……」

　先日めでたく王に即位したリチャード陛下。

　しかし陛下は即位式と結婚式を終えてから、まったく表に出ようとしません。

「……まだ部屋にこもってやがんのか、あのシスコンは」

　その理由は、先日神隠しにでもあったかのように消えてしまったシーナ王女にあります。

　ご自身の妹を深く愛していた陛下は、ショックのあまり塞ふさぎこむようになってしまったのです。

　少し同情しないでもありませんが、仮にも妻である王妃様からしたら「キモい」としか言いようがありません。

「王妃様。追加でこちらの書類をヒィッ！」

　空気の読めない文官が書類の束を抱えてやってきましたが、王妃様のひと睨にらみで腰を抜かしました。

　王妃様に異世界トリップによるチートは無いはずですが、このままでは邪じや眼がんに目覚めてしまうかもしれません。

「……」

「王妃様？」

　しかしそんな王妃様が突然笑顔になりました。

　荒れ狂っていた空が突然青く澄み渡ったかのような不自然な笑みです。

「よし！　アイツ殴なぐろう♪」

「いや、そんな散歩に行くみたいに!?」

　どうやら王妃様は限界のさらに先の限界を越えてしまったようです。

　こうなってしまった日本人はもう制御不能です。

　もうタイヤを片方はずしたチョロＱ並みに大暴走するのは決定したも同然です。

「あっはっは♪　陛下。今愛いとしの王妃が参ります♪」

「ら、乱心！　王妃様ご乱心！」

　晴れやかな笑顔で宮廷の廊ろう下かを疾走する王妃様と、必死に後を追う侍女。

　助けを請こうように叫びますが、それを聞いた家臣たちの心は一つでした。

　──いつものことじゃん。

　この後王様が王妃様に強烈なボディーブローをくらい説教されますが、そのせいで王妃に心を開いたので結果オーライでした。

　同時に王様にＭ疑ぎ惑わくが浮かび上がりましたが、本人たちが幸せそうなので誰も何も言えませんでした。

　今日も異世界は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






「……」

「あ、ツクヨミ。前にガルディアだっけ？　そこに召喚された人の様子はどうだった」

　無言で鏡を眺める青年。

　彼こそがアマテラス様の弟であり、三貴子の一柱である月読命ツクヨミノミコトです。

　あまりに出番が少ないので性別すら不明とされていますが、多分男です。

　昨今の日本の流れだとさらりと女神に改変されそうですが、アマテラス様も一時期男だとされていたので深く気にしてはいけません。

「ああ、姉上。ガルディア王国に召喚された女性については、まったく問題ありません」

「そうなの？　いきなりだったから、準備不足で言語が分かる加か護ごしかあげられなかったんだけど」

「十分でしょう。本人の能力が高いですから、むしろ余分な助けは害になるかと」

「そう？　ツクヨミがそう言うなら大丈夫か」

　そう納なつ得とくして去っていくアマテラス様。

　その背をツクヨミ様は笑顔で見送っていましたが、完全にアマテラス様が見えなくなるとニヤリと性格の悪そうな笑みを浮かべました。

「何より追い詰められていた方が良いリアクションをしますからねこの人間は。まあ死にはしないでしょうし、しばらくは様子を見ましょうか」

　ツクヨミノミコト。

　彼が陰いん険けんなのは月の神であることとは多分関係ありません。













「すまん。間違えて死なせてしまった。お詫わびに異世界に転生させてや……」

　偉えらそうな爺じいさんの顔面に青年の右ストレートが炸さく裂れつする！

「ひでぶッ！」

「間違えたって何だゴルァッ！　転生させる前に生き返らせろよ、何か神っぽい爺さん！」

　鼻血をボタボタと流すご老人に青年が容よう赦しやなくつっこみを入れます。

　最近の若者はキレやすくていけません。

　むしろ最近の若者は大人しくて老人の方がキレやすかったりするのですが、いつの時代も「最近の若い者は」と言われるのは定番なのでつっこんではいけません。

「神って分かってるのに殴なぐるか！　転生特典やらんぞ！」

「よし、いらんからもう一発殴らせろ」

「ヤメテ！」

　ある意味脅おどしのようなことを言う神様ですが、青年はそれが気に食わなかったらしくシャドーボクシングを始めます。

　どうやら青年は生前ボクサーだったようです。

　このままでは神様の命が危ういです。

「ほら、おぬし強くなりたいとか大おお真ま面じ目めに言っちゃうタイプじゃろ。なら良いぞ転生特典。鍛きたえる過程が大事なら努力が報むくわれるタイプの特典とか」

「む……」

　神様の言葉に青年がシャドーを止めて考え始めます。

　それを見てチョロイぜと笑う神様。もう一発殴られても仕方がない反応です。

「その転生ちょっと待ったーッ！」

「はい？」

　しかし青年が丸め込まれる寸前、二人しか居なかった白い空間に何者かの声が響き渡ります。

「名前で雷神だと思われがちですが実際雷神。どうも、武御雷神タケミカヅチです」

「だ、誰だぁーッ！」

　突如現れたのは白い装束を纏まとった男性神。

　何か神様がつっこんでますが、既に名乗ったのでタケミカヅチ様は華麗にスルーです。

「青年。安あん易いに異世界に転生などしてはいけない。異世界に転生するとこちらの魂たましいの絶対数が減って、黄よ泉みの支配者であるイザナミ様が激げきおこで、我々のストレスがマッハなのだ！」

「いや、アンタ本当にタケミカヅチか？」

　あまりに残念なタケミカヅチ様の言語回路に青年がつっこみを入れます。

　これもまた高天原たかまがはらにインターネットが普及した弊へい害がいでしょうか。

　フィルターを導どう入にゆうするかオモイカネ様が悩むのも仕方ありません。

「ん？　アンタがタケミカヅチならあっちの神様は誰だ？」

「！」

　青年が指さすと、神様がビクリと震えます。

　もう何かやましい事があると言わんばかりの反応です。青年がジト目になるのも当然です。

「ああ、アレは名も無い低級神。というかもう精霊とかに近いのではないか、あのレベルだと」

「は？　そんなのに異世界転生とかできるの……できるんですか？」

「まあ肉体の無い魂だけなら境界線を越えるのも容易故ゆえ、異世界トリップよりは簡単だな」

「だからそういう単語をどこから」

　どうやら自称神様は神であるかどうかも怪しい存在だったようです。

　皆さんも自称神様に会ったときは気をつけましょう。

「まあ、ああいった存在が大物を騙かたるのはよくある。そうやって人を騙だまして信仰を得てパワーアップを図はかるわけだな。異世界転生させた人間の魂が強くなれば、信仰による補正も大きくなる故」

「仮に転生させられても欠片かけらも信仰しそうにないんですが」

「そこまで考えてないのだろう」

　既に身バレした自称神様は、白い空間の隅っこでプルプル震えています。

　どうやらマジモンの神様であるタケミカヅチ様の神気にあてられているようです。

　自業自得なので青年もタケミカヅチ様も助けようともしません。

「さて、さすがに可か哀わい想そうなので、君には来世で私が加か護ごを与えよう。異世界に行くわけではない故、大した効果はないが」

「まあ俺も異世界に行くつもりはなかったからいいですけど。どんな効果があるんですか」

　そして仕舞いには二人は自称神様を無視して話を進めます。

　せめて幼女の姿で現れていたら一定の支持を得ていたでしょうが、爺なので仕方ありません。

「うむ。私の加護を受けると──」

「受けると？」

「──相す撲もうが強くなる」

「何故にッ？」

　あまりにピンポイントな加護に青年がつっこみます。

　仮に相撲が強くなっても、ボクサーな青年が転向するには壁かべが厚すぎる挑戦です。

「知らんのか？　私は相撲の開かい祖そだぞ。タケミナカタと力比べをするときに相撲をやってな。勢い余ってタケミナカタの両腕取れちゃったけど仕方ないね」

「何それ恐い」

　一説には相撲で取ったのではなく、凍らせたり切り落としたりしたらしいですが、どちらにせよ恐いので関係ありません。

「駄目か？　むう、ならばちょっと体が発電する程度の加護を」

「その加護を現世でどう役立てろと」

　発電はちょっと便利そうですが、家電製品を根こそぎ壊かい滅めつさせかねません。

　電圧の調整というのは意外にシビアなのです。

「普通に勝負運が良くなる加護とか無いんですか？」

「あるよ」

「あるんかい！」

　名前のせいで雷神なことばかりがピックアップされるタケミカヅチ様ですが、武神としての側面も持っています。

　勝負運をあげるくらいお茶の子さいさいです。

「……じゃあそれで」

「承知した。では元気でな青年。君は前世の記憶を失うだろうが、私は君のことを忘れない」

（……むしろすぐ忘れ去りたい）

　あまりに残念な自国の神様の姿に、青年は心からそう願うのでした。




「アマテラス様。異世界転生を無事に阻そ止し……どうされました？」

「……んあー」

　タケミカヅチ様が高天原に帰還すると、アマテラス様が畳たたみの上を唸うなりながらゴロゴロと転がっていました。

「……オモイカネにネット禁止されて暇ひまなの」

「何と！　オモイカネめ……何と非道な！」

　怒るタケミカヅチ様ですが、アマテラス様は掲示板で情報流出させまくるので仕方ありません。

　現在オモイカネ様監修によるネットリテラシー教育が進められています。

「……タケミカヅチもしばらくネット禁止だって」

「何と！」

　叫ぶタケミカヅチ様。

　今日も高天原は平和です。













「ど、どこですかここ！　誰ですか貴方あなたたち！」

　本日も紛ふん糾きゆうしていた国会。おっさんや爺じいさんが大多数を占める色んな意味で渋しぶい空間に、場違いな少女の声が響き渡ります。

　──またか。

　いい加か減げん議員たちも慣れてきました。

「えー、落ち着いてお嬢じようさん。私はこの日本国の総理大臣を務めております安あ達だちと申します。ここに来る前にアマテラス様にお会いしませんでしたか？」

　いつの間にか議会のど真ん中に居たのは、ゆったりとした服を着た金髪の少女。

　その少女に、いつの間にか外務大臣から総理大臣にクラスチェンジした安達くんが、相変わらず腹の黒さの見えない紳しん士しスマイルで話しかけます。

　前総理大臣は神様の無茶ぶりのせいで胃に穴が空いたとか言われていますが、真しん偽ぎは定かではありません。

「あ、アマテラス様？　い、いいえ」

　本当に事情が分かっていないらしく、少女はプルプルと首をふります。

　どうやらアマテラス様は前回の召しよう喚かん返しで一歩進んだのに、今回は二歩下がったようです。

　──アマテラス仕事しろ。

　議員たちの心が一つになりました。

「じつはかくかくしかじか」

「……」

「……お嬢さん？」

　安達くんの説明を聞いて少女は俯うつむいて黙り込んでしまいます。

　──またか。またなのか。

　議員たちは嫌な予感がしてきました。

「何か心当たりが？」

「えーと……魔物に襲おそわれて追いつめられて、駄だ目めもとででたらめな召喚陣を組んで召喚してみたんですけど、そしたら何故か男の人が出てきて……」

　どうやら今回の召喚は、少女のピンチを助けるところから始まるボーイ・ミーツ・ガールだったようです。

　しかし当のガールが召喚返しされては意味がありません。

　ボーイは誰とミーツすれば良いのでしょうか。

「って、総理！　今のが本当なら残された日本人は魔物に襲われて……」

　重大な事に気付いた若手議員が叫ぶように言います。

　言われてみれば確かに。このままではボーイ・ミーツ・モンスター（死）です。

　異世界召喚を許した上に日本人死亡など、もうイザナミ様も激げきおこを通り越して激おこスティックファイナリアリティぷんぷんドリーム（神）です。

「あ、それなら大丈夫だと思います」

　しかしそんな議員たちの心配を、少女はあっさりと否定しました。

「召喚しちゃったのは体格の良い男性だったんですけど『やだもう！　近寄るんじゃないわよこの変態！』って叫びながら魔物たちを叩たたきのめしてましたから」

『……』

　どうやら召喚されたのはボーイではなくオネエだったようです。

　この世にオネエに敵かなう者は居ないので、異世界でも無敵に生きていくことでしょう。

「あー、議長。とりあえず今後の対処と、この子の面めん倒どうはうちで見るので良いでしょうか」

「ああ、うん。まあ良いんじゃない。賛成の人起立」

　議長の言葉を聞いて、議員たちが一斉に立ち上がります。

　今この場には与党も野党もありません。

　皆の心は一つ。

　──こんなわけの分からん事態に対処できるのは安達くんだけだ。

　今日も日本は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






　場所は変わって高天原たかまがはら。

「よ、良かった。生きてるねあの人」

「普通に強いですね。怯おびえているように見せながら的確に急所を抉えぐっていますし、やはりあの気持ち悪い所作は演技でしょうか」

　件くだんのオネエが異世界でモンスターハンティングしていくのを見ながら、アマテラス様とツクヨミ様が安あん堵どの息をついています。

　どうやらイザナミ様オカンによるお説教は回かい避ひされたようです。

　普段はスカしているツクヨミ様もオカン（イザナミ様）は恐いので、内心ですっごく安心しています。

「ありがとねツクヨミ。いきなりだったから私も対処が間に合わなくて」

「はい？　私は何もしていませんよ。姉上が力を与えたのではないのですか？」

『……』

　危機は去りましたが予想外の事態に二柱の動きが止まります。

　どうやらオネエさんは異世界トリップによる補正も神様による加か護ごも無しに、自力でモンスターハンティングしているようです。

　その太陽光を受けて照り輝く筋肉は伊だ達てではありません。

「……まいっか！　大丈夫みたいだし」

「……」

　そこで『まいっか！』ですませるから失敗を次に活かせないのだとツクヨミ様は思いましたが、今更このへっぽこ女神の性根が治るとも思えないので沈黙を守りました。

　今日も高天原は平和です。













　メルディア王国の西に広がる名も無き森。

　かつて交通の要所として街道も通っていたその森ですが、数ヶ月ほど前から誰一人近付かなくなっていました。

　原因はオーガ。

　人間の倍はあろうかという体格の鬼たちが、森を占せん拠きよしてしまったのです。

　しかしそんなオーガたちも先日めでたく殲せん滅めつされました。

　主にオネエによって。

「あらやだ、こんなところにまで返り血が」

　オーガたちの死体が散乱する中でそう言って服についた血を拭ぬぐうのは、背の高い男性です。

　体格も見事なもので、身に着けたチュニックが筋肉で弾はじけ飛とびそうになっています。

　もし弾け飛んだら「その服は誰が縫ぬうんだい？」と文句を言われそうですが、オネエは自分で縫った挙あげ句くにフリルまで付けるので問題ありません。

「まったく洗っても落ちないわねこれは。ただでさえ服が少ないのに、どうしてくれるのよ」

　そしてその体格の良い男性は何度も書いてある通りオネエでした。

　というかオネエでした。

　しかも残念なことに日本人だったりします。

　異世界に事故召しよう喚かんされたオネエさんは、議員たちの予想通り逞たくましく生き抜いているようです。

　いくらなんでも逞しすぎる気がしますが、オネエだから仕方ありません。

　男の逞しさと女の繊せん細さいさを併せ持つ完全なる人間、ある意味アルダー。それがオネエなのです。





　　　　　◆　◆　◆






「ユキ殿はやはり強いな」

　王都の下町にある小さな酒場。

　その酒場でオネエと卓を囲んでいるのは、王国の騎士団に所しよ属ぞくする女騎士で名をグレイスと言います。

　以前にオネエに危ないところを助けられたのですが、その際に強くて優しいオネエに惚ほれてしまったのです。

　しかし相手はオネエなのでその想いには応えてくれません。

　まったく罪作りなオネエです。

「是非ともうちの騎士団に来てもらいたいのだが」

「またその話？　ダメダメ、剣が使えない騎士なんて様さまにならないじゃない」

　そう、オネエはいつでも素手で戦っています。

　何故なら怪力過ぎて武器を使っても破壊してしまうからです。

「おまえはクー・フーリンか」とつっこまれそうですが、クー・フーリンさんが聞いたら「一緒にすんじゃねえ！」と抗こう議ぎするに違いありません。

　というかクー・フーリンさんと一緒にしたら、ゲイ・ボルグがゲイ♂ボルグになってしまいます。

「しかし……ユキ殿は何故そのような趣味に？」

『!?』

　聞きました。聞いてしまいました。

　切実故に空気を読まずに切り込んだグレイスの言葉に、酒場に居た他の客たちに緊きん張ちようが走ります。

「秘密……と言いたいところだけど、今日は気分が良いから教えちゃおうかしら。……私にもね、昔愛した女性が居たの」

　──え、マジで？

　酒場に居た人たちの心がグレイスも含めて一つになりました。

「小さい頃からいつも一緒……いわゆる幼おさな馴な染じみってやつでね。気の強い子で、泣き虫な私をいつも守ってくれたわ」

　グレイスはどこからつっこんだらいいか悩みました。

　しかし話している本人が何か良い話っぽく話しているので、つっこむにつっこめません。

「そのまま大人になって、当然のように私たちは結婚したわ。もう二人が一緒に居るのが自然になっていたから」

　衝しよう撃げき。

　オネエはまさかのノーマル既婚者でした。

　二重の意味でグレイスに大ダメージです。

「でも幸せは長くは続かなかった。彼女は死んだわ。まだ結婚したばかりだったのに」

「ユキ殿……」

　しかし話が重くなったのでグレイスはダメージから立ち直りました。

　酒場の客たちもオネエの話に真剣に聞き入っています。

「その時の彼女の遺ゆい言ごんがらしくてね。『私を忘れて他の女と所帯を持ったら許さん』ですって」

「いや、普通は『私を忘れて新たな恋に生きて』と言わないか？」

　遺言というより呪じゆ詛そが混じっているのは気のせいでしょうか。

　そこにはグレイスも思わずつっこみます。

「そこが彼女らしいのよ。気が強そうに見えて寂しがり屋だったから。だから私も彼女の遺言を守った。……だけどまだ若かった私には、彼女を失って一人で生きていくのは寂しすぎた」

「……」

「だけど私は気付いたの。『他の女と所帯を持ったら許さん』……なら他の男と恋をすれば良いじゃない！」

「どうしてそうなった!?」

　過去のオネエの出した結論に、グレイスが絶望と共に卓を両手で叩たたきます。

　妻への愛ゆえに男に走る。

　何かもう書いてる方も意味が分かりません。

　今日も異世界は平和です。




「……ツクヨミ。ほんっとうにあの人何の加か護ごも無いんだよね？」

「ありませんよ。ついでに魔力的な不ふ思し議ぎパワーも無いので、完かん璧ぺきに筋肉による力ですね」

　様子を見てみたら予想以上に強くなっていたオネエに、アマテラス様が再度確認しますが答えは同じです。

　どうやらオネエは素すであの強さのようです。

　オネエよ神話になれ。

「まったく現世にあんな人間が居るとはな。異世界に行っちまったとは勿もつ体たい無ない」

「……」

　いつの間にか会話に混ざってきた声に、アマテラス様の動きが止まります。

「……」

「よう」

　そして無言で振り返ったそこには、でかくてマッチョな男性神。

　アマテラス様とツクヨミ様の弟。三貴子の末弟、素戔男尊スサノオノミコトです。

　母親に会いたくて泣き叫びまくってイザナギ様に蹴けり飛とばされたり、高天原たかまがはらで暴れまくってアマテラス様を引きこもりにさせた超問題児です。

「……天岩戸！」

「まあ待てよ姉貴」

　数々のトラウマを思い出したアマテラス様は引きこもろうとしますが、末弟なのにアニキっぽいスサノオ様が逃がしてくれるはずがありません。

　首根っこを摑つかまれて猫のようにブラブラされてしまいます。

「んにゃー！　離せー！　根ねの国に帰れ！」

「うちは娘むすめ婿むこに譲ゆずったから暇ひまなんだよ。だから姉貴で遊びに来た」

「私で遊ぶな！」

「まあ良いじゃねえか。久しぶりにぷ○ぷよやろうぜ」

「！　……は、ハンデありなら」

「……」

　ブラブラされたまま連れて行かれるアマテラス様を見送るツクヨミ様。

　薄情なようにも見えますが、スサノオ様はマザコンな上にシスコンなのでそこまで酷ひどいことにはならないでしょう。

　それはさておき。

「あ、オモイカネ殿ですか？　姉上がまたスサノオに遊ばれてるので、宴会の準備をするように各神に連絡お願いします」

　姉弟邂かい逅こう＝引きこもり＝宴会。

　高天原でしか通じない謎なぞ方程式が発動し、今夜は宴会が決定しました。

「ああ、あとアメノウズメ対策に夫サルタヒコにも来るように連絡を。何かにつけて脱ごうとするのであの女神。あとタケミカヅチに妙な一発芸をするなら事前に言っておくようにと……」

　着々と宴会の準備を進めるツクヨミ様。

　今日も高天原は平和です。













　何の変へん哲てつもないある日の午後。

　地方から東京へと向かっていた夜行バスの乗客乗員四十名が、忽こつ然ぜんと姿を消してしまいました。

　普通なら集団失しつ踪そうと騒がれる事件なのですが、ある出来事に慣れてきた日本人たちは、ある可能性に気付きます。

　──これ異世界召しよう喚かんじゃね？

「困りましたな」

「アマテラス様も召喚自体を阻そ止ししてくれれば良いものを」

「いや。世界を跨またいでいるとはいえ、本来は人間同士の問題ですから。アフターフォローをしてくれるだけマシでしょう」

　そしてその事件は国会でも取り上げられ、どうしたものかと議論が行われていました。

「早急に対策をしたいところですが、その辺あたりはどうなっているのですか総理？」

「今のところはどうしようも。以前に召喚返しされたエルテさんにも協力を仰あおいだのですが、彼女は召喚師としては駆け出しらしく目立った成果はありません」

　ちなみにこちらの世界でも召喚はできるのかとやってみてもらったところ、何故かライオン（雄）が召喚されました。

　一瞬騒然となりましたが、ライオンは偶然居合わせたグライオスさん（皇帝）に取り押さえられ事なきをえています。

　その後グライオスさんがうちで飼うと我わが儘ままを言いましたが、いくらなんでも無茶なので動物園に預けられました。

「あの、召喚された日本人も心配ですが」

「『も』とは何だ。他に何を心配する事が……」

「四十人召喚されたということは、ここに四十人召喚返しされてくるのでは？」

『……』

　若手議員の言葉に国会が沈黙に包まれます。

　一人異世界人が来るたびに大騒ぎだというのに四十人。

　もう蜂はちの巣を突つついたどころか、バル○ン焚たいたみたいな騒ぎになるのは目に見えています。

「い、いや。アマテラス様ならその四十人に事情を説明してくれるはず」

　議員の一人が希望的観測を述べますが、あまりに絶望的です。

　前回一歩進んで二歩下がったアマテラス様です。

　今回に限って二歩も進んでくれるとは思えません。

「念のために警けい備びを増やし……」

　その時でした。

　ぼふんっという気の抜ける音と共に、すかしっぺみたいな申し訳程度の煙が発生したのは。

「な、なんだここは！」

「城はどこに行った！」

「我々は家族を人質にとられて仕方なく王を守るため、義ぎの為に反乱を起こした公こう爵しやくと戦っていたはず！」

　説明台詞ぜりふ乙おつ。

　煙と共に現れたのは、数十人からなる武装した騎士っぽい男たちでした。

　やはりアマテラス様による事情説明は丸投げされたらしく、色々叫びながら周囲を見渡しています。

「来すぎだろ！」

「アマテラス様仕事して！」

「俺は神道をやめるぞ安あ達だちぃッ！」

　一方の議員たちも、まさか武装集団が来るとは思わなかったので大混乱です。

　一部から信仰が失われていますが仕方ないね。

「ち、近寄るな貴様ら！　こいつがどうなっても良いのか！」

「ああ！　議長が人質にとられた！」

「いやまいったねこりゃ」

「さすが議長冷静だ！」

「退たい避ひ！　とりあえず退避だ！」

「警けい察さつを呼べー！」

「いやむしろ自衛隊では？」

　大混乱な国会から我先にと逃げ出す議員たち。

　人質にとられた議長が一番冷静なあたり、さすがは戦前生まれといったところでしょうか。

　こうして起きた前代未聞の異世界人による人質籠ろう城じよう事件でしたが、警察や自衛隊が動く前に偶然居合わせたグライオスさんが無双して解決してしまいました。

　ちなみにグライオスさんが駆けつけるまでの間は、安達総理がいつの間にか奪うばい取とっていた剣で騎士を何人か叩きのめしていました。

　さすがは自衛隊最高指揮官です。

「いや、自衛隊最高指揮官ってそういう意味じゃねえだろ！」

「うんそうだね」

　若手議員の常識的なつっこみは流されました。

　今日も日本は平和です。




「うふふ。それで、何か言い訳はあるかしらアマテラス？」

　一方高天原たかまがはら。

　いつも平和なその場所に、夜や叉しやが降臨していました。

「お、お、お、お母さん。あれは向こうの状況も切迫してたから仕方なくと言うか……」

　日本最高神であるはずのアマテラス様が必死に言い訳しているのは、日本と数々の神を産んだ国産みの神であり、黄よ泉みの管理者である伊邪那美命イザナミノミコトです。

　穏やかに微笑ほほえんでいるはずなのに、背後からどす黒いオーラが噴出しています。

　日本最古のヤンデレは伊だ達てではありません。

「た、確かに国会は混乱してたけど、総合的に見たら良……」

「言い訳するんじゃありません！」

　──えー？

　日本最古のオカンはさすがの理り不ふ尽じんでした。

　三貴子は離婚成立後にイザナギ様が産んだ神なので、厳密にはイザナミ様の子じゃない気もしますが、鼻をほじっただけで新しい神が生まれちゃう国なので細かい事を気にしてはいけません。

「まったく貴女あなたという子は、昔から後先を考えずに……」

　そして始まるお説教。

　正座しているアマテラス様も心なしかヘタレています。

　このままではアマテラス様があまてらすさまになってしまいます（手遅れ）。

「まあまあ、そんなに怒ると皺しわが増えるぜおふくろ」

　──ビシッ！

　割って入ったスサノオ様の言葉に、空気が軋きしむどころか割れる音がしました。

　死んだ後に外見のせいで夫に逃げられたイザナミ様に美び醜しゆうに関する事は禁句です。

　とばっちりで人間が千人くらい呪い殺されるのですから、たまったものではありません。

「うふふふふふふふふふ。面白いことを言うわねスサノオ。ちょっとこちらへいらっしゃい」

「やだよ。おふくろ臭うもん」

　イザナミ様に臭いに関する事は（略）。

　もうイザナミ様激げきおこで空気が軋むどころか焦こげています。

　このままでは高天原崩ほう壊かいの危機です。

「うふふふふふふふ……アハハハハハハッ！　良い度胸ねスサノオ。地上で英雄扱いされて調子に乗っているのかしら？　これは躾しつけなおしてあげなければ駄目ね！」

「あっはっは！　もっと力入れろよおふくろ。痛くも何ともないぞ？」

　狂ったように笑うヤンデレ神と、嬉うれしそうに蹴り転がされるマッチョ神。

　微笑ましい親子のスキンシップです。

「た、助かった」

「まんま母親に構って欲しい反抗期の息子ですねスサノオは」

　矛ほこ先さきがスサノオ様に向き安あん堵どするアマテラス様と、冷静に母親と弟を眺めるツクヨミ様。

　今日も高天原は平和です。













　某所にある自衛隊の駐ちゆう屯とん地ち。

「気を付け！」

　号令に従ってピシャリと背筋を伸ばすのは、迷彩服を着た屈くつ強きような男たち。

　しかしその顔は明らかに日本人離れしていて、髪かみの色も金色だったり赤色だったり挙あげ句くには青色だったりと統一感はありません。

　それもそのはず、彼らは異世界人なのです。




　いきなり召しよう喚かんされ、人質をとったら総理大臣と皇帝陛下に鎮ちん圧あつされた騎士団の方々は、すったもんだの末に無罪放免となりました。

　そしてその扱いをどうしたものかと議論した末に「自衛隊に体験入隊させれば？」という総理の鶴つるの一声で行く末が決まります。

　確かに彼らは軍人です。中には続けて軍人でありたいと願う人も居るでしょう。

　そうでなくても、集団行動大好き日本人に馴な染じんでもらうには、自衛隊での訓練は有用かもしれません。

　だったら学校にでも行かせた方が良いのではないかという若手議員の意見は、騎士団の皆さんが成人以上おっさん未満ばかりなので却下されました。

「初めまして。今回の臨時教育隊の指揮を任されることになった生いく田た一いち尉いです。皆さん自衛隊の事はもちろん、他の事でも分からない事が多いでしょうから、気軽に相談してください」

　部隊長となる生田一尉の言葉に、騎士たちは不ふ思し議ぎそうな顔をします。

（ずいぶんと腰の低い指揮官だな）

（それに若い）

　騎士たちにとって、偉えらい人というのは威い張ばっているものです。

　故ゆえに違い和わ感かんを覚えたのですが、それがこちらの流りゆう儀ぎなのだろうと納なつ得とくする事にしました。

　ちなみに若いと言われた生田一尉ですが、既に四十路です。

　海外で正直に歳を言ったら「噓うそだッ！」と言われるのが日本人なので仕方ありません。

「はい。では現場での指揮は私岩いわ城き二に曹そうが担当します」

　続いて現れた岩城二曹に、騎士たちは目を光らせました。

　迷彩服の上からでも分かる筋肉質な体。にこやかでありながら隙の見えない鋭い眼まな差ざし。

　なるほどこれが自分たちの教官かと、納得させる見た目です。

「今日は初日という事ですから、まずは皆さんの基礎身体能力から測ります」

「ほう」

　身体能力。

　なるほど客観的に軍人の強さを見るなら、分かりやすい指標です。

　ならば我々の実力を異世界に知らしめてやろうと、騎士たちは密かに闘とう志しを燃やします。

「ではまず腕立て伏せから」

　そして始まった体力測定でしたが、騎士たちは意外な苦戦を強しいられます。

「そこ。手が開きすぎです」

「良いではないかそれくらい！」

「腰上がりすぎです。もっと体全体を真っ直ぐに」

「ぐ……これならどうだ！」

「顎あごが着いてない。ノーカウント」

「なんとー！」

　陸上自衛隊。

　その体質を端的に表すならば「用意周到・動脈硬化」。

　杓しやく子し定じよう規ぎな隊員たちからの指導に、騎士たちは抗こう議ぎや唸うなり声ごえを上げ阿あ鼻び叫きよう喚かんです。

　それでもさすがと言うべきか、全員が自衛隊の最低ラインは突破しています。

「さすがですね。最近の新隊員だと規定に達しない者が多いのですが」

　にこやかに言い放つ岩城二曹に、騎士たちは畏い怖ふすらこもった視線を向けます。

　それもそのはず。騎士たちが腕立て伏せの検定をしている二分間、岩城二曹は「こうですよ。こう！」と皆の前でお手本を見せ続けていたのです。

　要するに騎士たちの誰よりも腕立て伏せをしているはずなのですが、その顔に疲れはまったくありません。

「何この生物？　人間？」と騎士たちが思っても仕方ありません。

「さて、続いて腹筋の測定に移ります」

　腕立てと似たような事になったのは言うまでもありません。

「輝いてるな岩城二曹」

「レンジャー上がりの体力お化けだからなあの人」

「アレが自衛隊の普通だと誤解されなきゃいいけど」

　岩城二曹に扱しごかれる騎士たちを見て、他の自衛隊員たちが生温かい目でそんな事を言います。

　自衛隊。

　それは全員が全員ではありませんが、岩城二曹のようなお化けが一定数存在する魔境です。




　一方高天原たかまがはら。

　日本最古のヤンデレ妹の暴走は、騎士団の召喚が日本人を呼び出した性しよう悪わる王を失脚させるためのナイスプレーだったと理解すると一応収まりました。

　そして颯さつ爽そうと黄よ泉みへと帰っていくイザナミ様。

　イザナギ様が黄泉を封じた岩とか在った気がしましたが、とっくの昔に撤てつ去きよされたので関係ありません。

「……お父さん黄泉に蹴けり落おとしたらずっと出てこなくなったりしないかな」

「さらりと酷ひどい事を言いますね姉上」

　何度も説教をされてトラウマになっているのでしょうが、実の父を生いけ贄にえにと目もく論ろむ辺あたりあの母にしてこの娘ありといった感じです。

　内に溜め込む気質な分、爆発した時の破壊力はイザナミ様を超えるかもしれません。

「まあまあ。おふくろも帰っちまったし、久しぶりに飲もうぜ姉貴に兄貴」

「……うんそうだね。飲もう。飲んで寝ちゃおう」

「またですか？　最近ペースが早すぎると思うのですが」

　どうやら酒に逃げるのは人間も神様も変わらないようです。

　アマテラス様の背中がすすけています。

「飲み会と聞いて宴会部長アメノウズメ参上☆」

　しかし三柱に酒がいきわたり肴さかなの準備も万全となったところで、一柱の女神が乱入してきました。

　語尾に星が付いていますが、別に星神だったりはしません。

「……ツクヨミ。サルタヒコに連絡」

「はい」

「ああ冷たい！　冷たいですアマテラス様にツクヨミ様！」

　異様にハイテンションな女神様。

　この方こそかの有名な対引きこもり宴会神の一柱であり、日本最古のストリッパー（人妻）である天宇受賣アメノウズメ様です。

「もう今日は私静かに飲みたいの。余計な宴会芸とかいらないの」

「いつになくテンション低いですねアマテラス様。ダウナーな雰ふん囲い気きも素敵です☆」

「やめて！　寄らないで！　私そっちの気は無いもん！」

　しなだれかかるアメノウズメ様を引ひき剝はがすアマテラス様。

　ツクヨミ様が「キマシタワー」とか呟つぶやいた気がしましたが、スサノオ様は全力で聞かなかった事にしました。

「そんな事言って、私の裸に興味津しん々しんだったじゃないですかアマテラス様」

「あれは凄すごい神が居るって聞こえたからだもん！　裸に興味あったわけじゃないもん！」

　酒が入っているせいか赤くなりながら叫ぶアマテラス様。

　焦あせる素振りが逆に怪しいです。

　あまりの怪しさにツクヨミ様のボルテージが静かに上がり、一番破は天てん荒こうなはずのスサノオ様の目が白くなっています。

「まあまあ。ものは試しと言いますし、とりあえず脱いでみましょう☆」

「んにゃー！　た、助けて！　おかあさーん！」

　日本最高神に迫る貞てい操そうの危機（百ゆ合り）。












　このままではまたアマテラス様が引きこもって太陽が昇らなくなり、ツクヨミ様がテンション爆上げで月が沈まなくなってしまいます。

　日本の明日が地味にピンチです。




「どうも。お騒がせしました」

　数分後。

　アメノウズメ様は駆けつけたサルタヒコ様（旦那）に取り押さえられ、アマテラス様の貞操は守られました。

　ツクヨミ様がちょっと残念そうだったのは多分気のせいです。

「ちょっと離してよあなた！　せっかくの宴会なのにまだ私脱いでないし！」

「脱がなくて良いから」

　肩に担がれたまま喚わめくアメノウズメ様。

　それを窘たしなめるサルタヒコ様は慣れているのか冷静です。

「そんなに脱ぎたいなら俺が見ててやる。……二人っきりでな」

「……もう。やだ、あなたったら」

　そしてその体勢のまま去って行くバカップル。

　夫婦仲が良さそうで何よりです。

「……リア充爆発しろ」

　そして日本最高神から放たれる呪じゆ詛そ。

　その後日本全国でリア充が爆発したりしましたが、死傷者はおろか怪け我が人にんもでなかったので朝刊をにぎわせた後忘れられていきました。

　今日も日本は平和です。













　竜王山。

　メルディア王国の北部に位置するその山は、貴き重ちような鉱石が多く取れるために重要な財源となっている。

　しかし山にはその名の通りドラゴンが住んでおり、徘はい徊かいするモンスターもドラゴンの気にあてられたためか他の地域よりも強力なものが多い。

　それでもモンスターの少ないふもとには町があり、それなりに栄えてはいるのだが。

　その町から王都へと通じる道で、王国の女騎士であるグレイスは窮きゆう地ちに陥おちいっていた。




「ック！　また空に逃げられた」

　悔しげに顔を歪ゆがめるグレイス。その視線の先には、空を舞うドラゴンの姿があった。

　山の主である竜王の配下の一体。そのドラゴンにグレイスは襲おそわれているのだ。

「……もう良い。逃げてくれグレイス」

「殿下？　隠れていてくださいと言ったはずです！」

　かけられた声に振り向けば、そこには主あるじであるハインツ王子が居た。

　女たちが誉ほめそやす美び貌ぼうを恐怖に染めながら、それでも屈くつしてなるかと決意を固めた姿で。

「私の足ではあれからは逃げられない。だが君なら可能だろう」

「何を馬鹿な。主を捨てて逃げる騎士など居りましょうか。仮に逃げ延びても、騎士としては死んだも同然。殿下は私に死ねとおっしゃるのですか！」

「ああ死んでくれ。騎士として死に、女として生きよ。……惚ほれた男が居るんだろう？」

　空を飛ぶドラゴンなど忘れたように微笑ほほえんで言うハインツ王子。

　その姿に、グレイスは息を飲み言葉を失った。

「……殿下？」

「すまないグレイス。乳ち兄きよう妹だいとはいえ、君を騎士として側に縛り続けたのは私の我わが儘ままだ。思いを告げることもできずに、それでも手放したくないと駄だ々だをこねた。だがどうやらそれも終わりのようだ。死を前にして、ようやく立場を捨て一人の男として立つ覚悟ができた」

「……」

　言葉を失うグレイス。そんなグレイスを安心させるように笑うと、ハインツ王子はその手から剣を取り上げた。

「さあ、行ってくれグレイス。私でもアレを相手に足止めくらいはできるだろう。……君を愛した男のため、君が愛した男のために、生きてくれ」

「……殿下」

　そう言うとハインツ王子はグレイスに背を向け悠ゆう然ぜんと歩き出す。

　空の支配者であるかのように振舞うドラゴンへと向かって。

「……殿下」

　呆ぼう然ぜんと、グレイスはそれを見送る事しかできない。

　幼い頃から臣下として共に在った。

　お転てん婆ばな自分を、いつも仕方ないなと苦笑しながら見ていてくれた。

　恋心など無い。それでも。

　グレイスにとってハインツは兄のように大切な人なのだ。

「殿下。……殿下────ッ！」




「あら？　グレイスじゃない。こんなところで奇き遇ぐうねぇ」

「……は？」

　突然声をかけられて振り向けば、そこには相変わらず窮きゆう屈くつそうに服を着たオネエが居ました。

　何かの依頼の帰りなのか、重そうな皮袋を背負っています。

「ゆ、ゆ、ゆ、ユキ殿？　何故ここに？」

「何故って、竜王山は冒険者御ご用よう達たしの稼かせぎスポットじゃない。でも本当にモンスターが強いわね。バジリスクと遭そう遇ぐうして下半身が石になったときはちょっと焦あせったわ」

　どうやらオネエは下半身が石になってもちょっとしか焦らないようです。

　どうやって石化を解いたのかと聞けば「気合で」と答えるでしょう。

　オネエの熱いパトスの前では全てのモノが無力なのです。

「グレイスこそどうして……あら、いい男」

「!?」

　ドラゴンに立ち向かうハインツ王子の姿を認め、オネエがうっとりとしグレイスは二重の意味で焦ります。

　ただでさえドラゴンにロックオンされているのに、オネエにもロックオンされたのです。

　今ここで生き延びてもハインツ王子に明日はあるのでしょうか（性的な意味で）。

「って殿下！」

　オネエと暢のん気きに話している間に、ドラゴンがハインツ王子目がけて急降下していました。

　ハインツ王子も剣の心得があるとはいえ、ただですむはずがありません。

「ユキ殿！　殿下を……？」

　助けてと言おうと振り向けば、オネエはその辺で拾った石を片手に、背を向けて奇妙なポーズをとっていました。

「のーもー、ひ○ーお！」

　そして謎なぞのかけ声と共に体を反転させ投とう擲てき。

　いわゆるトルネード投法ですが、異世界人に分かるはずがありません。

　というか日本人でも若い人は分からないでしょう。オネエの歳がばれかねません。

「って石なんかで……」

『ギシャアアァアァァッ！』

「え────ッ!?」

　グレイスの懸け念ねんを嘲あざ笑わらうように、石はドラゴンの頭部に命中し空気をひきさくような悲鳴が響き渡ります。

　石を馬鹿にしてはいけません。

　地球では投石で巨人を殺した人もいますし、オネエの同類であるクー・フーリンさんも投石でたくさん戦果をあげていたりします。

　殺傷能力が高く、遠えん距きよ離り攻こう撃げきが可能で、補給も容よう易い。石は神が人間に与えた万能兵器なのです。

「あら？　一発でおねむかしら。だらしないわね」

「……」

　ドラゴンが地に落ちて動かないのを見て、オネエは手の中で石を弄もてあそびながらつまらなそうに言います。

　強いとは思っていましたが、まさかドラゴンを倒すほどとは思っていなかったグレイスは絶句しています。

　ちなみにドラゴンを単独で倒すというのは「竜殺し」として歴史に名が残るほどの偉い業ぎようです。

　異世界の歴史にオネエの名が刻まれることが決定した瞬間でした。

「こ、これは一体？」

「っ、殿下！」

　何はともあれ。ハインツ王子が無事だったのでグレイスは慌あわてて駆け寄ります。

「グレイス……どうやら私は死に損なったらしい。……その者が助けてくれたのか？」

「は、はい。彼は冒険者の……」

「お初にお目にかかります。ユウキ・コクショウと申します」

「……はい？」

　片かた膝ひざをつき騎士のように名乗ったオネエに、グレイスが目を丸くします。

　仮にも日本人なオネエです。偉えらい人相手に礼を失するような真ま似ねをするはずがありません。

　しかし普段のオネエしか知らないグレイスからすれば、異常事態でしかありません。

　男らしいオネエにちょっと惚れ直したのは内ない緒しよです。

「コクショウ殿……聞かない家名だな」

「生地は遙はるか遠き異郷の地故ゆえ、聞きなれぬのも当然でありましょう」

「異郷の……なるほどそなたが」

　そう呟くとハインツ王子は意味ありげな視線をグレイスに向けます。

　バレタ。色んな意味でピンチです。

「コクショウ殿。ドラゴンを倒した手腕、見事であった。ぶしつけではあるが、騎士として私に仕えてはくれないか？」

　唐突に墓穴を掘り始めるハインツ王子。背後でグレイスが焦りまくって愉ゆ快かいな踊りを踊っています。

（い、いや待て。ユキ殿は騎士に興味は無いはず）

　何せグレイスが何度勧誘しても靡なびかなかったほどです。

　本人も堅苦しいことは苦手だと言っていましたし、断るに違いありません。

「……謹つつしんでお受けいたします」

（何故に!?）

　内心で絶叫するグレイスですが、男二人はさっさと話を進めてしまいます。

　グレイスの剣で簡易の騎士叙じよ任にんをすませる王子とオネエ。

　オネエも黙っていればいい男なので実に様さまになっています。

「ユキ殿。どうして？」

「……最近グレイス以外からも国に仕えるように言われまくってたのよ。挙あげ句くに王子様直々に誘われてきっぱり断れるほど、私は図太くないわよ」

　どうやら色んな意味で危険なオネエを、国はどうにか傘さん下かに収めたかったようです。

　のらりくらりとかわしていたものの、そろそろ潮時かなと思い始めたところで王子直々の勧誘。

　理不尽なほどに強くても、根は意外に常識人なオネエは断りきれなかったようです。

「心配しなくても、王子様に手を出したりしないわよ」

「そ、そうか」

　そんなオネエですから、一夜の恋の相手に王子様を選ぶはずがありません。

　それを聞いてグレイスはほっと安あん堵どの息をつきます。

「……まあ王子様は無理でも、他の騎士とかにもいい男が多そうだし」

　その呟きがグレイスに聞こえなかったのは、果たして幸運なのでしょうかそれとも不運なのでしょうか。

　今日も異世界は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






「……ドラゴン倒しちゃったね」

「……倒してしまいましたね」

　一方の高天原たかまがはら。

　アマテラス様とツクヨミ様は、久しぶりにオネエの様子を見てみたら、人類の限界を突破していたので唖あ然ぜんとしています。

「……実は竜もどきのトカゲだったとか？」

「いえ、正しよう真しん正しよう銘めいの竜種です」

　竜種というのは場所によっては神として崇あがめられ、巨人と並び神の領域を侵おかし得る最強の種族なのです。

　そんなドラゴンを投石一発。

　もう地上にオネエと並び得る存在は居ないのではないでしょうか。

「……スサノオに教えたら喜んで喧けん嘩か売りにいきそう」

「異世界が更地になるのでやめてください」

　もはや扱いが怪獣なオネエ。

　今日も高天原は平和です。





















　迷いの森。

　ちょっと人がうっかり行方ゆくえ不明になっただけで名付けられそうな名前です。

　しかし中にはガチで磁石がきかなかったり、人間の感覚が狂うものもあるので注意が必要です。

　そんな迷いの森の中に一人の少女が居ます。

「……ここは誰？　私はどこ？」

　お約束なボケをかますあたり、まだまだ余裕があるようです。

　少女の名は明石あかしアスカ。花の女子高生です。

　いつものように学校から帰宅しようとしたら突然森の中に放り込まれ、絶ぜつ賛さん迷子中です。

「うーん、植生は日本とそんなに変わらないみたいだけど……あ、ゼンマイ。コゴミないかなコゴミ」

　だというのに、アスカさんは暢のん気きに周囲を観察しながら食べ物を探しています。

　帰りにコンビニでもらった袋には既にセリやらワラビやらがわさっと。

　現代女子高生にあるまじき逞たくましさです。

「異世界でさまよう少女を助けるためにサルタヒコ見参！」

「ぎゃあ!?」

「やあ。アマテラス様の命により君を導みちびきに来たぞ」

　そんな明石さんの目の前に突然白装束の男が現れます。

　アスカさんのはしたない悲鳴はスルーされました。

　サルタヒコ様は紳しん士しなのです。

「さ、サルタヒコ……様？　え、神様が来たってことは、本当に異世界？」

「ああ。本来ならおいそれと異世界に干渉してはいけないのだが、アマテラス様がこの地の管かん轄かつの神と交渉し俺の派は遣けんが認められた。安全が確保されるまでは、俺が君を守しゆ護ごする」

　ちなみにこの地域で信仰されている神は、地球でいうところのギリシャの神々です。

　地球では信仰が薄れているギリシャの神ですが、こちらでは現役で信仰対象なのでブイブイ言わせています。

　そのせいか調子に乗ったゼウス様がアマテラス様にセクハラ発言をかまし、奥さんにどつき回された末、何故か野や球きゆう拳けんで勝負する事になりました。

　日本代表は脱ぐことに定評のあるアメノウズメ様でしたが、逆法則が発動しストレートで対戦相手のアレス様を全裸にしてしまいます。

　何気に美形なアレス様の全裸に女神様たち（一部男神）が歓声をあげたため、試合に勝って勝負に負けた気分のアメノウズメ様でした。

「まあアメノトリフネに乗った気でいてくれ。道案内は得意だからな」

「えーと、天てん孫そん降こう臨りんの時に天津神たちを導いたんでしたっけ？　その時会ったアメノウズメ様と結婚したんですよね」

「おお。若いのによく知っているな」

　ちなみに二人の出会いは「何だおまえはー！」とアメノウズメ様が脱ぎながら誰何すいかしたのに対し「怪しいものではなーい！」とサルタヒコ様が脱ぎながら返したのが始まりです。

　素敵な馴なれ初そめですね。

「とりあえず森を抜けると村がある。まずはそこを目指そう」

「分かりました。……あ、シイタケ生えてるシイタケ！」

「何だと！　おお、何と立派な……！」

　道案内されながらも山の幸さちを探し出すアスカさんと、つられて夢中になるサルタヒコ様。

　日本人は食い意地がはってるから仕方ありません。

　普段イエスマンな日本が、マグロの輸入禁止と聞いた瞬間撤てつ回かいさせるまでぶちギレたのだから相当です。

　結局寄り道をしながらも村にたどり着いたアスカさんとサルタヒコ様でしたが、何かアスカさんが農業にはまってしまいます。

　そしてお約束の農業改革を果たしてしまい、村のじっちゃんばっちゃんに豊ほう穣じようの女神デメテル様のお使いじゃと拝おがまれるようになるのでした。

　今日も異世界は平和です。




「ただいま戻りました」

「あ、おかえりサルタヒコ。ご苦労様」

「いえ。しかし良かったので？　召しよう喚かん者しやのところまであの子を送らなくて」

「え？　何でそんなことしなくちゃいけないの？」

　日本人へのフォローができれば異世界人の都つ合ごうなんざ関係ねぇ。

　アマテラス様は清々しいほどにブレませんでした。

「そもそもあんな森の中に召喚する方が悪い。まあ、あれだけデメテルさんの加か護ご全開ならすぐに発見されるんじゃない？」

「姉上。あの少女に加護を与えたのはアテナです」

「……」

　アテナというのはデメテル様と同じオリュンポスの神であり、知恵や工芸の他に戦いを象徴する女神様です。

　主な戦果としてシチリア島（四国の一・四倍）を投げつけて巨人を殺したりしています。

　さすが神様。オネエとは投石のレベルが違います。

「……シイタケ持って帰ったけど食べますか？」

「わー、食べる食べるー」

　サルタヒコ様の採取したシイタケに夢中なアマテラス様。

　どうやら二人は一連の会話を無かったことにしたようです。

　今日も高天原は平和です。













　国会中継。

　政治に強い興味がある一部の人しか見そうにない番組ですが、最近は地味に視聴率が上がっています。

　原因は異世界人。

　稀まれに召しよう喚かん返がえしによって現れる彼らをいち早く見るために、興味もない会議を見る人が微増したのです。

「えー、それでは異世界召喚に関する報告なのですが……こちらの手紙をご覧ください」

　そして最近定例化した総理による異世界召喚報告。

　どうせ大した進展無いんだろと油ゆ断だんしていた議員たちに、総理からサプライズがかまされます。

　──今日のお昼頃に召喚返しするねbyアマテラス

『……』

　沈黙に包まれる国会。

　つっこみどころが多すぎて、最近つっこみのお兄さんと国民に周知されている若手議員もつっこめません。

「今朝私の自宅のポストにシイタケと一緒に入っていました」

　──何故シイタケ。

　議員たちの心がシンクロしました。

「って、昼頃っていつですか！」

　再起動した若手議員のつっこみ。

　頑がん張ばれ。この世界の常識は君の双肩にかかっている。

「さあ？」

　対する安定の総理。

　投げやりなようでいて余裕たっぷりなその姿勢に支持率うなぎ登りです。

「まあ来るときは来ますから落ち着いて……」

「ふむ。ここが異世界か」

　落ち着き払った総理の声に、同じくらい落ち着き払った女性の声が重なります。

『……』

　いつも通り、いつの間にか議会のど真ん中に一人の女性が居ました。

「むぅ、人間ばかりだな。なるほどアマテラス様の言っていた通りだ」

　神妙な顔をしているのは、黒い肌に長い銀髪を靡なびかせる長身の女性です。

　日本人から見ても美しい女性でしたが、その顔の横についた長い耳に議員たちの視線が集中します。

　──エルフキタ────────!!

　某実況掲示板や某ＳＮＳが異様に重くなりましたが、辛かろうじて落ちませんでした。

　さすがは幾度もの滅びの呪文（再放送）に耐えてきたサーバーです。

「……ようこそ日本へ。私は内閣総理大臣を務めております安あ達だちと申します」

「うむ。わしはイルイの森に住むエルフたちの長老で名をリィンベルという」

　何か外見に似合わない役職が飛び出しましたが、紳しん士しな安達くんはスルーです。

　女性の歳に言及してはいけないのは世界を越えた理ことわりなのです。

「内閣総理大臣というのは長老のようなものか？」

「いえ、どちらかというと村長です。長老はあちらの議長ですな」

「……なるほど。味のある老い方をしている」

　リィンベルさんの評価に議長は「ふぉっふぉっふぉっ」と謎なぞの笑みです。

　確かにその曲くせ者ものっぷりは味があるにも程があります。

「先ほどアマテラス様とおっしゃっていましたが、事情は認識しているということで？」

「うむ。事情説明ついでに言伝を頼まれたのだが、わしの世界に召喚された少女は元気だそうだ。田舎いなかの農村に辿たどり着つき、農業ライフを満まん喫きつしているとか」

　異世界召喚された日本人の安否を聞き議員たちの間に安あん堵どの空気が流れます。

「その件については本当に申し訳ない」

　しかしそんな空気を冷ますようにリィンベルさんがいきなり深々と頭を下げました。

　──またか。

　いい加か減げん議員たちも悟りました。

「わしらは見ての通りダークエルフでな。五百年ほど前に人間との争いに負け森の奥深くへとおわれたのだ。まあ所しよ詮せん縄なわ張ばり争いと当事者のわしらは納なつ得とくしていたのだが……」

　さらりとリィンベルさんの歳が五百歳以上だと確定しました。

　しかし空気が読める日本人な議員たちはスルーです。

「最近になって百年も生きておらん若造どもが『復ふく讐しゆうだ』と騒ぎだしてな。しかし情けないことに自分たちだけでは勝てそうにないと異世界召喚なぞやらかしおって。なのに召喚したは良いが見失い、かといって森の外に探しにいく度胸も無いときた」

　どうやらダークエルフの若者たちは威勢の良いヘタレなようです。

　長老なリィンベルさんの苦労が偲しのばれます。

「そこに神木に宿る精霊を通じてアマテラス様よりこちらの冥界の神が怒っていると聞いてな。一人代わりにこちらへ行かねばならぬと聞き、長老なんぞやってられ……長老として責任をとるためにわしが応じたわけだ」

　何か本音が聞こえた気がしましたが空気が読める議員たちはスルーしました。

　というか自分たちも厄やつ介かい事ごとは総理に押し付けているので何も言えません。

　今日も日本は平和です。




「あの人エルフだけあって信心深いね。供く物もつだって野菜とか果物たくさんくれたよー」

　一方高天原たかまがはら。

　リィンベルさんからもらったお供えにアマテラス様が満面の笑みです。

　どうやらリィンベルさんは元々精霊と親しいエルフだけあり、自然現象への敬意や畏い怖ふが根本にある日本の神々への信仰にすぐ馴な染じんだようです。

　何かアマテラス様が、信仰されたことより食べ物をもらった事を喜んでいるように見えるのは気のせいです。

「しかし姉上。あのエルフはハイエルフよりさらに上位の、場所によっては王族にあたるエルフですよね」

「うんそうだよ」

「……王族エルフはハイエルフよりさらに寿命が長く、不老不死に近いですよね」

「うん？」

　ツクヨミ様の質問に、それがどうしたのかとアマテラス様は首を傾かしげます。

「輪りん廻ねする魂たましいが減ったから異世界人を呼んでいるのに、世界が終わるまで死にそうにない魂を呼んでも良かったのですか？」

「……」

　ツクヨミ様の指摘にアマテラス様がフリーズします。

　どうやら自分が何故召喚返しを始めたのか忘れていたようです。

「……肉厚なシイタケってバターで焼いただけでも美お味いしいよね」

「……そうですね」

　そしてシイタケをほおばり現実逃とう避ひを始めるアマテラス様。

　ツクヨミ様は駄目だこの姉と思いましたが、口で言ってもどうせ治らないので生温かく見守ることにしました。

　今日も高天原は平和です。













　メルディア王国。

　隣接するガルディア王国と同じ帝国を祖とするこの国は、精せい強きような騎士団を多く抱えることで有名です。

　そんな騎士団の一つに超大型新人の入団が決まり、多くの人の注目を集めています。

「はあ、この歳で新人扱いされるなんて思わなかったわ」

　以前よりちょっとお高い酒場でチーズをつまむオネエ。

　今日は非番なので私服ですが、相変わらず筋肉で服が膨ぼう張ちようしています。

「……新人扱いは初日で終わっただろう」

　そんなオネエと卓を囲むのは、同じく非番なので髪かみを下ろし上品なお嬢じよう様さまといった装よそおいのグレイスです。

　実はオネエのためにいつもより気合いをいれてお洒落しやれをしていたりします。

　無駄な努力なのは本人が一番分かっているのでつっこんではいけません。

「だって『歓迎会だ』って言って集団で襲おそいかかってきたのよ。反撃するに決まってるじゃない」

　結果は言うまでもなく。

　竜殺しに普通の人間が束になっても敵うはずがありません。

　入団初日から団員たちに「アニキ」と慕われることになったオネエでした。

　ちなみに武器を破壊しまくるオネエのために王より宝剣が授与されましたが、その騒動のときに見事に折れました。

　もうこれには似たようなエピソードを持つクー・フーリンさんも笑うしかありません。

「しかしユキが団長にも気に入られて安心したぞ。あの女ひ性とも中々に癖くせのある方だからな」

「……」

「ユキ？」

　突然黙りこんだオネエに、グレイスが首を傾かしげます。

「……私あの人苦手なのよ」

「そうなのか？」

　ちなみに団長はオネエには及びませんが、人として間違ってるレベルの馬鹿力を誇ほこる女じよ傑けつです。

　オネエが現れるまで団中最強だったあたり、少なくとも生まれた性別は確実に間違っています。

「人としては好きよ？　だけどねぇ……顔から話し方から雰ふん囲い気きまで死んだ妻にそっくりなのよ」

「!?」

　グレイスに衝しよう撃げきが走ります。

　男勝りで口が悪く女を捨てているとしか言いようがない団長。

　ノーマークだった団長がまさかのオネエ争そう奪だつ戦せん（絶望）のトップに躍り出てグレイス大おお焦あせりです。

　このままでは場合によってはオネエがノーマルに戻ってしまうかもしれません。

　……あれ？　問題無くね？

「そ、その奥方はどのような人だったのだ？」

「んーそうねぇ。底抜けに明るくて、考え無しなくらい一いち途ずで、男勝りなお転てん婆ばかしら。私は私で昔はチビで痩やせてて女の子みたいだったから、性別反転コンビってよくからかわれたわね」

　どうやらオネエは妻の遺ゆい言ごん（呪じゆ詛そ）を受ける前からオネエの素質はあったようです。

　むしろ奥さんの存在がそれを加速させていたのは気のせいでしょうか。

「腕っぷしも強くて、成人するまでは力じゃ勝てなかったわね」

「なるほど。それは確かに団長の同類だな」

　成人＝十五歳だと思い納なつ得とくするグレイス。

　しかしオネエは日本人なので成人＝二十歳です。

　恐ろしい奥さんですね。

「まあこれからも適度に距離をとって……」

「なんだ？　新たな我が部下は随ずい分ぶんと冷たいな」

「……」

　いきなり背後から声をかけられオネエが固まります。

「……だ、団長？」

「おう。皆の愛いとしい団長様だぞ」

　そこに居たのは赤い髪を結い上げた長身の女性。

　美人といえる顔立ちですが、その顔が髪に負けないくらい赤くなっています。

「団長……酔ってるわね」

「酒場で酔わずにどこで酔えってんだ」

　ムハーっと酒臭い息を吐きながらオネエに後ろからもたれかかる団長。

　女の魅力ＺＥＲＯですが、どうやら本当に奥さんに似ているらしくオネエは動どう揺ようしています。

「ちょっと団長！　離れなさい、はしたない！」

「アッハッハ、はしたないか。固いことを言うなよ女じゃあるまいに」

「心はいつでも乙女なのぉッ？」

　オネエの抗こう議ぎは途中で遮さえぎられました。

　……団長の唇くちびるによって。

「あー、団長は酔うと誰だれ彼かれ構わず口付けをしてまわってな」

　遅すぎる忠告をするグレイス。

　どうやら本当に日常茶飯事なことらしく、想い人の唇が奪うばわれたというのに冷静です。

「……ひ」

「ひ？」

「酷い！　酷いわ！　マコト以外の女に許したことなんて無かったのにぃッ！」

「ユキ！」

　団長を引ひき剝はがし全力で逃亡するオネエ。

　目元にはキラリと光る涙が。どうやらオネエの乙女心は甚じん大だいなダメージを負ったようです。

　ちなみにオネエが走り去る際に酒場の壁かべに人型の穴が空きましたが、こういうのは何故か翌日には直っているので問題ありません。

「アッハッハ。でかい図体して生き娘むすめみたいなやつだな」

「……」

　一方オネエを泣かしておいて愉ゆ快かいそうに笑っている団長。

　はからずも、国すら扱いに困るオネエを支配下に置く女が誕生した瞬間でした。




「……ねえツクヨミ。あの人回収した方が良くない？」

　一方高天原たかまがはら。

　日々成長を続けるオネエに危機感を覚えたアマテラス様が、今まで控えていた最終手段を行使するか悩んでいます。

「何故今さら？」

「だっておかしいもんあの人！　このまま強くなって無茶されたら世界のバランスが！」

「スサノオよりはマシでしょう」

「……スサノオよりはマシだけど」

　冷めた口調でいうツクヨミ様につられて静かに答えるアマテラス様。

　姉兄にここまで言われるスサノオ様が可か哀わい想そうに思えますが、かつてやらかしまくった事を考えると当然なので仕方ありません。

「って、そういう問題じゃなくて!?」

「姉上。仮にアレを回収するとしましょう。その後日本にアレを解き放つおつもりですか？」

「……」

　何も言えずに黙り込むアマテラス様。

　一石二鳥どころか一石二竜を体現するオネエです。

　現代日本で平穏に生きてくれるはずがありません。

「……まいっか！　バランス崩れるの異世界でこっちじゃないし」

「そうですね」

　責任をぶん投げたアマテラス様と、姉を誘ゆう導どうしてほくそ笑むツクヨミ様。

　今日も高天原は平和です。













　日本の内閣総理大臣。

　天皇陛下を除けば日本で一番偉えらい人ですが、海外ではコロコロ変わることでも有名だったりします。

　そんなにトップがコロコロ変わって大丈夫なのかと言われそうですが、今まで大丈夫だったので多分問題ありません。

　むしろ海外でも王様の居るタイなどは、政権が腐くさると軍がクーデターを起こし王様が騒ぎを治めるまでがテンプレート化して恒例行事と化していたりします。

　逞たくましいですね。

「うん。これなら」

　そんな内閣総理大臣な安あ達だちくんの家のキッチンで、朝食作りに励はげんでいる少女が居ます。

　日本はもちろん世界中を探しても他には居ないであろう水色髪がみ。異世界人なシーナさんです。

　何で王女様が安達くん家に住んでんだとか、何で朝食作ってんだとか、何で作ってるのが和食なんだとかは聞いてはいけません。

　多分本人に聞いたら胸焼けがするような答えが返ってきます。

　安達爆発しろ。

「お、今日も美う味まそうであるな」

　不意に鍋の中を覗のぞき込こんできたのは、シーナさんと同じく異世界人なグライオスさんです。

　彼もまた安達くん家に居い候そうろうしています。むしろ安達くんとマブダチなので休日もよく一緒に居ます。

　最近のマイブームは将しよう棋ぎと三国志です。某無双なゲームにも手を出すあたり異世界ライフを全力で満まん喫きつしています。

「んー、良いにおいじゃの」

　続いて現れたのは、銀髪ダークエルフなリィンベルさんです。

　森に住んでなくて良いのかエルフとつっこまれそうですが、実際つっこまれて「じゃあ、わしエルフ辞やめる」という謎なぞの開き直りを見せていたりします。

　ダークエルフがエルフを辞めたらただのダークです。もう意味が分かりません。

　ちなみにエルフは基本的にベジタリアンなので、最近の安達家の味み噌そ汁しるは昆こ布ぶ出だ汁しだったりします。

　実は昆布は日本人以外には馴な染じみが薄く味がよく分からなかったりするので、昆布と一緒にシイタケでも出汁を取るのがポイントです。

　噓うそじゃありません。本当にシイタケで出汁が取れるんです。

　決して作者がシイタケを推おしているわけではありません。

「ふわぁ……おはようございます」

　あくびをかみ殺しながら現れたのは、召しよう喚かん師し見習いなエルテさん。

　眠そうなのは勉強に忙しいからです。他の異世界人とは違いエルテさんは十四歳なので、中学校という義務教育から逃げられなかったのです。

　言語翻訳の加か護ごのおかげで国語や英語は大丈夫ですが、歴史や地理などの社会科科目で日々悲鳴をあげています。

　ちなみにエルテさんには姓が無かったので、安達くんの姓をもらって安達エルテと名乗っています。

　そのせいで安達くんの養女になったと勘違いされていますが、別に縁組はしていません。

　寝ぼけたときに安達くんをうっかり「お父さん」と呼んだのは内ない緒しよです。

「おはようございます。もうすぐ朝ごはんできますからね」

　そして着々と安達家のお母さんポジションを築き上げていくシーナさん。

　清せい楚そ系と見せかけて侵食系肉食女子なシーナさんなのでした。
















　　　　　◆　◆　◆






「……泥臭いな」

「……そうだな」

　そう言って森の開けた場所で煙草たばこを吸っているのは、自衛隊に入隊した異世界の騎士たちです。

　言葉の通り、着ている迷彩服はもちろん顔にまで泥が散ってこびりついています。

「まさか地面に這はい蹲つくばるのが正道の戦い方だとはな」

「俺たちの世界なら臆おく病びよう者ものと笑われそうだが、あれを見せられてはな」

　銃弾や砲弾の飛び交う戦場では匍ほ匐ふくが基本です。

　さらに水溜り＝地面が低い場所、なので見つけたら飛び込むことが推すい奨しようされていたりします。

　皆さんも戦場に迷い込んだら勢いよく水溜りに突とつ撃げきしましょう。

「というか何だおまえのその甘ったるい臭いの煙草は？」

「支し援えんに来ていた女性隊員に勧められた。これはこれで美味いぞ」

「どこがだ。ええい、煙をこちらに流すな！」

　今騎士たちが居るのは、自衛隊の戦闘訓練場です。

　自衛隊は全国の山の中などに訓練場を保有しており、雨が降ろうが雪が降ろうがおかまいなしに走り回ったり撃ちまくったり穴掘りまくったりしています。

　ちなみに場合によっては総重量二十キログラムを余裕で越える装備と荷物を背負い数十キロメートルを踏とう破はし、その後休みも無しに敵陣に向かって全力疾走で突撃をかましたりしています。

　こいつら人間じゃねえ。

「しかしもうすぐ教育も終わりか。短いが濃かったな」

「戦い方が我々の世界とはまるで違うからな。……しかしならば総司令官殿のあの剣の腕は何だ？」

「安達総理の剣術は趣味らしいぞ」

「……そうか。趣味に負けたのか俺たちは」

　騎士たちの背中が煤すすけていますが、安達くんは日本人の中でもかなりおかしい人なので気にしてはいけません。

　万が一安達くんが異世界に召喚されたら、間違いなく建国してしまいます。

「そろそろ休きゆう憩けいが終わるな。ほら煙草を消せ」

「もうか。次は何をするんだったか」

「防御用の穴を掘るそうだ。人が隠れられるサイズのものを一人ノルマは三つ」

「うわあ、きつそうだな」

　うんざりとした様子で休憩を終える騎士たち。

　しかし「きつそう」で終わるあたり、確実に自衛隊に染まり始めている騎士たちなのでした。

　今日も日本は平和です。













　国会。

　一口に国会と言っても通常国会とか臨時国会とか色々あるのですが、詳しく説明するのはめんどくさいのでウィキペディアでも参照してください。

　たまにウィキペディアとアンサイクロペディアを間違える人が居ますが、このお話自体がアンサイクロペディアみたいなものなので、間違えても問題ありません。

「総理。やはりリィンベルさんは国で保ほ護ごすべきではないでしょうか」

　唐突にそんな提案をしてきたのは、野党の中でも弱小なところの党首です。

　確かにリィンベルさんはダークエルフ、こちらの世界には存在しない種族です。

　保護すべきという意見には説得力があります。

「内閣総理大臣安あ達だちくん」

「はい。確かにリィンベルさんに限らず異世界から来た方には危険が予想されます。そのことを鑑かんがみて護ご衛えいをつけていたのですが……」

　言いい淀よどむ総理を見て野党党首が内心でほくそ笑みます。

　言い方からして護衛が役に立たない事案が発生したに違いありません。

　それを聞き出したら、あとは無責任に他人の責任を追及するだけの簡単なお仕事です。

「グライオスさんを襲おそった暴漢はプロレス技の実験台にされ、リィンベルさんを拐さらおうとした工作員は幻術をかけられ最寄りの派出所に出頭し、エルテさんに近付いた身元不明の男はオオアリクイにじゃれつかれて重傷を負いました」

『……』

　総理の報告に国会が静まり返ります。

　確かに護衛は役に立っていませんが、役に立たないベクトルが斜め上でした。

　責任追及しようにも何を追及したらいいのか分かりません。

　ちなみにシーナさんを拐おうとした勢力も居ましたが、偶然居合わせた安達くんに返り討ちにあいました。

　結果シーナさんが惚ほれ直なおし安達爆発しろ状態ですが、アマテラス様のリア充爆破すら謎なぞ回かい避ひした安達くんなので人間の呪じゆ詛そではまず爆発しません。

「えー、それでは……」

「……フフフ」

　会議を続けようとしたところに、不気味な笑い声が響き渡ります。

「召しよう喚かん返しなどという小こ賢ざかしい策を用いる故に介入してみたが、何と弱き者たちばかりか」

　いつの間にか国会の中心に黒い衣装を纏まとった男が立っていました。

　美しい顔は青白く、口からのぞくのは針のように長い歯。

　どう見てもまともな人間ではなく、議員たちの間に緊きん張ちようが走ります。

「ククッ、恐いか人間ども。我が名はグラウゼ。魔界の三軍の一つを率ひきい、鮮血の名を冠する公こう爵しやくなり！　さあ、愚ぐ行こうの代だい償しようを払うがいい！」

「はい、ちょっと通りますよー」

「ギャーッ！」

　──なんぞ？

　魔界の公爵とやらが見得をきったと思ったら、不意に白装束の少女が現れて公爵が悲鳴をあげ始めました。

　一瞬で変わった空気に議員たち呆ぼう然ぜんです。

「……アマテラス様」

『ええーッ!?』

　そんな中でも冷静な安達くんの言葉に議員たちが絶叫します。

　国会にまさかの主神降臨。もう全員椅い子すから降りて正座でお出迎えです。

　何人か正座した上で土ど下げ座ざしていますが信仰の証あかしです。

　決してやましい事があるわけではありません。

「あ、ごめんね。召喚返ししたら変なのが割り込んできたから、心配で確認に来たの」

「そうでしたか。お気遣い痛み入ります」

「ギャア────ッ！」

　のほほんとした空気で会話するアマテラス様と安達くん。

　その後ろでは鮮血公（変なの）がのたうち回っています。

　どうやらグラウゼさんは吸血鬼だったようです。

　いかに苦手な太陽光に耐性があっても、太陽神の前では塩をかけられたナメクジも同然です。

「んー、とりあえずこの呪いがかかった剣没ぼつ収しゆう」

「そ、それは我が公爵家に伝わる家宝！」

「あとこの首飾りも魔力がありすぎて危ない！」

「それは娘が誕生日にプレゼントしてくれたーッ！」

　プスプスと焦こげて煙をあげるグラウゼさんから、容よう赦しやなく危険物を取り上げるアマテラス様。

　何かもうグラウゼさんが可か哀わい想そうになってくる光景です。

「うん、こんなもんかな。じゃあまたねー」

　やることが終わるなりさっさと帰ってしまうアマテラス様。

　どうやらまた来るつもりのようです。何をしに来るつもりなのでしょうか。

「……グ……あぁ……」

　そして残されたのは色々剝はぎ取とられたグラウゼさん（魔界の公爵）。

　俯うつむいてるので顔は見えませんが、声からしてマジ泣きしています。

「今の内にリィンベルさんに服従の呪いでもかけてもらいましょうか」

　そしてそんなグラウゼさんに容赦なく追い討ちをかける安達くん。

　今日も日本は平和です。













　──俺たちの主神が鬼き畜ちくだった件。

「にゅわーッ！」

　某掲示板でそんなスレッドを見つけ、珍妙な声を上げるアマテラス様。

　どうやら無抵抗なグラウゼさんの身ぐるみ剝はいだのがよろしくなかったようです。

　日本人は基本的に弱者に肩入れしたくなるお人好しだから仕方ありません。

『本当に容よう赦しや無かったよなアマテラス様』

『誰だよアマテラス様は穏やかな神様だって言ったの』

『何を言う。実に穏やかな略りやく奪だつだったじゃないか』

「違うー。違うのー。あの吸血鬼本当にヤバいやつなのー」

　弁解したいアマテラス様ですが、オモイカネ様に書き込みを禁止されているのでできません。

　今のアマテラス様にできるのは、ただ悶もだえながら畳たたみの上を転がり回ることだけです。

「……何をやっておるのですかアマテラス様？」

「あ、オモイカネ」

　そんなアマテラス様を見て呆あきれる白しろ髭ひげはやしたお爺さん。

　彼は思金神オモイカネ。人々の思し慮りよや知恵を象徴する神であり、高天原たかまがはらの参さん謀ぼう的な存在です。

　ちなみにアマテラス様が引きこもった時に「宴会しようぜ！」と言い出したのも彼だったりします。

　字面だけ見るとなかなかファンキーな神様です。

「また匿とく名めい掲示板なぞ見て。こんなのは八割ネタとノリでできているのだから気にしますな」

「でもー」

「どうせ見るなら。ホレ、こういう真ま面じ目めに討論してるサイトを見なさい」

　見た目のわりに機械に強いらしく、パッと新しいサイトを開いて見せるオモイカネ様。

『あの吸血鬼は明らかに人間に敵対的でしたね。話し合いも難しそうでしたし、アマテラス様と総理の対応は正しかったのでは』

『それでも服従の制約はやりすぎでは？　奴ど隷れい契けい約やくに近いですよ』

『その辺りは契約者のリィンベルさんのさじ加か減げんでは？』

　確かにそこでは吸血鬼の生態やアマテラス様の力などについて真面目な考察が行われています。

　しかし……。

「……あれ？」

「む？」

　──アマテラス様は何故少女の姿だったのか。

『古事記や日本書紀にそんな記述ありませんよね？』

『何故も何も実際ああいうお姿だったわけで』

『単に昔は成人が早かったから、アマテラス様もそれくらいの外見なのでは？』

　真面目です。真面目な考察です。

　しかしある書き込みを境に、スレッドの雰ふん囲い気きが一変します。

『日本人はロリコンだから仕方ない』

『何という説得力』

『とりあえずアマテラス様が可か愛わいいから問題ない』

『確かにアマテラス様可愛かった』

『アマテラス様萌もえー』

『萌えー』

「……真面目？」

「……」

　もうやだこの国状態な掲示板の有り様を見て、オモイカネ様をジト目で見るアマテラス様。

　そしてそんなアマテラス様から目を反らしわざとらしく口笛を吹くオモイカネ様。

　今日も高天原は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






　魔界。

　魔界などと呼ばれていますが、実際には魔族たちが住む大陸です。

　そんな魔界に、最近新しい魔王が誕生しました。

「……」

　気け怠だるげに黄金のあしらわれた玉座に腰かける女性。

　髪かみは血のように赤く、耳の上には黒い牛のような角。

　ただ座っているだけだというのに周囲には魔力が満ち、魔王と呼ばれるに相応ふさわしい圧力を放っています。

　そんな魔王のもとに部下であるデュラハンが駆け寄ってきます。

「魔王様！　勇者が城に侵入しました」

「なんでやねんッ！」

　つっこみです。しかも関西弁です。

　さすが本場。空を切る裏拳の美しさは一種の芸術とすら言えます。

　そう、こんな姿をしていますが、魔王様は日本人です。

　新しい魔王を呼び出そうとした所に何故か召しよう喚かんされ、そのままなし崩し的に魔王に就任しています。

　さすがノーと言えない日本人です。

「言うたやん！　私人間と争うな言うたやん！　やのに何で勇者が来るん！」

「ほんの数ヶ月前まで戦争してましたから、こちらの停戦を信じなかったのでは？」

「あかんやん！　何のための調印やったねん！」

　頭を抱えてうねうねと謎なぞの円運動をする魔王様。

　先程までの威厳は実家に帰りました。これではただの愉ゆ快かいな姉さんです。

「ここは私が相手を……」

「敵対すんな言うとるやろがこの脳筋！」

　魔王様にはたかれて地面に頭が刺さる一つ目巨人なサイクロプスさん。

　さすが魔王様。つっこみの威力も必殺です。

「ああもう、なるべく刺激せんようにここまで連れてきて。ほんま勘弁してやぁ……」

　少し涙目になりながらケルベロスに抱きついて顔を埋める魔王様。一方のケルベロスは凄すごい勢いでもふもふされて迷めい惑わくそうです。

　地じ獄ごくの番犬も、魔王様にとってはただの大きいワンコだから仕方ありません。

「連れてこいと言われても……おい、今勇者はどうなってる」

「魔王様考案の『トラップの中心にあるあからさまな宝箱を開けたら中身が檜ひのきの棒ぼう作戦』に引っかかって項うな垂だれてます」

「……もう駄目かもしれんな」

　その後勇者と魔王は対面しましたが、魔王様の泣き落としからの逆ギレに勇者が翻ほん弄ろうされ、何とか戦争は回かい避ひされました。

　今日も魔界は平和です。













　魔王の居城である魔王城。

　魔王様の趣味のトラップで正面玄げん関かんが使えなかったり、中庭に魔王様が趣味で家庭菜園始めちゃってるその城に、魔族の幹部たちが集まっています。

　その理由は──

「では、これより『第八回どうやったら人間と仲良くなれるか会議』を始めます」

　──なんでやねん。

　魔王様のお言葉に、集まった魔族たちが内心でつっこみをいれました。

　口には出しません。出したら関西人な魔王様によるつっこみ返しが来るからです。

　年季の入った魔王様のつっこみは必殺なので、いくら魔族でもくらったらただではすみません。

「……何でだ？」

　つっこみ入りました。

　勇者です。比ひ喩ゆではなく本当に勇者です。

　癖くせッ毛けがいかにも勇者な勇者から実に勇者なつっこみが入りました。

「だって平和が一番やん」

　さすが日本人魔王。魔王なのに平和主義です。

　平和主義というより事なかれ主義な気もしますが、日本人は観光先で問題が発生してもクレームつけずに黙って帰っちゃうくらい事なかれなので仕方ありません。

　ちなみに海外の観光業界では、日本人は上客なのに不満があると無言で去り、二度と来なくなるので妖精さんと呼ばれていたりします。

　ファンシーですね。

「というか何故俺はこんな会議に参加させられている？」

「だって人間の意見聞きたいのに勇ちゃん以外来てくれんし」

「俺は別に会議に参加しに来たわけではないし誰が勇ちゃんだ！」

　勇者様の怒ど濤とうのつっこみ。

　まったく手ごたえが無いのに挑戦し続けるその様は正に勇者です。

「納なつ得とくいかん！　そもそも何故魔王様は人間ごときを気にかけるのですか！」

　──ちょ、おまっ!?

　空気を読めないサイクロプスさんの言葉に会議室の空気が止まります。

「……」

　対する魔王様、無言のまま笑顔。

　そしてそのまま音もなく机に飛び乗ると、座っているサイクロプスさんの頭を両手で挟みます。

「私は元人間やと何回言うたら覚えるんやこの脳筋!?」

「いだだだだだ！　割れる！　頭が割れる！」

　そのまま抱き締めるようにサイクロプスさんの頭を締め付ける魔王様。

　ある意味幸せ技です。名付けて魔王ブリーカー。

　死ねぇ！

「魔王を召しよう喚かんするのはまあ分かる。そんなぽっと出を王様にしてええんかとつっこみたいけど我が慢まんしよう。……でも何で私やねん！」

「ギニュア!?」

　魔王様が叫ぶと同時に、サイクロプスさんの頭が締め上げられて瓢ひよう簞たんみたいになりました。

　人間だったら死んでそうですが、サイクロプスさんの頭の中は筋肉なので問題ありません。

「しかも何で髪赤くなってんねん！　それはまだしも何で角生えてんねん！　牛か？　牛なんか？　なら胸も牛並みになれやコラァッ！」












「……」

　魔王様の怒りが明後日あさつての方向に向かい、サイクロプスさんが動かなくなっています。

　大丈夫。痙けい攣れんしてるからまだ死んでません。多分。

「あら、魔王様の慎つつましい胸も素敵よ？」

「黙れ百ゆ合り吸血鬼」

　幹部の一人である吸血鬼ミラーカさんのフォローをぶったぎる魔王様。

　吸血鬼の標的は美女と相場が決まっているので百合なのは仕方ありません。

　魔王様が女の子を殴なぐれないのを良いことに、何度も夜よ這ばいをかけているのは内ない緒しよです。

「まあとにかく、魔族と人間がどうすれば仲良くなれるか私は徹てつ夜やで考えた！」

「いや、今は魔王様も夜行性ですよね？」

「私と勇ちゃんが結婚すればええんやない？」

「誰かこの魔王止めろ！」

　とち狂った魔王様のお言葉に、デュラハンさんのつっこみが冴え渡ります。

　というかもう魔族にまともな人はデュラハンさんしか居ません。

　ミラーカさんの前任であるグラウゼさんの復帰に期待したいところです。

　そしてある意味プロポーズされた勇者様は……。

「……すまない」

　真顔です。マジ拒否です。もう冗談はその胸だけにしろと言わんばかりです。

「……気まずそうに断んなこのボケ殺しぃッ！」

　魔王様逃走。

　どうやら魔王からは逃げられませんが魔王は逃げられるようです。

　理不尽ですね。

「……今のはボケだったのか？」

「……その割には涙目でしたが」

「そういう事にしておいてあげなさい」

　今日も魔界は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






　一方日本は安あ達だちくんの家。

「朝じゃぞ起きろ」

「吸血鬼に朝起きろとか鬼か貴様」

　ノックも無しにドアを開け放ったリィンベルさんに、布団ふとんを全身にかぶり蝸牛かたつむり状態なグラウゼさんが胡う乱ろんな目を向けます。

「シーナが朝食を作ってくれておるのに、まさか食わんつもりか貴様？」

「食事というなら血をよこせ。できれば乙女の」

「出番じゃぞミィちゃん」

「猫の血はいらん！」

　グラウゼさんのリクエストに応えお座ざ敷しき猫ねこのミィちゃん（三毛）を呼ぶリィンベルさん。

　猫原理主義者から鬼と呼ばれかねない非道な所業です。

「くっ、こんな女に隷れい属ぞくする羽は目めになるとは。それもこれもあの忌いまわしい太陽神が！」

「そう言うでない。ほれ、アマテラス様の慈悲じゃ」

「何が……？」

　リィンベルさんが放り投げ布団の上に落ちたものを見て、グラウゼさんが絶句します。

「これは私の……！」

「『娘さんからのプレゼントは返してあげて』という嘆たん願がんが山のようにアマテラス様に届いたらしくての。この国の民とアマテラス様に感謝せいよ」

「……ふん。甘いやつらだな」

　鼻をならし悪あく態たいをつくグラウゼさん。

　しかしやはり娘からのプレゼントが戻ってきたのは嬉うれしいのか、そっと首飾りに手を伸ばし……。

「ギヒャア！」

「何じゃッ？」

　……雷にうたれたように痙攣し悲鳴をあげました。

「な、何故……？」

「何が……ああ、なるほど。アマテラス様が預かっていたうちに加か護ごが宿ったようじゃな」

「なッ!?」

　太陽神の加護。

　人間が装備したら一定時間毎ごとに体力が回復しそうですが、吸血鬼なグラウゼさんには継続ダメージにしかなりません。

　ご褒ほう美びが一転最悪の嫌がらせに早変わりです。

「……ま、負けるかー！」

　しかし娘大好きなグラウゼさん。

　首飾りをガシッと摑つかむと、勢いよく首にかけます。

「ま、負けん……ミラーカ……私はあッ……！」

「……愛じゃの」

　愛ゆえに苦しむグラウゼさんに呆れ……もとい畏い怖ふの目を向けるリィンベルさん。

　今日も日本は平和です。













「伝説の剣？」

「ああ。この王宮の地下に封印されており、選ばれし者が現れる時を待っていると言われている」

　主あるじであるハインツ王子の言葉に、オネエは見た目渋しぶく悩みつつ、内心で「胡う散さん臭くさいわあ」と疑念を持ちました。

　伝説の剣と言えばファンタジーのお約束ですが、そんな重要アイテムがこんな身近に封印されてるのはお手軽すぎます。

　ちなみにカトリックの人に「ヴァチカンの地下には伝説の武器的な聖遺物があるんだよね？」と聞いたら「あるかボケェッ！」と怒られたので注意しましょう。

　でも日本では神社や寺に伝説の剣やら英雄の武器が普通に安置されてたりするので、聞いても問題ありません。

　……納なつ得とくいかん。

「ユキならば伝説の剣の主になれるのではと私は思うのだ。そなたの手にどんな武器も馴な染じまぬのは、伝説の剣を手にするためではないのかと」

　そう王子は言いますが、実際はオネエの力がクー・フーリンさんも笑うしかないくらいぶっちぎりなだけです。

　伝説の剣を手にしても、その瞬間伝説を終えて新たな伝説が始まりかねません。

「そこまでおっしゃられるのならば、剣の選定を受けましょう」

　しかしそんな疑念は表に出さず、王子様の前なので紳しん士しとしてふるまうオネエ。

　その騎士の模範のような姿に王子様の評価がうなぎ登りです。

「本当にユキは私には勿もつ体たい無ない騎士だ。そなたがグレイスの伴はん侶りよになってくれれば、私も安心できるのだが」

　そしてうなぎ登ったせいで、王子からお見合い好きのおばちゃんのような攻撃が誘発されます。

　嫉しつ妬とを欠片かけらも見せず恋敵に想い人を勧める王子は男の中の男です。

　でも残念ながら目の前にいるのは男ではなくオネエです。

「誠に遺い憾かんながら、私は忠義の剣こそ殿下に捧ささげましたが、剣を預けるは亡き妻のみと定めております。グレイスには私のような女々しい男（オネエ）などよりも、相応ふさわしい者が居りましょう」

「というか潔いさぎよく諦あきらめてないでさっさと口く説どきなさいよヘタレ」という内心はおくびにも出さず、オネエはきっぱりと拒否します。

　オネエにとってグレイスは可か愛わいい妹分なのです。

　そのグレイスがオネエに女らしさについて駄目出しされて日々凹へこんでいるのは内ない緒しよです。

「そうか。ならば私も重ねては言うまい」

　しかしそんな内実を知らない王子の中でオネエはもはや理想の騎士と化しています。

　まったく罪作りなオネエです。




　──伝説の剣が封印された広間は竜が守しゆ護ごしており、封印を解き伝説の剣を手にしない限り生き残る術は無い。

「……まあユキには関係の無い話だったな」

　念のため同行したグレイスの目の前には、オネエに頭をぶん殴なぐられてノックアウトされた銀色の竜の姿。

　伝説の剣の使用が前提の番も、竜殺しなオネエの前ではチワワも同然です。

「それで、これが伝説の剣ね」

　オネエとグレイスが広間の奥へ行くと、祭さい壇だんのようなものの前に台座に刺さった一振りの剣がありました。

　刀身は鏡のように美しく、柄には魔力のこめられた美しい宝石があしらわれています。

　なるほど。伝説と呼ばれるに相応しい剣です。

「ふむ。本当に抜けないな」

「我わが侭ままな剣ねぇ。さて、王子様の目利き通り私に抜けるかしら……」

　グレイスが試しに抜こうとしてみましたが、剣はびくともしません。

　それを確認しオネエは剣の柄に手をかけると、全身の筋肉を膨ぼう張ちようさせ渾こん身しんの力を込めます。

「ふぬああああぁぁぁぁッ！」

　地声です。野太いです。オネエが本気モードです。

　そのあまりの男らしさにグレイスも胸を手に当て乙女モードです。

「あ……」

　そしてオネエの覚悟に応えるように小さく何かが砕ける音がして──。

「抜けた!?」

　──伝説の剣はオネエの手の中に納まりました。

　……刃先に重そうな台座がひっついたまま。

「お約束!?」

「あらやだ。ちょっと離れなさいよもう」

　足を台座にかけて引っ張るオネエですが、剣と台座が分離する気配はありません。

　どうやらオネエは剣には選ばれませんでしたが、強引に剣をぶち抜いたようです。

　意地でも台座から離れない剣から「これ以上貴様の好きになってたまるか」という執念すら感じます。

「ってまずいぞユキ！　竜が目を覚ました！」

　そしてそんなこんなしている間に、ノックアウトされていた竜が起き上がります。

　しかしオネエは伝説の剣と格闘中。グレイスは時間を稼かせごうと自分の剣を抜きますが、それも徒労に終わります。

「……え？」

　それは一瞬のことでした。

　グレイスが竜に立ち向かう刹せつ那な、オネエが飛び出し竜を一閃の下に打ち倒したのです。

　その手には伝説の剣。

　剣を振りぬいたその姿は、聖画のような美しさと荘厳さに満ちていました。

　……刃先に台座が付いていなければ。

「抜けてないし！」

「ちょっとグレイス凄すごいわよこれ！　私が全力で振りぬいても折れないし重さも良い感じだわ！」

「え？　あっ、うん。そうか。良かったなユキ」

　呆気にとられるグレイスに対し、初めてまともに扱える武器を手に入れてテンションマックスなオネエ。

　どうやらオネエには台座（リミッター）が付いた状態でようやく相応なようです。

「でも選ばれなかったからな。ちゃんと元に戻そうな」

「えー、良いじゃないこのまま持っていっても」

「やめてくれ。割と切実に」

　素手で竜を倒す騎士も騎士らしくありませんが、伝説の剣（鈍器）で戦う騎士も大たい概がいです。

　一周回って冷静になったグレイスに諭されて、オネエは渋々伝説の剣を元の場所に戻すのでした。

　今日も異世界は平和です。




　一方高天原たかまがはら。

「伝説の剣かぁ。ロマンだねえ。私もこうアマテラスの剣的なの作ろうかな」

　定期的にオネエをウォッチングしていたアマテラス様は、伝説の剣に興味津しん々しんのようです。

「作らなくてもあるでしょう。草くさ薙なぎの剣とか」

「だってあれ地味だし」

　三種の神器の一角がまさかの地味呼ばわりです。

　しかし草薙の剣は一振りで三千町（三千ヘクタール）をなぎ払ったともされるので全然地味じゃありません。

　しかも一説にはヤマトタケルさんの手から離れて勝手に薙ぎ払ったそうです。

　何それ恐い。

　ちなみに一度盗ぬすまれましたが、勝手に元の位置に戻ったり追い詰められて捨てようとしたら逆に身から離れなくなったりして、盗人を恐怖のズンドコに陥おとしいれたりしています。

　ついでにその後盗難対策のため宮中で保管していたら「はよ元の場所戻せや」と時の天皇を祟たたったりしています。

　我侭ですね。

「そうだ！　あの人異世界に行ったのに何のフォローもしてあげてなかったから、私のお手製の壊れない武器をあげれば……」

「手がつけられなくなるから止めてください」

　気まぐれでオネエにアマテラス様から武器が授けられそうになりましたが、冷静沈着百ゆ合り好きなツクヨミ様によって阻そ止しされました。

　今日も高天原は平和です。













「日本人は残業までしている割には仕事の効率が悪い」

　勤勉な日本人。そんなイメージが世界には浸しん透とうしていますが、仕事が無いのにうだうだして定時を待っていたり、仕事が無いのに同どう僚りようの残業に付き合ったりと案外ルーズな一面もあります。

　あるんです。

　あるらしいんです。

　そんなところに是非とも就職したいものです。

　しかし実際に日本人の仕事の効率が悪くても、その分努力を続けて先進国にまで発展したのは無視できない事実です。

　そしてここにもそんな勤勉な日本人が一人。

「……」

　黒くろ髪かみ眼鏡めがねないかにもできる女な雰ふん囲い気きを漂わせる女性。

　ご存知、ガルディア王国に花はな嫁よめとして召しよう喚かんされた利と根ね川がわアサヒさんです。

「……」

　無言です。無表情です。

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、相変わらずの死後とっぷり（誤変換）です。

　しかし大きな執務机の上にある書類は山になっていたりはしません。

　どうやら王様は王妃様の説得（ボディーブロー）によってやる気を取り戻したようです。

　もっとも書類が減ったのは「下らない案件はこっちに持ってこずに下で処理しろよ！」と王妃様がぶちギレた結果だったりするのですが。

「トイレのタイルが欠けたので修理の予算ください」という書類が来た時は、危うく王妃様の拳こぶしで執務机が真っ二つになるところでした。

「アサヒ。時間ができたから会いに来たぞ」

「帰れ」

　即答です。一刀両断です。

　王妃様の下を訪れたのは、金髪碧へき眼がんのいかにもなイケメンでありこの国の王様。

　つまりは王妃様の夫になるのですが、王妃様は書類を見つめたまま全身から「うぜぇ」と拒絶オーラを出しています。

「相変わらずだなアサヒは。まあそこが可か愛わいいのだが」

「死ね」

　王様の言葉に王妃様のオーラが拒絶から殺意に変わりました。

　このままでは王妃様が王様を暗殺して女王様になってしまいます。

「……王妃様。陛下に対してその言い様、あまりにも無礼では？」

　王様のお付きの騎士も思わずそう言ってしまいます。

　あまり関係ありませんが、先ほどから「しまいます」を「しまします」とミスタイプしてしまうのは何故でしょうか。

「何、問題無い。確かにアサヒは口が悪いが、ベッドの上では私の絶対王政だからな」

「死ねッ!?」

　どや顔で言い放つ王様に、王妃様が丸めた紙くずを投げつけます。

　どうやら王妃様はツンデレだったようです。突然のセクハラ発言に顔が真っ赤になっています。

「おまえ言うなよ！　そういうことは胸にしまっとけよ！」

「私の胸はアサヒへの愛で埋まってるから無理だな」

「やかましいッ！」

　胸元を摑つかみ上あげぎりぎりと絞る王妃様に笑って返す王様。

　どうやら仕事では王妃様が主導権を握っていますが、夫婦関係では完全に王様に主導権を持っていかれているようです。

　できる女と見せかけて、裏ではオタク活動に勤いそしんでいた干物系女子だったので仕方ありません。

「そうそう、今度メルディア王国から使節団が来るのだが、その中に気になる人間が居てな」

「なんだって？」

　締め上げられているのに少しも苦しそうな様子を見せない王様が、どこからか出してきた紙。

　王妃様はそれを受け取ると、どうやら使節団の人員名簿らしいそれに目を通していきます。

「……ユウキ・コクショウ？」

　そして目に留まったのは、一つだけ異質な、しかし馴な染じみのある響きの名前。

　その名前を聞いて王様も襟えり元もとを正しながら頷うなずきます。

「最近になって第一王子の直じき臣しんになった騎士でな。どこからともなく突然現れ、故郷はどことも知れぬ遠い地だと濁にごしているらしい」

「……断言はできないな」

　王様の言いたい事を理解して首を横に振る王妃様。

　つまりはこの人物が王妃様の同郷──日本人なのではないかと王様は疑っているのです。

「まあ使節団として来るなら直接聞けば分かるだろ。仮にそうだったらどうすんだ？」

「有能らしいからな。アサヒの事を出して上手くこちらに引き込めないかなと」

「……有能ならやめとけよ。向こうに恨うらまれるぞ」

　大体日本人同士だからってそこまで繋つながりを期待されても困る。

　内心でそう愚ぐ痴ちる王妃様ですが、実際に相手と対面して意気投合したあまり大騒動を起こすと誰が予想したでしょうか。

　いまのところ異世界は平和です。













　ガルディア王国とメルディア王国。

　元は一つの国だった二つの王国の歴史は古く、友好国ながらも時には敵対してきた、なかなかに複雑な背景を持っています。

　今は大陸の情勢も落ち着いており平和が続いてはいますが、いつどこに火種が燻くすぶるともしれないため、お互い定期的に使節団を派は遣けんし関係を強固なものにしています。

　そして今回はメルディアからガルディアへの使節団が派遣され、その中にはハインツ王子の腹心であるオネエも居ました。

「ふう、どうにも馬には慣れないわね」

　ガルディア王国への道中。休きゆう憩けいに入り馬から降りたオネエは、固まった関節を動かしながら呟つぶやきました。

　慣れないと言っていますが、むしろ何故馬に乗れるのかとか聞いてはいけません。

　無駄にハイスペックなオネエに不可能は無いのです。

　ちなみに馬は日本では軽車両扱いなので、免許など無しで普通に道路を走れたりします。

　ただし酒を飲んで乗ったら馬が酔ってなくても飲酒運転扱いです。皆さんも馬に乗るときは気を付けましょう。

「大丈夫かユキ。今回の使節団の目玉はユキなのだから、到着前に倒れてくれるなよ？」

「そう言われてもね」

　茶化すようなグレイスの言葉に、オネエは肩をすくめて応えます。

　その身を包むのは特注の騎士礼れい装そうであり、いつものようにパツパツになっておらず上品な魅力をオネエに与えています。

　儀礼的な腰の剣なんて飾りです。偉えらい人にも分かってるので問題ありません。

「大体何で新参の私が団長代理なのよ。団長は健在なんだから、代理なんて必要ないじゃない」

「……ユキ。団長が儀礼的な場面で黙って大人しくしてられると思うか？」

「……私が悪かったわ」

　完全に死んだ目で言われて、オネエは自分は悪くないのに何故か謝っていました。

　奥さんに似ているだけあり、その行動パターンも容よう易いに想像できるのです。頑がん張ばって大人しくしようとしても、子供のようにそわそわと落ち着きなく蠢うごめくに違いありません。

「しかしそんなところまで団長は奥方に似ているのか？」

「ええ。落ち着きがないのもそうだし、言葉遣いも団長そのままよ。貴女あなたや団長は職業柄仕方ない面もあるんでしょうけど、何であの子はあんな喋しやべり方になっちゃったのかしらねぇ」

「……」

　ため息をつくオネエにグレイスは「お前が言うな」と言いそうになりましたが、辛かろうじて飲み込みました。

　ちなみに男言葉と女言葉というのは日本語独特のもので、英語を含む外国語には男女による言葉の差というものはあまりなかったりします。

　他にも一人称が複数あり正式な一つが決まっていなかったり、次々と新しい言葉が生まれて辞書に載のっちゃったりと、かなりフリーダムな言語が日本語なのです。

　そのため日本人が英語を苦手とするのは、文法以外にもそのフリーダムな表現を英語というシンプルな型にはめられないからだという説もあったりします。

　ぼっちゃんが「I　love　you」を「月が綺き麗れいですね」と訳しちゃうのも日本語がフリーダムだから仕方ないのです。

「まあとにかく。相手方も成婚以来公の場に出てこなかったガルディアの王妃のお披ひ露ろ目めという意味もある。大丈夫だとは思うが、くれぐれも騒動は起こさないようにな」

「やあねぇ。そんな恐ろしいことしないわよ」

　グレイスの言葉を聞いて「押すなよ！　絶対に押すなよ！」という言葉が脳裏を過よぎりましたが、さすがにそこまで体を張るつもりは無いので素直に頷うなずいておくオネエでした。




　そしてガルディア王国にて。

　使節団の訪問の挨あい拶さつは滞とどこおりなく終わりました。

　王妃様とオネエも顔をあわせましたが、式典中に私的な話をできるはずもなく、お互い視線だけかわして「もしや」と思うだけです。

　式典は騒動もなく無事終わりました。

　式典は無事に終わりました。

「それで、どうだったアサヒ？」

「あんな日本人が居てたまるか！」

　王宮の廊ろう下かにて、王様と並んで歩いていた王妃様がキレ気味のつっこみを咆ほう哮こうしていました。

　感情を乗せて叫びつつも、周囲に響かない声量に抑える王妃様。さすが気遣いに定評がある日本人です。

「身長はでかすぎるにも程があるけどまあ常識の範囲内だ。でもあの太さは何だよ！　腕とか私の腰より太かったぞ！　ボディービルダーでもあんなのいねえよ！」

　常識という名の正論をふりかざしオネエ日本人説を否定する王妃様ですが、残念ながらオネエは紛まごうことなき日本人です。

　しかもその筋肉は奥さんとのどつきあいで鍛きたえ上あげられた実戦用です。ボディービルダーのような見せ筋とは違うのです。

「それは単にアサヒが細すぎるだけだと思うが」

「うるせえ。というかおまえら揃そろいも揃ってでかすぎるんだよ」

　日本人の平均身長より少し高い王妃様ですが、こちらの世界ではむしろ小柄とされる程です。

　そのため王様が突然王妃様への愛に目覚めたのは、ちんまり王妃様に殴なぐられたショックで行き場を失っていた妹萌もえが突然変異を起こした結果だと思われます。

　愛の奇跡ですね。

「ともかく……ん？」

　不意に言葉を止める王様。何事かと王妃様が視線を追えば、そこには中庭のベンチに腰かけたオネエの姿。

　隣には女騎士のグレイスも居ます。

「噂うわさをすればか。隣にいるのは同どう僚りようか。ずいぶんと仲が良さそうだな」

「彼女は第一王子のお気に入りだな。家格こそ低いが母親が王子の乳母を務めた縁もあり、最も信頼されている騎士だ」

「そんであの筋肉ダルマが最も頼りにする騎士か。第一王子の両腕ってとこか」

　次期国王の二人の腹心を観察する王妃様。

　しかしそうしている内にオネエが王様と王妃様に気付き、二人の視線が交こう錯さくします。

「……」

「……」

　お互いに無言。

　遅れて気付いたグレイスがベンチから降りて膝ひざをつきますが、それでもオネエは動かないままです。

　そう。二人は気付いたのです。

　ベンチに腰かける男と、通りがかったヒロイン。

　お互いが日本人であり、そして次に何を言うべきかを。

「ウホッ！　いい男……」

「やらないか？」

『何をだ!?』












　お約束です。

　もう大多数の人が予想していたでしょうお約束です。

　しかしそんなお約束も異世界人には通用しません。突然始まった王妃と騎士の不ふ倫りん宣言に、グレイスと王様が絶叫しています。

　こうして異世界で出会った日本人でしたが、この直後嫉しつ妬とした王様がオネエに飛びかかったり、その王様をオネエが咄とつ嗟さに取り押さえちゃったり、絡み合う二人を見て創作意欲を爆発させた王妃様が凄すごい勢いでスケッチを始めたりと、異世界の王宮の中庭を混こん沌とんの坩る堝つぼに染め上げるのでした。

　色々あったけど今日も異世界は平和です。













　国会会期延長。

　理由は様々ですが、基本は今回のように与党が「この法案通したいから延長な」というのに対し、野党が「簡単には通さへんから覚悟しいや」と応じるある意味我わが侭まま合戦です。

　審しん議ぎというのはある意味言葉の総合格闘技なのです。某国では国会中に本当に乱闘が始まったりしますが、深く考えてはいけません。

「何ともなあ、本当に国を思っているのか怪しい輩やからがおらんか？」

「集団になればそういう者も出てくるじゃろう」

　そしてそんな国会を隅っこで眺める人影が二つ。

　元皇帝なグライオスさんとダークエルフなリィンベルさんです。

　前回の吸血鬼騒動や騎士による人質籠ろう城じよう事件のこともあり、召しよう喚かん返しに備えてなるべく国会に顔を出すようにしているのです。

　別に二人が居なくても安あ達だちくんが何とかしそうですが、それはそれです。

　因みに普段の二人は異世界研究の補助やらアグレッサーやら森林保ほ護ごのアドバイザーなど色々やっています。

　老人だからといって決してニートではないのです。

「ですから、今変化を求めるのはあまりに早急過ぎると……」

「わふっ？」

『……』

　突如国会に響いた空気を漏もらすような声に、辺りが沈黙に包まれます。

「……がうっ！」

　犬でした。

　いえ、大きさといい姿といい間違いなく狼です。

　日本の中枢に、日本では絶滅したはずの狼が突如出現しました。

「がう。わおーん。ぎゃうぎゃう。わん！」

　日本語でおｋ。

　何か言葉を発しているっぽい狼に、日本人の心が一つになりました。

「む？　言葉は通じると聞いたのだが、人化していないせいか？」

　そしてその思いに応えるように、狼が姿を変え話し始めます。

　狼が姿を変えたのは、二十代前半と思われる青年でした。

　目付きはそれこそ肉食獣のように鋭く力強く、引き締まった体とあいまり隙の無い凜り々りしさを感じさせます。

　……頭頂部にもふもふな犬耳が生えていなければ。

　──犬耳キタ────！！！！

　──猫耳コネ────！！！！

　某所で犬派と猫派の聖戦が始まりましたが、物語には関係ないので割かつ愛あいします。

「俺は人狼のマカミという。アマテラス様の召喚返しに応じてやって来た」

「私は日本国の内閣総理大臣を務めております安達と申します。召喚返しということは、身近に召喚された日本人が居られたということですか？」

「まあ居ると言えば居るが」

　安達くんの問いに、口に手をあてて何やら考えるマカミさん。

　思考に合わせたようにピコピコ動く犬耳がラブリーです。でも今は関係ないので触ってはいけません。

「一ヶ月ほど前に、草原のど真ん中を着の身着のまま歩いている少女を保護してな。何でも隣国に召喚されたが、待たい遇ぐうに不満があり逃げてきたらしい。料理が上手かったので、老若男女に気に入られていたな」

　どうやら今回異世界に迷い込んだ日本人は、人狼の胃袋を摑つかんでもふもふハーレムを築いているようです。

　もふもふ好きには羨うらやましい限りです。

「ではその少女の安全は保障されていると？」

「ああ。そしてアマテラス様の言葉を群れの神官が聞いてな。この国に一人来なければならないと聞き、その権利をかけた戦いに勝ち抜き俺がこうして来た」

『はい？』

　マカミさんの言葉に議員たちが首を傾かしげます。

　何故に知り合いもいない異郷の地にこぞって来たがるのでしょうか。もしかしたらマカミさんもリィンベルさんのような苦労人で、ここではないどこかへ旅立ちたかったのでしょうか。

「……この国には『焼肉食べ放題』なる文化があると聞いた」

　──それは文化じゃない。

　若手議員を始めとした数人がつっこみそうになりましたが、空気を読んで耐えました。

「同時に『働かざる者食うべからず』とも聞いた。良い言葉だ。ならば働こう。こう見えて腕には自信がある。鼻もきくから探し物も得意だ。だから俺に『焼肉食い放題』を！」

　クール系なお兄さんかと思ったら、ただの食いしん坊さんでした。

　主張にあわせて尻尾しつぽがブンブンと勢いよく動いています。まるで餌えさを前にして待てをされたわんこのようです。

「……議長。焼肉行きましょう」

「うん。飲み放題も忘れんようにね」

　──行くのかよ！

　安達くんの言葉に素直に応じる議長とつっこむ議員たち。

　今日も日本は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






　一方高天原たかまがはら。

「わあー、やっぱり可か愛わいいなぁ狼。何で日本のは絶滅しちゃったかなぁ」

　どうやらアマテラス様ももふもふは大好きなようです。

　そんなアマテラス様をツクヨミ様が若干呆あきれた様子で見ています。

「……まあ狼は姉上の仲間みたいなものですからね。ア○公とか」

「○マ公言うな！」

　大口真神オオグチノマカミなど、日本には狼を神格化した神様も居て狼を大神と読みかえる場合もあります。

　もっとも「狼は大神」という言葉の始まりは江戸時代あたりと割と最近だったりするそうですが、細かいことを気にしてはいけません。

　しかし日本で狼が神格化されているのに対し、西洋では狼は「赤ずきんちゃん」に見られるように悪役として描かれる事が多いです。

　これは日本人が農耕民族であり狼が鹿などの害獣を狩ってくれる益獣だったのに対し、西洋では家畜を襲おそう害獣だったからだと言われています。

　人間のせいで立場をコロコロ変えられて、狼さんたちも大変ですね。

「ツクヨミ。私も焼肉行きたい」

「話を繋つなげてください」

　いきなりの話題転換にツクヨミ様も思わずつっこみます。

　マカミさんが焼肉を食べているのを見たからでしょうが、その辺りを見ていないツクヨミ様にはただの姉の理不尽です。

「焼肉なら高天原ここでもできるでしょう」

「だってうち鉄板しかないし。炭火の網で焼きたい」

「店に行くなら姉上はお酒飲めませんよ外見的に。この前も成人だと言い張って身分証の提示を求められたでしょう」

「じゃあ炭と網買ってきて」

「我侭言わないでください」

　姉の権力を振りかざすアマテラス様と、冷静に切り返すツクヨミ様。

　今日も高天原は平和です。





















　草原の広がる東大陸。

　この地には纏まとまった国家というものが少なく、殆ほとんどの民が遊牧民として部族単位で生活を営んでいます。

　そんな遊牧民の中に、人狼の一族も居ます。

　彼らは人狼の中でも温和な一派であり、他の人狼からは「狩りを忘れた犬」などと蔑さげすまれていますが、本人たちはいたって気楽にのんびり生活をしています。

　何せ狼が牧者を務めているのです。他の獣が襲おそってくるはずもありません。

「んー、こんなもんか」

　そしてそんな人狼の一族の中に、人間の少女が一人。

　彼女は水留つづみアズサ。切れ長な目と高い身長のせいで大人びて見えますが、高校生になったばかりの十五歳の少女です。

　同級生に「姉御」と呼ばれる不本意な学生生活を送っていた彼女でしたが、先日この大陸でも数少ない国の王様の花はな嫁よめとしてなんか召しよう喚かんされてしまったのです。

　幸さいわいというべきかその王様は美形でした。しかし自己紹介もそこそこにいきなりキスをしたために、見た目は大人、中身は思春期乙女なアズサさんの怒りを買い、アッパーからの空中コンボを決められて撃沈しました。

　やってしまってから「やべえ」と気付いたアズサさんはそのまま逃亡。

　流れ流れてこの人狼の一族に保ほ護ごされたのです。

「もっと野菜を使いたいんだけど、保存が少ないしなぁ。皆は不満は無いみたいだから良いけど」

　そして人狼たちに保護されたアズサさんは、ただ保護されるのも申し訳ないので色々と仕事を申し受け、今では彼らの食事を作るのが日課となっています。

　最近の悩みは食事が肉ばかりなことです。

　農耕民族な日本人は遺伝子レベルで質素な食事に慣れているので、野菜が取れないのは割と死活問題だったりします（体重的な意味で）。

　因ちなみに彼女が野菜に拘こだわるのは、栄養以外にも肉の臭みを取りたいからでもあります。

　肉の臭み取りといえばスパイスですが、ネギやシイタケなどでも臭みは取れるのです。

　噓うそじゃありません。本当にシイタケで臭みが取れるんです。

　作者はみかん王国の人間なので、決してシイタ県からの回し者ではありません。

　みかん。それは愛（さり気ないみかん推し）。

「あ！　あずさできた？　ごはんできたッ？」

「はいはい、できたから止まれ」

　鍋なべの中身が煮立ってきたことに気付き突撃してくる犬耳少女。

　アズサさんは慣れた様子で、突撃してきた少女の額ひたいを片手でバシッと受け止めると、用意していた小皿に料理をよそって差し出します。

「ほれ味見。今日は羊のすね肉を出だ汁しに煮込み鍋風にしてみた」

「ふわぁ、何これお肉がやわらかい。これなら骨ごといけそう！」

「うんそうか。別に止めないが私は無理だと先に言っておく」

　尻尾しつぽをぶんぶん振りながら感激している少女に、アズサさんは苦笑しながら言います。

　目の前の少女のように、人狼族の人たちは真っ直ぐな気性の人が多く、外見のせいでクールにふるまってきたアズサさんもかなり砕けて気楽に過ごせているようです。

「本当にあずさは料理上手いね。お嫁さんに欲しいくらいだよ！」

「はいはい。私にそっちの気けは無いからな」

　少女の言葉に手をひらひらとさせながら答えるアズサさん。しかし食事の場面で同年代の男の人狼から割と真ま面じ目めに求婚され、対応に困ってしまうのでした。

　しかしあまりに困り「悪い男に傷つけられたからそういうのは怖い」と言い訳をすると雰ふん囲い気きが一変。

　真面目な人狼の男たちは「俺たちは何て無神経なことを!?」と一転お通つ夜や状態になり、女性陣から冷たい目で見られるという珍事……もとい惨事となったのでした。

　今日も異世界は平和です。




　一方高天原たかまがはら。

　アマテラス様の「網と炭買ってこい」という我わが侭ままに屈したツクヨミ様のおかげで、突発的な焼肉祭りが始まりました。

　基本的に神様と日本人はどんちゃん騒ぎが好きなのです。祟たたり神がみもとりあえず祀まつっといてお祭りしちゃうのだから大たい概がいです。

「まさか牛肉がこんな簡単に食べられる時代が来るなんてねぇ。……マトンって美お味いしいのかな？」

「食べたことならあるはずですが。まあ美味しいですが臭みが強いですね。……スサノオ。誰も取りませんから生焼けはやめなさい」

「いや兄貴は取らねえだろうけど、姉貴が食いすぎなんだよ」

　そして仲良く網を囲むアマテラス様とツクヨミ様とスサノオ様の三貴子。

　ひたすらに食べまくるアマテラス様とスサノオ様に、焼き手に回りながらも自分の分は確保するツクヨミ様。三柱の性格が実に出ています。

「……で、何で俺はここに居るんだ？」

　呟つぶやくような声に三貴子が顔を上げれば、そこには同じ網を囲む少年の姿。

　彼は火之迦具土ヒノカグツチ。イザナギ様とイザナミ様の産んだ火の神であり、三貴子の兄にあたる神です。

　火の神である故に、産まれる際にイザナミ様に火傷やけどを負わせ死に至らせ、怒ったイザナギ様に切り殺された不ふ憫びんな神様でもあります。

　因みにカグツチ様が殺されたその時に生まれた神の一柱がタケミカヅチ様だったりします。死んだと思ったら新しく生まれたり、日本の神様は忙しいですね。

「炭の火のつきが悪いから呼んだ」

「そのためだけに呼んだのかよ！」

　悪びれず言うアマテラス様につっこむカグツチ様。

　因みに炭に火をつけるときは直接炭を火にかけるのではなく、火種となるものを炭の中に入れるのが正解です。

　間違ってもカグツチ様（火炎放射器）の出番ではありません。

「まあ良いから肉食べなよカグツチ」

「この辺あたりは食べごろですよカグツチ」

「まあ細かいことは気にすんなカグツチ」

「……それで良いのかおまえら」

　ゴーイングマイウェイな三貴子弟妹に呆あきれるカグツチ様。

　今日も高天原は平和です。













　魔法学園。

　多くの魔術師の卵たちが通うその学園は、魔術師という人種が研究者肌で個人主義な人間が多いこともあり、身分というものを感じさせない学風を持っています。

　そんな魔法学園に、悩める生徒が一人。

「……」

　寮りようの自室でボーっとしているのは、何の因果か異世界に迷い込み、何故か魔力が高かったために魔法学園に放り込まれた日本人。名前は加か賀がカガトといいます。

「……」

　そんなカガトくんですが、さきほどからベッドに腰かけたまま無言で虚空を見つめています。

　まだ若いだろうに、その姿はまるでリストラされて公園のブランコで時間を潰つぶすお父さんのようです。

「……もう嫌だ」

　仕舞いには項うな垂だれて弱音を吐き始めました。

　やばいです。もはやその姿は鬱うつを突き抜けてアイキャンフライしてしまう寸前です。

「──異世界に召しよう喚かんされて鬱々まっしぐらな困ったさんを救うため、アメノウズメ参上☆」

　そんな青年の背後のベッドに、ぼすんと音を立てながら女神さまが現れました。

　何故か横ピースサインです。セリフは旦那とほぼ同じなのに、テンションが雲うん泥でいの差です。

「……これからどうすれば」

「無視!?　無視ですか！　こんな美女が自室に現れて無反応とか、男の風上にも置けませんよ！」

　しかしカガトくんはスルー。むしろ意識してアメノウズメ様を認識の外に追いやっています。

　まあそれも仕方ありません。鬱になっているときのハイテンションほどうざいものはないのです。

　アイキャンフライの前にイエスユーキャンされても文句は言えないくらいです。

　因ちなみに美女と自称しちゃってるアメノウズメ様ですが、おかめの起源ってアメノウズメ様だよねとか言ってはいけません。

　女性の美び醜しゆうについては深くつっこんではいけないのです。

「ほらほら、悩みの一つや二つぶちまけてくださいよ。言うだけでも楽になるものですよ？」

「えー……言ってもどうにもならないと思うんですが」

　アメノウズメ様に促うながされ渋々振り返るカガトくん。人間素直が一番です。

「実は学園の女の子たちから異様にアプローチを受けてて……」

「リア充爆発しろ状態なんですね。分かります」

　因みにカガトくんはいわゆるハーレム体質なので、日本に居た頃にアマテラス様にリア充爆破された一人だったりします。

　モテる男は辛つらいですね。死ねば良いのに。

「要するに自分に惚ほれてる女の子たちの扱いに困ってるんですね」

「まあ、そうなりますけど」

「なら良い方法がありますよ！」

　相変わらず景気の悪い顔をしているカガトくん。そんなカガトくんにアメノウズメ様は無駄に輝いてる笑顔で言います。

「一発やっちまえば良いんですよ☆」

「アンタ本当に神か？」

　親指立てて言い放つアメノウズメ様に、カガトくんの常識的なつっこみが放たれます。

「恋に夢見てる小娘なんて、男女の営いとなみの現実思い知らせてやれば万事ＯＫですよ☆」

「……年下の女に恨うらみでもあるんですか？」

　徐々に黒い笑みになっていくアメノウズメ様に、いつの間にか悩みを聞く側に回っているカガトくん。

　今日も異世界は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






「ん？　マカミではないか」

「む？　リィンベルか」

　都内のとある公園。昼近い何の変へん哲てつもない日本の公園で、人狼なマカミさんとダークエルフなリィンベルさんが鉢合わせしていました。

「おぬし今日は警けい察さつの捜査に協力しているのではなかったのか？」

「昼までだ。昼からはグライオスに代わりアダチの傍そばに付くことになっている」

「なるほど。それでここに寄ったわけか」

　マカミさんが持っているバッグを見て、リィンベルさんは事情を察して頷うなずきます。

「ならばこっちに来い。最近は日差しが強くなってきておるからの。こちらのベンチなら丁度影になる」

「そうか。なら使わせてもらおう」

　リィンベルさんに誘われ、木陰のベンチに腰かけるマカミさん。

　そしてバッグから取り出したのは、青い布に包まれたお弁当箱。安あ達だち家のお母さんことシーナさんお手製のお弁当です。

　中身に期待してか、マカミさんのズボンからはみ出した尻尾しつぽが勢いよく振られています。

「作ってくれたシーナに感謝して食べるのじゃぞ」

「分かっている。『いただきます』に『ご馳ち走そう様さま』というやつだな」

「うむ。いただきます」

　耳をピコピコ動かしながら手を合わせるマカミさんを横目に、リィンベルさんも持参していたお弁当箱を取り出し手を合わせます。

　ちなみにいただきますの意味については結構広く知られていますが、ご馳走様の「馳走」には食材の調達や調理のために走り回るという意味があります。

　いただきますが食材への感謝を主とするならば、ご馳走様は料理してくれた人への感謝なのです。

　いただきますばかりが取とり沙ざ汰たされる事が多いですが、ご馳走様もちゃんと感謝を込めて言うようにしましょう。

「ほう、今日は焼きおにぎりか。さすがシーナ。いい仕事をしておる」

　リィンベルさんが蓋ふたを開けると現れたのは、焼きおにぎりをメインに煮物やサラダが付け合わせられた見た目茶色いお弁当。ベジタリアンなリィンベルさんに合わせて作られた、特別製だったりします。

「この匂いは醬しよう油ゆか？　肉など一切ないのに美う味まそうに見えるから不ふ思し議ぎだ」

「わしからすればその肉ばっかな弁当の方が不思議じゃがな」

　対するマカミさんのお弁当の中身は、ごはんの上に敷き詰められたネギ塩だれの肉。

　野菜など不要とばかりに肉と米が敷き詰められた、本当に女性が作ったのか疑いたくなる男飯です。

「というか、おぬしネギを食べても大丈夫なのか？」

「問題無い。しかしリィンベルは肉が食えないのだったか。このネギ塩の美味さを味わえないとは、残念だな」

「ネギといえばわしは味み噌そじゃな。味噌は良い。それに米もな」

「確かに米は良いな。肉と一緒に食べても味わい深い」

　食の趣味は正反対なのに、案外仲良く食事する二人。

　今日も日本は平和です。













　今日も今日とて議員の皆さんが真ま面じ目めに議論をしている国会。

　真面目です。居眠りしてる人が居たり野や次じが飛び交ったり、カップラーメンの値段やら某ＳＮＳの使用料金などというどうでも良い質問まで飛び出したりしますが真面目です。多分。

「総理。最近巷ちまたで総理がシーナさんと交際しているという噂うわさが飛び交っていますが、これが本当ならば問題だという自覚はおありですか？」

　そして今日もまた、どうでも良いようでいて非常にデリケートな問題に野党は容よう赦しやなく切り込んできました。

　確かにシーナさんと安あ達だちくんがお付き合いをしていたら問題です。

　シーナさんは王族として教育を受けていたため、世の中の酸すいも甘いも嚙かみ分わけた大人なように見えますが、まだ未成年なのです。

　言うなれば女子高生と中年のカップルです。一緒に町を歩いたらお巡りさんに職務質問を受けかねないくらいに危険です。

　因ちなみにこの質問が行われた同時刻。国会中継を見ていた某王女が持っていたカップを握り潰し、たまたま学校を休み一緒にテレビを見ていた見習い召しよう喚かん師しが震えあがっていたりしましたが、今は関係ありません。

「内閣総理大臣安達くん」

「そのような事実は一切ありません」

　対する安達くん冷静です。

　実際恋れん慕ぼはシーナさんからの一方的なものであり、安達くんは娘のつもりで接しているから当然かもしれません。

「私は死んだ妻を愛していますから」

　しかも追い打ちで惚のろ気けです。堂々と宣言するその姿は男前のお手本のようです。

　某王女も「アダチさん……」と惚ほれ直なおし、某見習いは「シーナ様の思考回路が分からないよぉ……」と涙目になっています。

「で、ですがねえ……」

「あー、取り込み中申し訳ない」

「……はい？」

　しかしなおも食いつこうとした野党議員の言葉を、凜りんとした少女の声が遮さえぎりました。

「アマテラス様に導みちびかれて参ったのだが、ここが日本で間違いないでござろうか？」

　いつの間にか現れた黒くろ髪かみの少女。

　着ているものは日本人にとって馴な染じみ深い着物に似ていますが、状況からして異世界人で間違いないでしょう。

　男物の着物を着て帯刀した姿は侍さむらいそのものですが、整った顔立ちの中で目を引く瞳は青と金のオッドアイ。トドメに長い黒髪の頭頂部には猫の耳が生えていました。

　──猫耳娘キタ────！！！！

　──犬耳娘コネ────！！！！

　某所で再び聖戦が勃ぼつ発ぱつしましたが、本編には関係ないので割かつ愛あいします。

「ようこそ日本へ。私は内閣総理大臣を務めております安達と申します」

　慣れた様子で少女と相対する安達くんと、両手でＴ字を作る議長。

　いわゆる召しよう喚かん返しタイムです。この瞬間全ての審しん議ぎはストップし、ややこしい問題は全て安達くんに丸投げされます。

「丁てい寧ねいな対応痛み入る。拙せつ者しやはホムラ国の武官の家の娘で、名はヤヨイと申す」

　武士です。見た目だけではなく中身まで武士です。

　オッドアイの猫耳侍娘。もう属性が多すぎてどこに向かっているのか分かりません。

「ヤヨイさん。アマテラス様に導かれたという事は、身近に日本人が召喚され召喚返しに応じたという事でよろしいでしょうか？」

「うむ。拙者こう見えて侍でござる。侍は魔法にも通じた者が多く、拙者も幸い魔力があったため魔法学園へと留学したのでござるが……」

「……？　どうなさったのですか？」

「い、いや。そこでカガト……日本人の青年と出会ったでござる」

　話の途中で何やら顔を歪ゆがめ、猫耳をふにゃりと曲げるヤヨイさん。

　しかし安達くんが不審に思い問いかけると、ハッとしたように顔と猫耳を上げ話を続けます。

「拙者より年上だというのに頼りない青年で、周囲に振り回されてばかりの情けない男でござったが、何事にも真剣に取り組み向上心もあり好感の持てる青年でござった」

「ではその青年も魔法を？」

「うむ。潜在魔力も高く、学園でも将来を有望視されていたでござる」

　まるで我が事のように胸をはり言うヤヨイさん。しかしその猫耳が、再びへにゃりと曲がってしまいます。

「まあそんな男故に女子にもモテたでござるが、拙者はそういった色恋には興味がなかった故友人として接していたのでござる」

　そこまで言うと完全に耳を伏せ、顔に陰りを見せ始めるヤヨイさん。

　あ、これアカンやつや。

　議員たちは大体事情を察しました。

「しかし情というのは分からぬもの。いつの間にか拙者はカガトに恋心を抱くようになり、先日告白したものの一刀両断されてまいった。いやはや、普段の優柔不断の影もなくスッパリとフラれて惚ほれ直なおしそうになったでござるよ」

　努めて明るい声で言うヤヨイさんですが、当時の事を思い出したのか耳は完全にへたれ、両目には涙がたまっています。

　──カガト爆散しろ。

　日本全国から異世界に向けて呪じゆ詛そが放たれました。

「……お疲れ様でした。どうぞこの新天地で傷を癒いやしてください」

「ぐすっ。ありがたいでござる」

　ついに泣き始めてしまったヤヨイさんを労いたわるように、優しく頭をなでる安達くん。

　──安達爆発しろ。

　全国から総理に向かって呪詛が放たれましたが、全て受け流され全国各地でモテない男たちが爆発しました。

　今日も日本は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






「はい……その通りです……ごめんなさあぁい!?」

　一方高天原たかまがはら。

　日本最高神なはずのアマテラス様が、何もない空間に向かって涙目で謝罪しています。

「……兄貴。姉貴は何やってんだアレ？」

「地上から安達総理の祈りという名のお説教が届き反省中です」

「……何でダイレクトに姉貴に届くんだよ」

　アマテラス様が謝っていたのは、まさかの安達くんでした。

　どうやら安達くんとしては、傷心のヤヨイさんの弱みに付け込んだような今回の召喚返しは納なつ得とくいかないものだったようです。

「神代や異世界の住人ならともかく、現代で生きてるにしちゃ規格外すぎだろ。一体何者だよあのおっさん」

「何らかの加か護ごを受けている様子もありませんしね。私は父上の転生体ではないかと睨にらんでいますが」

「親父のぉ？」

　半ば確信を持って言うツクヨミ様に、しかしスサノオ様は胡う乱ろんな目を向けます。

「何ですか？」

「いや、そりゃないだろ。あのおっさんが親父ならもっとヘタレてるだろ」

「……貴方は自分の父親を何だと」

　マザコン故に父親に厳しいスサノオ様にツクヨミ様は反論しようと思いましたが、ツクヨミ様もどちらかというとイザナミ様寄りなのでできませんでした。

　頼みの綱のアマテラス様は絶賛祈られ中です。今の高天原にイザナギ様の味方はいません。

「まあ転生体と言っても本神ではなく地上の端末みたいなものですから。環境によっていくらでも変わるでしょう」

「兄貴。確信持ってるとこ悪いんだが、それあんま言わない方が良いと思うぞ」

「何故ですか？」

「いや、おふくろの耳に入ったら……」

「……」

　スサノオ様の言葉に、いつも冷静沈着百ゆ合り好きなツクヨミ様の動きが止まります。

　夫への恨うらみのとばっちりで人間千人くらい呪っちゃうイザナミ様です。安達くんがその夫の転生体だと確定したら、何をやるか分かりません。

「……まあ案外ただの人間かもしれませんね。前例もありますし」

「……そうだな。前例あるもんな」

　二人が思い浮かべたのは、ドラゴンキラーなマッスルオネエの姿。

　彼が普通の人間なのだから、安達くんもただの人間に違いない。そう思い込むのでした。

　今日も高天原は平和です。













　剣道。

　日本を代表する武道の一つですが「礼に始まり礼に終わる」という言葉があるように、相手を倒すことよりも、思いやり尊重し高め合う事を目的とした精神修養を主にしていると言われています。

　ならば剣道は実戦的ではないのかというと、そんなことはまったくありません。

　剣道三倍段については説明するまでもありませんが、注目すべきはその剣けん戟げきの多様性です。

　剣道では両手を離して竹刀しないを持ちます。これにより腕を動かさずとも手元を動かすだけで剣先は大きく動き、放たれる斬撃は様々な軌道を描くことになります。

　他の格闘技と異なり剣という一に攻撃が限定されながらも、その一が目視できない速度で無限の軌き跡せきを生み出す。

　とりあえず棒ぼう持たせとけば無敵。それが剣道なのです。

「ま、負けたでござる」

　そしてそんな剣道場でへたれてる少女が一人。

　先日失恋した勢いで召しよう喚かん返しされてきた、猫耳侍ざむらいなヤヨイさんです。

　防具は着けていません。というか猫耳のせいで面どころか手ぬぐいもかぶれませんでした。

　そのせいで頭から景気のいい音を鳴らす羽は目めになりましたが、グライオスさんも手て加か減げんしているので大丈夫です。

　というか手加減しなかったらヤヨイさんの頭ず蓋がい骨こつが猫耳ごと陥かん没ぼつしています。猫耳付近の骨どうなってんだとかは気にしてはいけません。

「いやはや、若くしかも女の身でありながら良い剣筋をしておるわ。わしの息子もそなたの半分くらい才能があれば良かったのだがな」

　対するグライオスさんも竹刀は持っていますが防具は着けていません。

　危ないから着けろと言われても「めんどい」の一言で終わらせてしまいました。

　因ちなみに安あ達だちくんも最初は参加していましたが、安達くんがやっているのは剣道ではなく古式剣術なので防具はあまり使いません。

　つまり冒頭で長々と剣道の説明をしておきながら、誰も剣道やってません。

　最初は関係あるはずだったんです。

　何か気付いたら関係なくなってたんです。

　プロットって大事ですね。

「逆にグライオス殿と安達殿は老体で無茶しすぎでござる。あんな動きをして体を痛めないでござるか？」

「おう。さすがに最近は体がこる故ゆえに湿布薬とやらを処方されたのだがな、これがなかなかによく効くのだ」

　どうやら元皇帝は日本に来て健康と引き換えに湿布臭くなったようです。

　そのせいで鼻のいいマカミさんがたまに悶もだえているのは内ない緒しよです。

　因みにリィンベルさんも密かに愛用していたりします。何気に平均年齢が高い安達家なのでした。

「しかし少しは吹っ切れたようであるな。まったく失恋なんぞの勢いで異世界なぞに来おって。この馬鹿娘が」

「馬鹿とは何でござるか！　た、確かに自分でも考えなしだったとは思うところもあるでござるが……。大体グライオス殿だって自分の国をほっぽり出して来てるでござる！」

「うーむ、それを言われると痛いのだがな」

　ヤヨイさんからの反撃に、グライオスさんは後頭部をポリポリとかきながら苦笑します。

「わしの息子もいい歳であったしな。むしろわしが隠いん居きよしていなかったのが問題だったのだ。勇者召喚は明らかに皇帝の権けん威いの失しつ墜ついを狙ったものだったが、同時にあやつの器量が試される最初の試練だとも思った。あやつと勇者がどんな関係となり、帝国がどんな形で存続するかは予想もつかなんだが、一つの節目としては丁度良い。そう思いわしは姿を消そうと決めたのだ」

「……グライオス殿」

　深い色を湛たたえた目で語るグライオスさん。その言葉にヤヨイさんも言葉を失います。

　しかし真ま面じ目めに語っといて、最大の理由は「皇帝めんどくせぇ」だったりするのですが、本心は本人にしか分からない故に本心なので問題ありません。

「まあ結果的に贅ぜいを凝らした宮殿よりも快適な隠居先が手に入ったわけであるしな。この先ただ老いていくだけの身ではあるが、若人の成長の糧かてにはなれるであろう」

「承知！　胸を借りるでござる！」

　結論。今日も飯が美う味まいので問題なし。

　今日も日本は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






「……おい、油をとってくれ」

「ちょっと待ってくれ。このサビが頑がん固こで」

　自衛隊のとある駐ちゆう屯とん地ち。

　各々に貸与された小銃を分解して手入れしているのは、異世界から来た騎士たちです。

　騎士が自らの剣を手入れするように、自衛隊でも銃は各個人が整備します。

　故に自衛官は自らの銃に愛着を持ち、中には名前まで付ける人もいるそうです。

　むしろ愛あい護ご心しんを持たせるために、名前を付けることを推すい奨しようする教官も居るそうです。唸うなれメギドファイア！

「あ！　バネが落ちた!?」

「なにぃ!?　謝れ！　バネに謝れ！」

「バネさんごめんなさい！　バネさんごめんなさい！」

　うっかりバネを落とした騎士を叱しつ責せきする教官と、バネに謝りながら腕立て伏せをする騎士。

　自衛隊では日常的な光景です。皆さんも物を大切にし、うっかり傷つけたときは誠意をこめて謝りましょう。

「しかし変則的ではあるが、やはり『剣』というのは戦場には無くてはならないのだな」

「うむ。むしろ納得だな」

　騎士たちがそう言って磨みがいているのは、銃の先に付ける銃剣です。

　現代の戦争では歩兵も銃が主力であり、近接の白兵戦はまず行われないと思われがちですがそれは違います。

　最近ではイラク戦争においても白兵戦が起きた記録はありますし、自衛隊も敵陣に突撃するときは後方から砲撃を容よう赦しやなくぶち込んだ後、銃をぶっぱなしながら銃剣を敵兵に向けて刺突しにかかります。

　砲撃と銃弾から何とか逃れたと思ったら銃剣構えて突っ込んでくる集団。恐ろしいですね。

「引ひき鉄がねさんごめんなさい！　引鉄さんごめんなさい！」

「というかまた落としたのかあいつは」

「どうやったら引鉄を落とすんだ」

　バネに謝り終わったと思ったら、追加で引鉄にも謝ってる騎士が一人。

　こうして自衛官は日々逞たくましくなっていくのです。頼もしいですね。

　今日も日本は平和です。













　勇者。

　世界を救うとされるその存在にも様々なタイプが存在し、中には「魔王？　何それ美お味いしいの？」という勇者も存在します。

　フィッツガルド帝国によって召しよう喚かんされた勇者はまさにそれであり、彼は宿敵アシリア王国との戦いを終わらせるために呼び出された、人の都つ合ごうに振り回される哀れな勇者でした。

　哀れな勇者になるはずでした。

　状況が変わった原因は勇者であるマサトくんに引っ付いてきたおっさん……もとい守しゆ護ご者しやの存在でした。

　雷神トール。アース神族でも有数の力を持ち、時にゼウスと同一視されるほどの神。

　もう利用しようとしていた神官たちも謝るしかありません。

　元から利用するつもりが無かった皇帝（元皇子）は笑うしかありません。

　しかし幸さいわいというべきか、トール様の情報を摑つかんだアシリア王国は「ちょ、神様とか無理！」と和わ睦ぼくという名の降伏を宣言。

　図らずも戦争を終結に導みちびくことになった勇者とトール様でした。

「師匠、師匠！　この壁かべの向こうが怪しいよ！」

「応！　確かに隠し部屋とかありそうな配置だな！」

　そして晴れてお役御ご免めんとなった勇者とトール様でしたが「せっかく異世界に来たんだから冒険とかしたい」と言い出したマサトくんに「うむ！　男の浪ろ漫まんだな！」とトール様も同調。

　こうして異世界に最強の冒険者コンビが誕生したのでした。

「ちょっとマサトもトオルも、私より先に進むなって言ってるでしょ！」

「まあまあ、二人なら罠わなにかかっても大丈夫でしょうし」

「……そういう問題ではないだろう」

　そして自由気ままに冒険をしていた一人と一柱でしたが、今では仲間も増えてきました。

　小柄ながら勝気な様子のシーフの少女と、温和な女性魔術師。そして苦労人気質な青年神官騎士。

　一見普通の人たちですが、勇者と神様に引っ付いていける変人集団です。

　ちなみに「トオル」というのはトール様の偽名です。周囲にはマサトくんの叔父ということにしてあります。

　正体隠す気が無いにも程がありますが、気付かれてないので問題ありません。

「うむ。壁を壊すならわしの出番だな。……出でよミョルニル！」

　そう言ってトール様が取り出したのは、短い柄の付いた槌つち。

　打ち砕くものを意味する槌であり、トール神を象徴する武器です。

　因ちなみに一度腐くされ縁えんのロキ様にうっかり騙だまされて、このミョルニルを持たずに巨人族のところに一人で行こうとしたことがありますが、通りすがりのお婆さんにミョルニルと同じ力を持つ魔法の杖を借りて事なきを得ました。

　通りすがりのお婆さんスゲェ。

「ミョルニル……なるほど。トオルさんとトール神の名前をかけてるんですね！」

（いやどう見ても本物だろ！　というかどう考えても本神だろ！）

　素直に感心する女性魔術師に対し、神官騎士が心の中でつっこみを入れます。

　実はこの神官騎士、正体は魔王様配下のデュラハンさんです。

　先日やってきた勇者が魔王様に陥かん落らく（呆れ）したため、他の勇者を見張るためにわざわざ魔界から出向いて仲間のふりをしているのです。しかしつっこみどころ満まん載さいの勇者（というかトール様）に日々胃を痛めています。

　デュラハンが神官騎士のふりとかできるのかよとつっこまれそうですが、デュラハンは厳密にはアンデッドではなく妖精の仲間です。

　首の無い馬の引く馬車に乗り、死人の出る家を訪れたり、自分を見た人間の目を鞭むちで叩たたき潰つぶしたり、川を渡れなかったりします。

　……やっぱおまえアンデッドだろ。

「では壁を壊すぞ。トールハンマー！」

（堂々と名前言い放った!?）

　ミョルニルを振りかぶり何か技っぽいものを叫ぶトール様。

　相変わらず正体隠す気零ゼロですが、何故かデュラハンさん以外は気付きません。

　今日も異世界は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






『アマテラス様って可か愛わいいけどあんま頼りになりそうにないな』

『そりゃ先陣きって戦うような神様じゃないしな。吸血鬼相手なら無双だろうけど』

『そういうのはスサノオ様とかタケミカヅチ様の役目だろ』

「……むう」

　一方高天原たかまがはら。

　膝ひざの上にノートＰＣを載のせ、自分に対する人間たちの評価を見て唸うなる我らがアマテラス様。頼りないとか言われて少しご立腹のようです。

　そしてそんなアマテラス様に、何故か胡う乱ろんな目を向けるツクヨミ様。

「……何をやっているのですか姉上。というかタヂカラオ」

「ふっ……腕立て……伏せ……ですがッ？」

　ツクヨミ様の問いに答えたのは、スサノオ様とタメをはるマッスルな男性神。

　彼は天手力男神アメノタヂカラオ。

　天岩戸事件のときに、アメノウズメ様につられて出てきたアマテラス様を引きずり出した（あるいは岩戸を開けた）力を象徴する神様です。

　そんな神様に開けられなかった岩戸を、軽々開けるアマテラス様に怪力疑ぎ惑わくが出ていますが、深く気にしてはいけません。

　きっと太陽神の不ふ思し議ぎパワー的な何かのせいです。

「腕立ては分かります。私が言っているのは、何故姉上を乗せているのかということです」

　ツクヨミ様の言う通り、腕立てをするタヂカラオ様の背中には、ノートＰＣを眺めるアマテラス様がちょこんと座っています。












　ツクヨミ様がちょっと羨うらやましいと思ったのは内ない緒しよです。

「負荷を……かけ……ようと」

「何故そこで姉上を……。姉上は姉上で何を悩んでいるのですか？」

「うん？　ちょっと最近私の威い厳げんが落ちてるなと思って、何とかできないかなぁと」

「……」

　ツクヨミ様はそんなもん最初からねえだろと言いそうになりましたが、辛かろうじてひっこめました。

　何せ伊い勢せ神じん宮ぐうに一人で祀られるのは嫌だとトヨウケヒメノカミを呼んじゃうくらいです。アマテラス様は寂しがりやなのです。

「威厳を……出すのならば……筋肉をつければよろしいかと」

「あなたは黙って腕立てをしていなさい」

　脳筋なタヂカラオ様の提案をツクヨミ様は切って捨てます。

　アマテラス様がマッチョになったら、威厳は出そうですが各方面から苦情が来てしまいます。

「……それだ！」

「いや『それだ！』じゃないでしょう！」

「ならば……某それがしが効果的な……トレーニングを」

「しなくていいです！」

　しかし案外乗り気なアマテラス様とノリノリでトレーニングを考え始めるタヂカラオ様。

　これには普段は冷静沈着百ゆ合り好きなツクヨミ様も、珍めずらしく焦あせりながらつっこみます。

　今日も高天原は平和です。













　新しい朝が来ました。希望の朝が。

「……いっそ殺せ」

　そしてそんな朝にテーブルに突っ伏しているのは、元魔界の公こう爵しやくにして三軍の一を率いた鮮血公ことグラウゼさんです。

　人間にとっては爽さわやかな朝ですが、グラウゼさんは吸血鬼なのでグロッキーなのは仕方ありません。

　とはいっても、吸血鬼にとって太陽が致命的な弱点とされたのは近代に入ってからだったりします。かの有名なドラキュラ伯はく爵しやくや女吸血鬼カーミラなどは、太陽を苦手としてはいても浴びたら生存困難になるほどの弱点とはしていません。

　太陽を浴びたら灰になるという現象は、近代に入り吸血鬼を題材とした映画で演出として使われたのが最初であり、そのインパクトが強かったために広く一般に認識されたと言われています。

　他にも銀の弾丸が効いたり効かなかったり、十字架は信仰が必要だったり無かったりと、お話によってその性質は結構違ったりします。

　これは元々の伝承が多た岐きに渡り、さらに創作によって後から付け加えられた設定があるからだと思われます。

　現代で言うならアクロバティックサラサラみたいなものです。

　アクロバティックサラサラって何？　という人は、グーグル先生にでも聞いてください。なおその結果、夜中にトイレに行けなくなっても当方は責任を負いません。

「……何を朝っぱらから不景気な顔をしとるんじゃおぬしは」

　そんなグラウゼさんを緑茶片手に呆あきれて眺めるリィンベルさん。

　外見は若い女性ですが相変わらずの年寄りっぷりです。実はネット上で「ババア」と呼ばれていたりするのですが、そう呼んだ人にはもれなく「角という角に足の小指をぶつける呪い」をプレゼントしていたりします。

　大人げないですね。

「あの……そんなに辛つらいのなら私の血ならあげても良いんですけど」

　控えめに言ったのは、見習い召しよう喚かん師しにして現役女子中学生なエルテさんです。

　相変わらず安あ達だちくんと養子縁組はしていませんが、あまりに勘違いされるので最近は養女と誤解されてもそのままにしています。

　そのせいか油ゆ断だんして安達くんをうっかり「お父さん」と呼ぶ回数が増えていたりしますが、周囲が気付かないふりして温かく見守っているのは内緒です。

「やめておけ。こやつこう見えて魔術にも通じておるからの。万全の状態になったらわしとの契けい約やくを絶ちかねん」

「え……？　グラウゼさんそんなに凄すごかったんですか？」

「凄かったんじゃ。信じられぬことに」

「……貴様ら喧けん嘩かを売っているのか？」

　意外な事実に驚おどろくエルテさんと頷うなずくリィンベルさん。

　鮮血の公爵の名は伊だ達てではありません（笑）。

「大体私の存在が害だというなら、元の世界に返せば良いだろうに。嗚あ呼あ、私が突然居なくなりミラーカは寂しがってはいないだろうか」

「毎晩魔王の寝所に突撃して百ゆ合りの花を咲かせているらしいぞ」

「ミラーカァーッ！　お父さんはそんな子に育てた覚えはありません！」

　衝しよう撃げきの事実を知り咆ほう哮こうするグラウゼさん。元気が出たようで何よりです。

「……本当にそんな凄い人なんですか？」

「まあどんなに凄くても親なんてこんなもんじゃ」

　疑いの目を向けるエルテさんと、緑茶を啜すするリィンベルさん。

　今日も日本は平和です。




「まあ、今日もみんなきれいに食べてくれてますね」

　時は流れて夜も深まった時間帯。

　みんなのお弁当箱を洗う安達家のお母さんことシーナさん。全て完食されているのを確認し嬉うれしそうに微笑ほほえんでいます。

「シーナさんの作る料理は美お味いしいですからね。最近はお弁当箱を開けるのが一日の楽しみになっていますよ」

「まあ、そう言ってくれると作った甲か斐いがあります」

　安達くんに褒ほめられて嬉しそうに笑うシーナさん。恋する乙女は無敵に素敵です。

「……」

　しかしそんなシーナさんと安達くんを静かに見る目が。安達家の長老ことダークエルフなリィンベルさんです。

　何か思うところがあるのか、どこか威圧感すらある目で二人を見つめています。

「……のうシーナ。おぬしこのままで良いのか？」

　安達くんがリビングからいなくなった後、唐突にリィンベルさんがシーナさんに言いました。

「何がですか？」

「アダチのことじゃ。好いておるのだろう？　このまま娘扱いでおぬしは満足なのか？」

　とぼけたように聞き返すシーナさんに、リィンベルさんは厳しいとすら言える口調で問います。

「アダチはおぬしを女として見ておらぬ。ならば好意を告げるなりして意識させぬと……」

「そんな事したらアダチさんは私を遠ざけちゃいますよ」

「……なんじゃと？」

　リィンベルさんの意見にいつも通りの声で答えるシーナさん。

　しかしその顔は微笑みを浮かべながらも寂しそうであり、辛そうでした。

「アダチさんは私の思いになんて気付いてますよ。だけど応える事なんてできないから、気付かないふりをしてくれているんです」

「それはそれで酷ひどくはないか？　応える気が無いのならばさっさと……」

「『新しい恋をするべきだ』なるほど正論ですね」

　リィンベルさんの言葉を遮さえぎり、にっこりと微笑んでシーナさんは言います。

「でもそんな正論わざわざ言われなくても私は理解してる。アダチさんはそう〝理解してくれてる〟んです。恋に恋して盲目になったり、馬鹿な真ま似ねをしない。誰に何を言われなくても、自力で新しい道を探し出して歩いて行ける。そう信じてくれてるんですよ」

「……」

「だからアダチさんは私と一緒に居てくれているんです。このぬるま湯のような関係はあの人が私にくれたモラトリアム。叶わぬ恋をした私が、自や棄けになったり自滅したりなんてしないと信頼して、新しい道をゆっくりと探せるように守ってくれている。正に『父の優しさ』ですね」

　そう語るシーナさんの顔に影は無く、しかしどこか苦笑しているようにも見えました。

　そんなシーナさんを見て、リィンベルさんは疲れたようにため息をつきます。

「おぬしら感情の制御ができすぎじゃ。特にシーナ。おぬし本当に二十も生きとらん小娘か？」

「あら？　己を律するのは人の上に立つ者として当然の嗜たしなみでしょう？」

「おぬしはもう王女ではあるまい。もう少し我わが侭ままに生きても良いと思うんじゃがなぁ」

「ふふ、良いんですよ。今私は幸せですから」

　──でもその時が来たら、きっと私は泣くんだろうな。

　そう心の中で思いながら、シーナさんは優しく微笑むのでした。

　今日も日本は平和です。













　ある日アマテラス様は思いました。

　どうすれば威い厳げんが出るのだろうかと。

　弟であるツクヨミ様が聞いたら鼻で笑いそうな悩みでしたが、最近主神でありながら何かとヘタレ扱いされているアマテラス様にとっては重要な問題です。

　何よりスサノオ様には振り回され、ツクヨミ様には掌てのひらで転がされているのは姉の誇ほこりが許せません。

　お姉ちゃんの言う事はちゃんと聞かないといけないのです。

「ならとりあえずご飯食べて元気出しましょう。はい副菜はこれで全部ですよー」

　そんなアマテラス様の悩みを聞いているようで流しているのは、アマテラス様の御お三さんどんこと豊宇気毘売神トヨウケヒメノカミ（豊受大神トヨウケオオカミ）です。

　イザナミ様の孫にあたる神様であり、保食神ウケモチノカミや稲荷いなり神と同一視されることもある食物を司る神様です。

　因ちなみに伊い勢せ神じん宮ぐうに祀まつられたアマテラス様に「一人じゃごはんが美お味いしくないよぅ」と呼びつけられた神様でもあります。

　アメノウズメ様の件といい、アマテラス様に百ゆ合り疑ぎ惑わくが出ていますが深く気にしてはいけません。

「トヨちゃん今日のお肉少なくない？」

「お肉はこの間たくさん食べたでしょう。その代わりと言ってはなんですが、味み噌そ汁しるはお揚あげ入りですよー。こちらの漬物も私のお手製です。はい、あーん」

「あーん」

「……何をやっているのですか貴女あなたたちは」

　トヨウケヒメ様に餌え付づけされるアマテラス様を見て、呆あきれた目を向けるツクヨミ様。

　因みにツクヨミ様にはトヨウケヒメ様と同一視されているウケモチノカミを斬り殺した前科があったりするのですが、古事記ではその役目をスサノオ様に奪うばわれてさらに影が薄くなっています。

　月の神様だからね。仕方ないね。

「あらツクヨミ様。ヤキモチですか？」

「何を馬鹿な」

「ツクヨミはトヨちゃん大好きだもんね。結婚しちゃえばいいのに」

「もう、からかわないでくださいアマテラス様」

「……」

　突如自分を本題にして始まったガールズトークに、いつも沈着冷静百合好きなツクヨミ様が苦虫を嚙かみ潰つぶしたようになっています。

　ウケモチノカミを斬り殺しちゃったツクヨミ様ですが、伊勢神宮に祀られてからはトヨウケヒメ様のところに夜ごとに通っちゃってたりします。

　ツクヨミ様が祀られている月夜宮と、トヨウケヒメ様の祀られている外宮の間の道が神路通りと呼ばれているのはそのせいです。

　因みにその伝承を「馬鹿馬鹿しい」と笑い、道のど真ん中でふんどし一丁になりツクヨミ様の進路妨害をしようとした男が居たらしいのですが、翌朝には気が狂いそのままお亡くなりになったそうです。

　ツクヨミ様マジ容よう赦しや無ねぇ。

「あら、怒っちゃいましたかツクヨミ様？　私の卵焼きあげますから機き嫌げん直してください」

「……仕方ないですね」

　顔では仕方なさそうにしながらも、素直に卵焼きをもらうツクヨミ様。

　今日も高天原は平和です。













　米。

　ご飯という食事を意味する言葉がそのまま炊たいた米も意味するように、正に日本人のソウルフードと言える存在です。

　とはいえ、一昔前の日本では粟あわや黍きびなどの五ご穀こくと呼ばれるものが主食であり、米が純粋に主食になったのは江戸時代末期から明治と最近のことだったりします。

　そのため文明開化後間もないころは「米が食える」というのが兵隊募集の謳うたい文句だったりしたそうです。

「……お米が食べたいわぁ」

　そして異世界に召しよう喚かんされたせいで、お米を絶たれて落ち込み気味な日本人が一人。

　メルディア王国第一王子ハインツ殿下の腹心であり、いつの間にか騎士団の副団長になっちゃってたオネエです。

　王宮の中庭で紅茶を片手に優雅に座る姿は実に様さまになっています。さすが黙っていれば男前なオネエです。

「……おまえ人が敢あえて考えないようにしていた問題を！」

　そしてオネエの向かいで相変わらずキレているのは、ガルディア王国の王妃様であるアサヒさんです。

　初対面こそお互いに己の立場を考え静かだった二人ですが、その後の衝しよう撃げき的てきな事件を経て血よりも濃こい絆きずなで結ばれた魂たましいの友となり、定期的にお茶会を開いています。

　周囲には同郷だからだと思われていますが、実際は王妃様の趣味とオネエの趣味がファイナルフュージョンしてしまった結果です。

　ホモとＢＬは違うと主張する人も居ますが、オネエと異世界の人たちは二次元もびっくりな美形揃ぞろいなので問題ありません。

「アサヒちゃんの権力でどうにかできないかしら？　日本に似た国もあるんだから、お米もあるんじゃない？」

「あったとしてもそう簡単にはいかねぇよ。こっちの土地で育つか分からないし、育っても味の保証はできねぇ。この土地に合う上に味まで保証できるレベルまで品種改良するなんて、数年か下へ手たすりゃ数十年かかるプロジェクトになるっての」

　今でこそ日本では簡単に食べられるようになったお米ですが、安定した品質と収しゆう穫かくを得るまでには長い品種改良の歴史があったのです。

　その結果生まれた品種は既に三百を越えるとされ、しかも今もなお改良が進められ新たな品種が生まれているほどです。

　長年に渡る品種改良の努力を一瞬で凌りよう駕がするなど、内政チートな王妃様にもさすがに無理があります。

「となると輸入しかないかしら。でもそれだとコストがかかるわね」

「だから考えないようにしてたんだよ。私個人の道楽のために無駄金使うわけにはいかないし、そこまでやって手に入れた米が不ま味ずかったら心が折れる」

「……ならやるしかないわね。品種改良を」

「おまえ人の話を聞いてなかったのか？」

　無駄にかっこいい顔で決意するオネエに、王妃様が呆あきれた視線を向けます。

「下手をすれば数十年かかる。逆を言えば数十年の努力で私たちは美お味いしいお米を食べられるかもしれないのよ？」

「そこまでやる意味が……」

「あるのよ！」

「!?」

　いまいち乗り気でない王妃様に、突如オネエが拳こぶしを突き付け立ち上がります。

「貴女あなたは忘れたの？　炊き立てのご飯の宝石のような美しさを！　唐揚げを嚙かみしめた後に訪れる米のハーモニーを！　つゆに浸ひたったトンカツと共にある米の究極を！」

　そして拳を天に突き上げ咆ほう哮こうするオネエ。

　もうこのまま米の良さを語って一片の悔いも無く逝いってしまいそうな勢いです。

　密かにお茶会を覗のぞき見みていた王様とグレイスもドン引きしています。

「忘れる……ものかぁ！　ただ握られただけの米と海の苔りの完成された美を！　タレに濡ぬれた肉と邂かい逅こうした米のワルツを！　カレーと溶け合う米の至高を！」

　そして対面する王妃様も立ち上がり拳を掲かかげました。

　二人ともそれぞれに米の良さを語り合い、爆上げするテンションに呼応するように風が渦を巻きプチ台風が発生しています。

　今日も食い意地のはった日本人は絶好調です。

「おのれコクショウ。あんなにアサヒと意気投合して妬ねたましい……!!」

「あの……私もう帰っていいですか？」

　そしてその様子を見てハンカチを嚙む王様と、遠い目のグレイス。

　今日も異世界は平和です。













「ヴィルヘルミナ！　おまえとの婚約を破は棄きする！」

　昼食が終わり皆さんが眠くなっている午後の昼下がり、最近お約束となってきた宣言が見み目め麗うるわしい金髪の貴公子から発せられました。

　……日本の国会のど真ん中で。

「……って、ここはどこだ!?」

「ようこそ日本へ。私は内閣総理大臣を務めております安あ達だちと申します」

　困こん惑わくする貴公子。しかし対する安達くんは安定の対応です。決して説明するのが面めん倒どうくさいからおざなりになっているわけではありません。

　因ちなみに「おざなり」と「なおざり」は似ているようで微妙に違うそうです。何がどう違うのかは面倒くさいから各自辞書をひいてください。

「じつはかくかくしかじか」

「……な、なるほど。私はミィナの故郷に召しよう喚かん返しされたのだな。私はフィッツガルド帝国のデンケン候こうの子で名はローマンという」

　安達くんの説明に納なつ得とくする貴公子ことローマンさん。どうやら今回召喚された日本人は、異世界で逆ハーを築いちゃっていたようです。リアルに逆ハーを作ったりして後ろから刺されないか安否が気遣われます。

「しかし婚約破棄とは穏やかではありませんね。高貴なお出のようですし、そう簡単に婚約破棄などできないのでは？」

　いわゆる政略結婚ですが、実は中世レベルの社会だと平民の方が婚こん姻いん相手の自由が少なかったりします。

　そもそも近所に歳の近い異性が一人しか居ねえよみたいな事が普通に起こるので、最初から選択肢がなかったりするそうです。

　幼おさな馴な染じみは結婚にまで至る可能性が高いと言われていますが、それ以前に幼馴染しか結婚できる相手が居ないというまさかの事態です。社会制度によっては気軽に引っ越しもできないので逃げ場無し。正に人生の墓場というか生まれた所が墓場です。

「い、いや。確かにそうだが、ヴィルヘルミナがミィナに嫌味を言ってだな」

「婚約者が他の女性に秋しゆう波はを送っていたら当然なのでは？」

「……」

　微かすかに動揺しながら言い訳をするローマンさんでしたが、続く安達くんのつっこみに完全に言葉を絶たれます。

「ほ、他にも様々な嫌がらせを」

「貴方あなたが撒まいた種ですね。そもそも確かくたる証しよう拠こを得てヴィルヘルミナさんが犯人だと？」

「み、みんなヴィルヘルミナがやったと言って……」

「その『みんな』は貴方やミィナさんに近しい人だけではありませんよね？」

「……」

　言い訳をするたびに放たれる安達くんのつっこみに、ローマンさんが完全に沈黙します。

　どうやら証拠もなしに勢いで突っ走っていたようです。恋は盲目とはよく言ったものです。

「だ、黙れ黙れ黙れ！　平民風情が私に意見するな！」

　逆ギレです。もういっそ見事なほどの逆ギレです。

　逆ギレついでに勢いで安達くんに摑つかみかかるローマンさんですが、相手は屈強な騎士たちすら単騎で叩たたきのめす自衛隊最高指揮官です。

　このままではむしろローマンさんの危険がピンチです。

「ほう？　仮にも一国の宰さい相しようを捕まえて平民風情とな？　いやはや、偉えらくなったものだなデンケンの小こ倅せがれよ」

「何だ貴様は！　……ってグライオス陛下！」

　突如二人の間に割って入ったのは、最近三国志にはまって「趙ちよう雲うんみたいな部下が欲しかった」と呟つぶやいているグライオスさんです。

　因みに多くの読者は忘れているかもしれませんが、フィッツガルドという国の皇帝だった人です。

　つまりはローマンさんの故郷の皇帝だった人だったりします。

「何よりそこに居るアダチは我が朋友。それに剣を向けるは我に剣を向けるも同然と知っての狼ろう藉ぜきか？」

「へ？　あ、いや。決して私はグライオス様に楯たて突つこうなどと考えては……」

「そうか。それは良かった。しかし折せつ角かくの同朋の来訪だ。どれ、わしが少し稽けい古こをつけてやろう」

「へぅあ！　ちょ、陛下？　私はどちらかというと文官志望で剣術は────！」

　体から威圧感に満ちたオーラを放っているグライオスさんと、じたばたしながら引っ張られていくローマンさん。

「……では、前回質問にあった施設の予算についてですが」

　そして何事もなかったように審しん議ぎを続行する安達くん。

　今日も日本は平和です。













　フィッツガルド帝国。

　大陸でも有数の巨大国家であるこの国の学府は、有能であれば生まれや経歴を問わずその門もん戸こを開いている。そして学府の卒業生をそのまま国の傘さん下かにおさめる事により、より良き人材の確保を行っているのである。

　そしてそんな学府の今期の在学生の中で、内外を問わず注目を集めている少女が二人いる。

　一人はヴィルヘルミナ・フォン・インハルト。

　前皇帝グライオスの懐ふところ刀がたなと呼ばれたインハルト候こうの娘であり、自身も政治経済に深い造ぞう詣けいを持つ才さい媛えん。

　大人びた容姿とそれに見合う落ち着いた性格もあり、学府の他生徒──特に少女たちからの人気が高い。

　一人はミィナ・ウェッターハーン。

　中堅の商家の娘と家柄はヴィルヘルミナには劣おとり、学問においても専門と呼べるほど秀でたものを持たない。

　しかしその基礎知識は幅広く、好奇心は旺おう盛せいであり理解力と応用力に優れ、飼い葉を貪むさぼる馬のように知識を蓄たくわえている。故ゆえに卒業を待つ時期には他に類を見ない万能の知を持つ者となるのではと、多方面から期待されている。

　そんな二人の才女であるが、学内では仲が悪いことで知られている。

　それはヴィルヘルミナの婚約者であるローマンがミィナに懸け想そうしているからであり、一人の男を巡り二人はどちらが女として上か日々争い鎬しのぎを削っている。

　……なんてのは、まったく噓うそだったりする。





　　　　　◆　◆　◆






「いやー、やっぱり疲れた時は甘いものですね。勉強って楽しいけど、あんまり熱中すると頭が痛くなってきて」

　そう言ってケーキをパクパク食べているのは、小柄な黒くろ髪かみの少女です。

　見た目こそ儚はかなげですが、その態度は能天気な子供そのものであり、甘味に満足して満面の笑みを浮かべています。

「貴女あなたは少し休むということを覚えなさい。ほら、頰ほおにクリームがついてますわよ」

　そしてそんな少女の世せ話わをかいがいしく焼いているのは、長い銀髪を後頭部でシニョンにしたつり目の少女。

　口調こそきつめで威圧感たっぷりですが、その本質は甘ちゃんらしく世話好きな少女です。

　ヴィルヘルミナさんとミィナさん。仲が悪いとされている彼女たちですが、実際はそれなり……というか、かなり仲は良いようです。

　ミィナさんの後先考えない能天気っぷりと、ヴィルヘルミナさんのお節せつ介かい体質が上手くマッチした結果と思われます。

「それにしても、ヴィルヘルミナ様のおかげで男の人たちが寄り付かなくなって楽になりました。女の子たちからの嫌がらせも無くなりましたし」

「ええ、まったく。これで少しは学府も平和になりますわね」

　逆ハー作ったと思われていたミィナさんでしたが、どうやらそれは彼女の本意ではなかったようです。

　うざいのが居なくなって良かったと、本人たちが聞いたら心が折れそうなセリフを笑顔で言い放っています。

「大体何なんですかねアレ。人が興味ないって言ってるのに『照れなくていいんだよ』って頭わいてるんですかね。ローマンさんとか『ヴィルヘルミナさんが睨にらんでますよ』って言ったら『あいつに何かされたのか？』って謎なぞの超解釈ぶっぱなしてきましたし」

「恋は盲目とは言いますが、確かにあの男どもは酷ひどかったですわね。……まあ私たちの見た目のせいもあったのでしょうけど」

　ミィナさんは見た目儚げな守ってあげたくなる系で、ヴィルヘルミナさんは強気な悪役令嬢系。

　ミィナさんに惚ほれた野郎どもの中でどのようなシナリオが発生していたのか、実に分かりやすいです。

　もっとも渦中の二人はその男どもの暴走を「ないわー」と思いながら眺めていたようですが。

「でも本当に良かったんですの？　それなりの地位にある殿方と結婚すれば、ご家族も喜んだのでは？」

「んー。私も玉の輿こしには興味あったんですけど、何か私の周りって気き障ざったらしい人ばっかり寄ってくるんですよね。あんなのと結婚するくらいなら、もっと一緒に居て落ち着くような平凡な人と結婚します。私自身養女ですから、お義父さんもそんなに結婚相手に口を出すつもりないみたいですし」

「まあ羨うらやましい。私の次の婚約者も、気が合う方ならよろしいのですが」

　他た愛わいもない話をしながらお茶をする少女二人。

　今日も異世界は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






「あーうー、やっと終わったぁ」

　一方高天原たかまがはら。

　天あま津つ神かみの主神であるアマテラス様が、畳の上で五体投地でへたれています。

「……確かに。今回は骨が折れましたね」

　そしてツクヨミ様も珍めずらしく顔に疲労が出てしまっています。

　そこまで疲れていても姿勢は崩さず背筋が伸びている辺り、さすが隠れ中二病のかっこつけです。

「加か護ごを消せってだけなのに、何であんなに抵抗するのかなぁ……。本人だって迷めい惑わくがってるのに。あのアフロ」

「価値観の違いでしょうね。あと変な略し方をしないでください」

　実はミィナさんの謎のモテっぷりは、オリュンポスの神であり愛の女神であるアフロディーテ様の加護のせいだったのです。

「大丈夫！　楽しいから！　絶対幸せになるから！」と言い張り加護を解除しないので、危うく日本の神々とギリシャの神々でラグナロクに突入するところでした。北ほく欧おう関係ないだろとつっこんではいけません。

「ゼウスはゼウスで駄セクハラ神で役に立たないし、何でギリシャの神ってあんなのばっかなのぉ」

「……」

　愚ぐ痴ちるアマテラス様に対しツクヨミ様は「うちも大たい概がいだろ」と思いましたが、これ以上アマテラス様の心労が増すとまずいので口をつぐみました。

　大丈夫。ギリシャと日本なら日本の方が少しマシです。

　……少しだけマシです！

「もう疲れた寝る」

「寝るなら布団ふとんにというか、寝る前にお風ふ呂ろに入ってください」

　そのまま寝落ち宣言をするアマテラス様と、疲れていても平常運転なツクヨミ様。

　今日も高天原は平和です。













　剣術。

　一言に剣術と言っても、剣の種類によって扱いも当然違うためこの世には様々な剣術が存在します。

　特に日本では銃の登場後も剣術は発展を続け、江戸時代には七百を超える流派が存在したと言われています。

　逆に西洋では銃を始めとした火薬を用いた兵器の普及により剣術は廃すたれていき、失伝されたものも多くその内容については研究者たちの間で論争となっています。

　さて、そんな西洋に近い文化を持つ異世界からきたグライオスさんですが、その戦い方は戦の中で身に着けたいわゆる喧けん嘩か殺さつ法ぽうに近いものであり、とても上品とは言えません。

　蹴けりは序の口。右手の剣で相手の剣を圧して左手で殴なぐりかかったり、挙あげ句く頭突きと見せかけて嚙かみついたりとやりたい放題です。

　とはいえ、普段のグライオスさんは、怪け我がをさせたらマズイ安あ達だちくんや年若い少女であるヤヨイさんが相手なので、そういった戦い方は自重しています。

　では仮に手て加か減げんの必要のない、もうボロ雑ぞう巾きんにして打ち捨てても構わない稽けい古こ相手が居たらどうなるでしょうか。

「……拙せつ者しや戦いというものを甘く見ていたでござる」

　戦せん慄りつする猫耳侍ざむらいの視線の先には、見るも無残にズタボロにされた元イケメンが一人。

　フィッツガルド帝国の侯こう爵しやく子息であるローマンさんです。半ば無理やり着せられた道着は裸はだか同然と言えるほど引き裂かれ、体は打だ撲ぼくその他諸々で無事なところを探す方が難しい程です。

　そしてさすがにやりすぎたと思ったのか、見た目平然としながらも脂あぶら汗あせをかく元皇帝が一人。

　どうやら祖国の恥ともいえる醜しゆう態たいを晒さらしたローマンさんに、グライオスさんも年とし甲が斐いもなくハッスルしてしまったようです。

　ヤヨイさんが突つつけばピクリと動いたので、幸さいわい生きてはいるようで安心です。

「どうするのでござるかコレ」

「あー、シーナは確か治ち癒ゆ魔術が得意であったな」

「このまま持って帰るつもりでござるか。さすがにこの惨状を見たら、シーナ殿の雷が落ちるでござるよ」

　何気にローマンさんの扱いが酷ひどいヤヨイさんですが、その懸け念ねんはもっともです。

　自らを律する事に長たけたシーナさんの事です。グライオスさんが我を忘れてエンジョイ＆エキサイティン！　してしまったと知ったら、笑顔で雷（魔術）を落とすに違いありません。

「……ヤヨイ。そなた魔法学園に留学していたのであったな」

「そこで拙者にふるでござるか。拙者攻撃寄りで治癒は苦手なのでござるが。──女神よ。憐あわれんでください。私たちの嘆なげきを聞いてください」

　文句を言いつつ予想していたのかすぐに呪文を唱え始めるヤヨイさん。

　集中しつつも周囲を探るようにピコピコ動く猫耳がラブリーです。でも集中しているのでいくらキュートでも触ってはいけません。

「──その御手で傷を包んで下さい。打ちのめされた彼らを癒いやして下さい」

　そして詠えい唱しようが終わると同時にヤヨイさんが手をかざすと、柔らかい光がローマンさんを包みその傷を癒していきます。

「う……ここは。私は地じ獄ごくの悪鬼に責め苦を負わされ死んだはずでは」

「誰が悪鬼であるか」

　そして目覚めるなり地雷を踏み抜く安定のローマンさん。沈静化したはずの元皇帝の怒りゲージが再発火寸前です。

「……君が助けてくれたのか？」

「うむ。さすがにあのまま放置しておくにはいかぬ故ゆえに。そなたもこれに懲こりたら、少しは言動に注意をはらうで」

「……女神だ」

「ござ!?」

　いきなりトンチキな事を言い出したローマンさんに、ヤヨイさんが猫耳と尻尾しつぽを逆立ててドン引きしています。

「金と青。獣のごとき鋭さをその瞳に秘めながら、その内に宿るは正に慈悲と慈愛の女神の化身。ああ！　今私は運命に出会った！」

「そんな安い運命はトイレの水洗で流してくることをお勧めするでござる」

　何やら演劇の主役のように身振り手振りを付けて叫ぶローマンさんと、失恋でクールダウン中なため冷静につっこむヤヨイさん。

　あまりの温度差に竜巻が発生しかねない勢いです。

　ミィナさんがモテモテだったのはアフロディーテ様の加か護ごのせいだったのですが、ローマンさんが惚ほれっぽいのは元からだったようです。

　元婚約者のヴィルヘルミナさんのこれまでの苦労が偲ばれます。ローマンさんが行方ゆくえ不明になりガッツポーズをとったのは内ない緒しよです。

「女神よ。許されるならばその手に口づけを」

「断固拒否するでござる」

「ああ！　何と奥ゆかしい！　ならばせめて私の愛の唄うたを聞いておくれ美しい人！」

「グライオス殿。竹刀しないを」

「遠えん慮りよはいらぬ。こちらの木刀を使え」

　勝手にセルフバーニングするローマンさんと、冷静に木刀を構えるヤヨイさん。残念な美形と猫耳侍による第二ラウンドが始まりました。

　今日も日本は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






　一方高天原たかまがはら。

「……何あの変なの？　まさかアフロに魅み入いられたとか？」

「残念ながら正気です」

　ローマンさんのアレッぷりを見てドン引きするアマテラス様と、冷静に残念な事実を告げるツクヨミ様。

　余計なことをすることに定評があるアフロディーテ様ですが、今回は冤えん罪ざいのようです。

「でもアフロといいイシュタルといい、愛の神ってはた迷めい惑わくなのが多いし……。うちに愛の神って居ないよね？」

「居ないから安心してください」

　意外なことに、日本には縁結びの神様は居ても愛そのものを司つかさどる神様は居なかったりします。

　愛比売命エヒメノミコトという神様もいますが、この場合の愛は可か愛わいらしいという意味で愛を司るわけではありません。

「大体愛の神でなくても神なんて大抵はた迷惑なものでしょう」

「言わないで。自分の存在に自信が無くなるから！」

　安定の沈着冷静百ゆ合り好きなツクヨミ様と、弄られ属性なアマテラス様。

　今日も高天原は平和です。













　騎士団。

　騎士団と一口に言ってもその内実は様々であり、一般的に想像されているような騎士が多数所属する戦闘集団というのは少数だったりします。

　その多くは各地の領主や君主が参加する同盟、名めい誉よクラブのようなものであり、実戦を想定した軍事組織ではなかったのです。

　因ちなみに英国女王が長を務めるガーター騎士団には多くの君主が参加しており、日本の天皇陛下もその名を連ねていたりします。

　日本人にも把は握あくしきれないほどよく分からない陛下の立場に、さらによく分からん属性が追加されました。

　さて、そんな地球では存在そのものがファンタジーな騎士団ですが、異世界ではちゃんと騎士たちの集団として機能しており、騎士道精神を重んじる者は周りから尊敬されています。

　そしてそんな騎士団の一つに所属するオネエですが、いつの間にか副団長に任命され騎士になったのを絶賛後悔中でした。主に団長のせいで。

「あっはっは！　楽しいなユキ！」

「真剣で心しん臓ぞう狙われても楽しかないわよ！」

　どこかいっちゃってる表情で笑う団長と、珍めずらしく青筋立てながら叫ぶオネエ。

　団長は刃引きもしてない愛用の剣で刺突しまくり、オネエはそれらを相変わらず素手で捌さばいています。

　一応模も擬ぎ戦せんということにはなっていますが、傍はたから見たらどう見ても死合いです。

「またやってるのか団長と副団長」

「副団長のおかげでこっちの被害が少なくなって助かるよなぁ」

「というか副団長は何で素手で剣を防げるんだ？」

「この前聞いたら『簡単よ。刀身の腹を弾はじいて逸そらせばいいの』と言っていたぞ」

「それのどこが簡単なんだ」

　一方暢のん気きに観戦している他の団員。

　無責任なように見えますが、彼らでは束になっても敵わない怪獣が二人も暴れているので賢明な判断です。

　辛かろうじて割って入れるのはグレイスくらいですが、そのグレイスも先日介入するタイミングを誤あやまり城じよう壁へきの外まで吹っ飛ばされました。その後完全にキレちまったグレイスにオネエと団長が平謝りしたのは言うまでもありません。

「奥義！　グランツシュヴァルペ！」

「訓練で魔力使うなって言ってんでしょうが！」

　その後、テンションが上がった団長から何かオーラっぽいものが放出され練兵場が半壊しましたが、何故かオネエは無傷でした。




「いやー、またグレイスに怒られちゃったなあ」

「……全面的に団長が悪いのに、何で私まで怒られるのよ」

　数時間後。騎士団のオカンことグレイスにこってり絞られた二人は、ようやく解放されて一息ついていました。

　何か元凶である団長よりオネエの方が疲れているのは気のせいです。

　こう見えて団長も心の中では深く反省しているのです。噓うそですが。

「はあ、ともかく私もう帰るわ。それじゃあま」

「まあ待てユキ」

「たぁ！」

　立ち去ろうとしたところで頭を摑つかまれ、オネエの首がグキッといきました。

　人間の首は意外に脆もろいので、ノンケは真ま似ねしてはいけません。

「何すんのよ！」

「相変わらず冷たいなあユキは。むしろ私にだけ冷たくないか？」

「だからしなだれかかるんじゃないわよ！　はしたない！」

　オネエの巨体に乗っかるように肩を組む団長と、それを必死に引きはがすオネエ。

「なあユキ。そんなに私は奥方に似てんのか？」

「……」

　しかしそんな抵抗も、不意に見せた団長の真剣な瞳に止められました。

「……団長」

「話は聞いてる。おまえの胸中複雑だろうな。だけどな、このまま私から──奥方の影から逃げ続けるつもりか？」

「……」

　普段からは考えられない真しん摯しな声に、オネエは何も言えませんでした。

「亡き妻に操みさおを立てる。なるほど立派な心がけだな。だけどな、おまえ奥方を言い訳にして、奥方との約束を守るという建前で、前に進むのを諦あきらめてないか？」

「何を言ってるのかしら。私は私なりに新しい恋に生きて……」

「ああ、おまえの男色趣味か。そもそもそれが私にはおかしく見える。奥方に一いち途ずなおまえが、一方で男をとっかえひっかえだ」

「だからそれは……」

「誰でも良いのか？　そうだな。誰でも良いんだおまえは。そんな代だい償しよう行為で満たされることなどないと、本当は理解してるんだから」

「……」

「温もりを求め、それでも得られないおまえは──」

　──一人ぼっちで泣いている子供のように見える。

「……」

　団長の言葉に、オネエの顔が凍り付いたように動かなくなりました。

「……」

　動かない。動けない。ただ時間だけが過ぎていく中で、ただ団長はオネエを見つめています。




「……ッ！」

　そしてどれほどの時が経ったのか、オネエの顔が悲痛に歪ゆがみ、震える唇くちびるから声が漏もれた。

「アンタに何が分かるのよ！」

　凍てついた氷が溶けるように、張り付いた仮面を砕くように、オネエの口から悲痛な叫びが放たれる。

「ずっと一緒だった。親よりもずっと一緒に居たのよ。人と違うせいで孤立して、それでもマコトだけはいつもそばに居てくれて、私にとってはマコトだけが世界の全てだったのよ！」

　それは依存とすら言える執着。だけど確かにそれは愛であり、彼を支える力だった。

「周りが変わって、手の平を返してもマコトは変わらなかった。あの子だけが私の全てを肯定してくれた。これからもマコトがそばに居るならどんな理不尽にも耐えられるって、耐えられるって思ってたのに、いきなり……いきなりだったのよ！」

　両手で顔を覆おおいあげる声は泣いているようで、聞く者の胸を痛める悲しみに満ちていた。

「どうしてマコトだったの？　何で他の有象無象じゃなかったのよ？　私にはマコトさえ……居てくれれば……居ないから……もうどうすればいいのか……」

　言葉から力が消えていき、それに比するようにオネエが項うな垂だれていく。

　そんなオネエの体を、団長は優しく抱きとめる。

「おまえは不器用だな。きっと泣き言を周囲に漏らすことも無かったんだろう。おまえは強いと、おまえを見た誰も彼もが思ってしまうから」

「……わ、私は……どうして……」

「泣けばいい。叫べばいい。世の理不尽を怨うらみ、呪えばいい。存分に悲しんで、その悲しみを受け入れろ。そして前を見て歩け。奥方もきっとそれを望んでいる」

「私……は……ああああぁぁぁぁッ！」

　かすれた声で請うように、嗚お咽えつを漏らすオネエ。やがてそれは慟どう哭こくへと変わり、ただ激しく嘆く悼いたみへと変わった。

「まったく〝相変わらず〟世せ話わを焼かすなおまえは」

　そんなオネエを、団長は優しく包み込んでいた。ひな鳥を守る親鳥のように優しく。




「……やっと寝たか。さすがの馬鹿力だな、縋すがり付ついたのが私じゃなきゃ全身の骨が折れてたぞ」

「……」

　夜も深まり深夜といっていい時間帯。散々泣いて眠ってしまったオネエを膝ひざにのせて、団長は困ったように笑った。

　そして視線を向けた先には、夜の闇の中で微かに光る何かが一つ。

「勘違いすんな。私は私だ。『マコト』じゃない。代わりにはなれないし、そもそもなる気も無い」

　断言する団長。それに抗こう議ぎするように、光は明滅する。

「煩うるさい。目的はすんだんだろ。ならさっさと黄よ泉みとやらに帰れ。死んだ者がこれ以上干渉するな」

　機き嫌げんの悪さを隠そうともせず言う団長に光は何度か明滅して見せたが、やがて夜の闇やみに溶けるように消えていった。

　残されたのは団長と眠っているオネエだけ。

「まったく。そんなに心配ならもっとマシな遺ゆい言ごんを残しとけってんだ」

　そう言うと、団長は苦笑して眠っているオネエの頭を撫なでた。




















　睡眠。

　生物が生きていくうえで欠かせないものですが、その意味合いは哺ほ乳にゆう類るいとそれ以外で微妙に変わってきます。

　哺乳類が脳を休めるために眠るのに対し、虫などの生物は単に体を休めるために眠る。

　つまり脳の疲れを無視できるのならば、哺乳類は限界まで眠らなくても活動はできるのです。

　希少な例にはなりますが、ロシアには一切睡眠をとらなくても平気な男性が居ます。

　起きている状態で脳が休眠状態に入っており、起きたまま寝ている状態なため寝なくても平気なのだそうです。

　羨うらやましいです。

　是非とも真ま似ねしたいです。

　でも普通の人が真似をすると幻覚を見たり最悪死に至るので気をつけましょう。

「では、行ってきます」

「はい。いってらっしゃいませ」

　しかしそんな大事な睡眠を早々に切り上げ、朝も早くから出かけていく人影が。

　内閣総理大臣な安あ達だちくんです。昨夜帰ってきたのは日付が変わってからだというのに、少しも眠気を見せない様子でシーナさんに見送られています。本来なら今日はもっとゆっくりできる予定だったのですが、臨時閣かく議ぎのために世間では休日であるにも拘かかわらずお仕事となってしまいました。

　ナポレオンが三時間しか眠らなかったのは有名ですが、指導者という多忙な立場の人間は睡眠時間が短く、また眠りが浅い人が多いのです。日本の小こ泉いずみ元総理なども眠りが浅く、一度寝入っても二時間ごとに目覚めてしまい満足な睡眠は取っていなかったそうです。

　そしてそれらのご多分に漏もれず、安達くんの睡眠時間も「おまえはキリンか」というレベルで短いです。

「……」

　そんな人生全力疾走中な安達くんを見送ったシーナさん。しばらくその場で安達くんの背を見送っていましたが、その姿が完全に見えなくなると弾はじかれたように家に入り、徐おもむろに何かを取り出し大きく息を吸い込みます。

　──ピィ────っ！

　笛です。

　煩うるさいです。

　でも防音対策はばっちりなのでご近所さんも安心です。シーナさんはご近所との関係にも気を配る淑女の鑑かがみなのです。

「なんじゃ？　一体何事じゃ？」

「騒々しい。どうしたのだシーナよ」

　そしてその笛を聞いて真っ先にやってきたのは、グライオスさんとリィンベルさんの二人でした。

　どうやら既に起きていたようです。さすがご老人。朝が早いです。

「ふむ。朝食にしては早い時間のようだが」

　続いて二階から降りてきたのは鮮血の公こう爵しやく（笑）ことグラウゼさんです。

　こちらは夜行性なのでむしろ朝飯食ったら寝る気満々でした。完全に生活リズムがニートのそれですが、吸血鬼なので仕方ありません。

「おやおや、何か緊急事態かな？」

　意外に早く現れたのは侯こう爵しやく子息なローマンさんでした。起きたばかりのはずなのに、何故か寝間着から着替え髪かみまで整えられています。

「案外と対応が良いのおぬし」

「ふっ、美しい人に呼ばれたならば即座に参上するのは当然ですから」

　ビシィっと謎のポーズを取りながら宣言するローマンさん。今日も安定の残念なイケメンです。

「しかし本当に何事でござるか？」

「……シーナがこういうことをするのは珍めずらしい」

　最後に現れたのはヤヨイさんとマカミさんの獣人コンビ。こちらも朝は早いらしく、寝ぼけた様子もなく階段を降りてきます。

「……エルテさんはどこですか？」

　しかしあれだけの騒音を立てておきながら、シーナさんは質問にも答えず未だ現れていない最後の住人について尋ねます。

「エルテはあの程度では起きんじゃろう。この家で一番の寝坊助じゃからのう」

「確かに。起きてもしばらくは夢遊病者のような足取りでござるからな」

「あらあら。仕方ないですね」

　リィンベルさんとヤヨイさんの言葉を聞き、どこから取り出したのか鍋なべとおたまを手に取り階段を上がっていくシーナさん。その姿は紛まごう事なきオカンです。

「……以前から思っていたのだが、身内には存外に容よう赦しやがないなあの娘」

「まあ、あれはシーナなりの甘えというか可か愛わいがり方じゃろう」

　呆あきれた視線を向けるグラウゼさん。そして響き渡る金属音と「ぎにゃ────っ！」という淑女らしからぬ悲鳴。

　起き抜けに騒音はマジで心しん臓ぞうに悪いからやめてお母さん。




「さて、集まってもらったのは他でもありません」

　数分後。

　シーナさんの手により軽い恐慌状態に陥おちいり涙目だったエルテさんも落ち着き、リビングに集まった安達家の面々。

　濃いです。変人ばかりです。まともな人がエルテさんしかいないです。

　そのエルテさんもまだ立ち直り切れていないのか、シーナさんが身動きするたびにビクッとしています。

「他でもない。まあおぬしがこんなに暴走するのはアダチ絡みじゃろうな」

「ええ。さすがリィンベルさん。よくお分かりですね」

「いやさすがなのはリィンベルさんというかシーナ様というか……」

　輝くような笑顔で言うシーナさんに、ようやく覚かく醒せいしたエルテさんからつっこみが入ります。

　同時に今いる面々を眺め、ある事に気付き戦せん慄りつします。

　──つっこみ役が私しかいねぇっ!?

　実際にはリィンベルさんやヤヨイさんもつっこみはしますが、リィンベルさんはどちらかというと確信ボケでヤヨイさんは天然ボケです。

　オッドアイの天然猫耳侍さむらい娘むすめ。ヤヨイさんの属性過か剰じよう積せき載さいが深刻です。

「実は昨日安達さんの秘書の方がこっそり教えてくれたのですが、今日は安達さんの誕生日なのだそうです」

「ほう、それはめでたいな」

　安達くんの誕生日と聞き、満面の笑みを浮かべ我が事のように喜ぶグライオスさん。しかしその笑顔もすぐに萎しぼみ、何とも言い難い渋しぶみを浮かべます。

「しかし水臭い。誕生日を祝われるような歳ではないというのは分からんでもないが、朋友であるわしにすら教えんとは」

　元皇帝であり名君と讃たたえられていたグライオスさんですが、そのやり方はいわゆるワンマンであり、腹を割って話し合えるような臣下には恵まれませんでした。

　そのため対等な存在──友に飢うえており、その条件を容易たやすく満たしてしまった安達くんを本気で気に入っているのです。そんな安達くんの些さ細さいではあっても水臭い隠し事に、少し拗すねたような顔をしています。

「まあそこがあの男らしくもあるだろう」

　そんなグライオスさんを見て、意外にもグラウゼさんが口を出します。

「あれは人の良い笑顔の下で、万全を期し万難を排する策さく謀ぼう家かの類たぐいだ。故ゆえに身近なものにすら甘えや弱さは見せん。……こちらの気も知らずにな」

　何か思うところがあるのか、自嘲するように言うグラウゼさん。どことも知れぬ場所を見るその視線の先に居るのは、果たして誰なのか。

「確かに安達殿はイマイチ考えている事が分からぬでござるが……」

　そしてそんなグラウゼさんの言葉を肯定しながらも、話を続けたのはヤヨイさんでした。

「日本に来てから世話になっているのは紛れもない事実でござる。日頃の礼をするには良い機会でござるな」

「そうだな。俺たちのような余よ所そ者ものが不自由なく暮らせているのは、アダチのおかげだ。恩に報むくいるのは当然のことだ」

「確かにアダチ閣かつ下かには世話になっているが。それだけでは無いだろうな」

　ヤヨイさんに追つい従じゆうするマカミさん。そしてそこにさらにローマンさんが続きます。

「我々は異邦人だ。人知れず行方ゆくえ知れずとなり死んだとしても、誰も気にも留めはしない。異界の迷い子である私たちが繋つなぎ留とめられ、一人の人間として地に立つことが許されているのは、間違いなくアダチ閣下の尽力あってこそだ。この恩、一宿一飯どころのものではない」

『……』

　ただ生活基盤を与えられただけではなく、社会的あるいは政治的にも多大な世話になっている。そう告げたローマンさんに、一同無言で視線を向けます。

「……何かなこの沈黙は？」

「……ローマン殿が珍しくまともな事を言ったから驚おどろいてるでござる」

「ふっ、惚れ直したかいヤヨイさん？」

「寝言は寝て言えでござる」

　相変わらず気き障ざったらしい声と仕し種ぐさで言うローマンさんを容赦なく切り捨てるヤヨイさん。

　ローマンさんはちょっとやそっとではへこたれない精神スーパーアーマーの持ち主なので、これぐらいは平気どころかご褒ほう美びです。

「まあともあれ、アダチには世話になっている故、今日は盛大に祝うという事で皆異論ないというわけじゃな」

「ふん。私は奴に礼を言う筋合いなどないが、まあ誕生日だというなら祝ってやるのもやぶさかではない」

　ツンデレかよ。

　グラウゼさんの発言に全員がそう思いましたが、つっこんだら面めん倒どうくさいことになるのでスルーしました。





　　　　　◆　◆　◆






　一方高天原たかまがはら。

「お父さんにプレゼントかあ……。私お父さんに何かあげたことあったっけ？」

　安達くんの誕生日を前に盛り上がる異世界人たちを見て、ふと過去を思い返すアマテラス様。

「あまり顔を出しませんからね父上は。スサノオは私たちより一緒に居た時間が長いでしょう。何か親孝行はしなかったんですか？」

「あ？　何で俺が親父に何かしてやらなきゃいけないんだよ」

「……そうですね。貴方あなたはそういう神でしたね」

　ツクヨミ様に問われて嫌そうに返すスサノオ様。どうやら母親恋しさに嘆なげいていたところを蹴けり飛とばされた（追放された）のをまだ根に持っているようです。

「お母さんにはよくプレゼントあげるんだけどね」

「そうですね。母上には気を遣いますね」

「だよなあ。下手すりゃ黄よ泉みから勝手に這はい出だして来そうだしなあ」

　父親に対してもですが、母親に対しても三貴子の評価が酷ひどいです。しかしイザナミ様は人間呪いまくった前科があるので、その扱いが祟たたり神かみみたいなのは仕方ないのかもしれません。

「うふふ。誰が黄泉から這い出して来るですって？」

『──!?』

　聞こえるはずのない、聞こえてはいけない声がして、三貴子が凍り付きます。

　後ろは見ません。むしろ見られません。見たら終わると本能が全力で警けい報ほうを鳴らしているのです。

「……じゃあ姉貴。俺帰るから」

「私もそろそろ夜の国に……」

「お待ちなさい」

　姉を見捨てて逃亡を図ろうとした弟二柱でしたが、頭を後ろからガシッと摑つかまれ捕ほ捉そくされてしまいます。

　知ってるか。オカンからは逃げられない。

「うふふふふふふふ。じゃあ、全員正座しなさい」

『イエス、マム！』

　笑ってるのに何故か瘴しよう気きが噴出しているイザナミ様に言われ、素直にその場に正座する三貴子。

　──今日も高天原は平和です。





　　　　　◆　◆　◆






「アダチ閣下の誕生日を祝うのは良いのだが、まさかプレゼントを買ってこいと言われるとはね」

　時間は過ぎて太陽も高くなってきた時刻。安達家の面々はシーナさんに言われ、安達くんに渡す誕生日プレゼントの買い出しに出ていました。

　因ちなみに街中に出かけるので、当然皆現代日本に合った服装です。

　エルテさんは白黒のチェック柄のワンピースにケープ。

　ヤヨイさんはシンプルな白いシャツに黒いスカート付きのレギンス。

　ローマンさんは細身のデニムとジャケットを着こなしています。

「まあ今から何かプレゼントを作るというのも無理がある故。かといって買ってこいと言われても困るでござるな。親父殿と同じ年頃の男性に何をプレゼントすればいいかなど、さっぱりでござるよ」

「私も。お菓か子しとかじゃダメですよね？」

　初老の男性に何をプレゼントすればいいか分からないというヤヨイさんとエルテさん。

　そんな未成年組にグライオスさんが笑って言います。

「何、難しく考える必要などない。酒でも買っておけばいいのだ」

「それはグライオスが欲しいものだろう」

　笑って言うグライオスさんに相変わらず無表情に返すマカミさん。

　因みに大人組四人もその服装は日本に合わせています。

　グライオスさんはタートルネックの上に黒いジャケット。

　グラウゼさんは黒いスーツの上に無駄に長いコート。

　マカミさんは青のジーンズに白いカットソー。

　リィンベルさんはデニムとシャツの上からカーディガンとシンプルな装いです。












「グライオス陛下とアダチ閣下では嗜し好こうが違いすぎるかと。まだグラウゼ公の方が近いのでは？」

「ふっ。確かにそのがさつな男よりは私の方があの男に近いだろうな」

　紳しん士し的な意味で。そう豪語するグラウゼさんですが、その姿を見たヤヨイさんが何かに気付き、訝いぶかしげな視線を向けます。

「……というかグラウゼ殿は何故普通に太陽の下を歩いてるでござるか」

　そう。朝になり太陽が昇るだけでグロッキーになっていたグラウゼさんが、日中であるにもかかわらず生き生きとしているのです。

　どうしたことかと視線を集める中で、グラウゼさんは得意げに何かを取り出します。

「ふっ。問題無い。何故なら、この日焼け止めクリームがあるからだ！」

　そう言ってグラウゼさんが取り出したのは「紫外線百パーセントカット」と銘めい打うたれた市販の日焼け止めクリームでした。

　それを見てグライオスさんやヤヨイさんたちは「ほう」と感心し、エルテさんとリィンベルさんは唖あ然ぜんとした顔をします。

「……あの、リィンベルさん。吸血鬼って日焼け止め塗ぬったら太陽平気なんですか？」

「んなわけなかろう。……と言いたいところじゃが、実際ピンピンしておるしのう。プラシーボ効果か？」

　どうやらグラウゼさんは思い込みで太陽を克服してしまったようです。

　単純にも程がありますが、教えるとこの場で灰になりそうなのでとりあえず放置するしかありません。

「例えば私の首飾りなど娘のプレゼントだが……あの男はあまり装飾品の類を身に着ける趣味は無いようだな。日常的に使うネクタイや時計といった小物で良いのではないか？　ただあの男も一国を任された男だ。あまり品の無いものを送れば逆に困らせることになるだろうがな」

「確かに。休日など有って無いような立場であるからな。あまり奇抜なものは身に着けることもできんな」

　グラウゼさんの言葉に、自身も皇帝であった経験から同意するグライオスさん。

　立場ある人間という者は常に人に見られていることを意識しなければなりません。安達くんが常に腹の黒さの見えない爽さわやか紳士なのは計算も入っているのです。

「注目されていると言えば……今まさに私たちが注目されてるんですけど」

　ふと気づいたように、エルテさんが周囲を見回しながら口を開きます。

　話をしている内に賑にぎやかな繁はん華か街がいまで出ていたのですが、確かに行きかう人々からエルテさん一行は注目され、一部からは写メまで撮とられています。

「ふむ……これはうっかりしていたでござるな」

　その理由を察し、ヤヨイさんが頭頂部の猫耳をピコピコ動かしながら唸うなります。

「マカミ殿のもふもふ尻尾しつぽを隠すのを忘れていたでござる！」

「いや、その前におぬしの猫耳を隠すべきじゃろう」

「リィンベルさんの長耳もですよ！」

　天然ボケから確信ボケを挟みつっこみへと流れるようなコンボ。

　とりあえず最初に帽ぼう子しを買う事が決定されました。





　　　　　◆　◆　◆






　ところ変わって首相官邸。

　総理大臣の執務の拠きよ点てんであり、国会が行われていない時期に閣議が行われる場所でもあります。

　因みに隣には総理大臣が居住する首相公邸というのがあるのですが、安達くんは何故か公邸には住まずに自宅から官邸に通っています。

　実は盗聴器が大量に仕掛けられているからだとか、夜に幽霊が出るからだとか言われていますが、真相は定かではありません。というか安達くんなら幽霊が出ても殴なぐって成仏させかねません。

「いただきます」

　そんな首相官邸の食堂で安達くんは昼食をとっていました。もっとも、手を合わせたその前にあるのは、官邸スタッフが作った料理ではなく持ち込んだお弁当なのですが。

「おう。今日も安達さんは愛妻弁当かよ」

「そういう柳楽やぎらさんは……カツカレーですか。胃の方は健康なようで」

　そんな安達くんの対面に座ったのは、内閣の一員である柳楽さんです。年齢的には安達くんよりも上であり、前総理がポンポン痛いと辞任してからは安達くんに代わり外務大臣を務めています。

「しかし王女様が来られてから随ずい分ぶんと経ったねえ。最初安達さんがあの子の面倒を見ると言い出した時は驚いたもんだが、上手くいっているようで良かったぜ」

「恥ずかしながら。最近では私が世話を焼かれるようになってきました」

　日本に来たばかりのころは正に小娘といった感じのシーナさんでしたが、今では立りつ派ぱな安達家のオカンです。安達くんだけではなく、安達家全員が世話を焼かれています。

「その唐揚げ美お味いしそうだねえ。一つくれねえか？」

「カレーをたっぷりつけたカツを一切れいただけるなら」

「むう。ちょいとばかし割に合わねえが、まあ良いさ」

　そう言ってカツを渡すと、唐揚げを美味しそうに食べる柳楽さん。

　安達くんの言う通り、結構な歳だというのに胃腸は現役バリバリなようです。

「うん、美味い。料理なんざしたこと無かっただろうに、よくここまで腕をあげたもんだぜ。これも安達さんへの愛故かね？」

「ご冗談を」

　シーナさんの安達くんへの恋れん慕ぼは誰の目から見ても明らかですが、安達くんとしては立場的に否定してお茶を濁にごしておくしかありません。

　もっとも、安達くんは自分がシーナさんの想いに応えることはありえないと思っているのですが。

「娘が居たらと、あの子たちを見ていたら思います。もしも妻に先立たれていなければ……いや、もう少しでも一緒に生きられたのなら、こんな家庭を持てていたのだろうか……と」

「なんだ、見事にミイラになっちまってるじゃねえか。安達さんが異世界の御客人たちを引き取ったのは、それなりに思おも惑わくあってのことだと思ってたんだが」

「否定はしません。ですが失敗したとは思っていませんよ」

　そう言って、安達くんはにこやかに笑います。

「私はもう彼らを政治的な駒として見ることはできないでしょう。しかし私は情という何より強い力で彼らを繋ぎ留めることができた。そして彼らはこの国を気に入ってくれた。きっと私が居なくなっても、この国を愛してくれるでしょう」

「そういうことにしておくかね。やれやれ、意外にロマンチストだね安達さんは」

　呆れたように首を振る柳楽さんに、安達くんは相変わらず底の見えないにこやかな笑みで応えるのでした。





　　　　　◆　◆　◆






「……む」

　百貨店の帽子売り場。耳を隠すためのニットキャップを買ったマカミさんが、居い心地ごこち悪そうに帽子をぐりぐりと動かしながら売り場を眺めています。

「やはり帽子は落ち着かないでござるな。マカミ殿も苦手でござるか？」

「それもあるのだが、これがアダチに似合いそうだなと」

　そう言ってマカミさんが手に取ったのは、黒いソフト帽子でした。黒いリボンに銀の留め具がアクセントとなっており、なかなかにお洒落しやれな一品です。

「帽子。なるほど。これならスーツやコートにも合いそうでござるな」

「何より紳士的だ。これならアダチにプレゼントしても……」

「……？　どうしたでござ!?」

　帽子を眺めていたと思ったらフリーズするマカミさん。不ふ思し議ぎに思ったヤヨイさんがマカミさんの視線を追いますが、それを見て素すっ頓とん狂きような声を上げます。

「……何でござるかこの値段。桁けた一つ間違ってないでござるか？」

「落ち着け。これは『ブランドもの』とかいうやつだろう」

　マカミさんが手に取ったのは、実はイタリアの有名な帽子会社のものだったのです。その値段たるや、ものによっては十万に届く高級品です。

「こっちの似たデザインのものは少し安いでござる」

「それでも帽子にしては高いな」

　速すみやかに諦あきらめ別の帽子を探すヤヨイさんですが、それなりに質が良いものが揃そろっているらしくどれもこれも良いお値段です。

　しかし諦めるには惜しい。それほどまでに安達くんに似合いそうな帽子なのです。

「……二人からの贈り物という事で割り勘にしないでござるか？」

「二人で割ってもまだ厳しいな。あと一人程いれば……」

「なるほど。話は聞かせてもらった」

「？　リィンベルか」

　悩むヤヨイさんとマカミさん。そんな二人に背後から話しかけてきたのは、二人とお揃いのニット帽をかぶったリィンベルさんでした。

「わしも一枚嚙かませてもらおうかの。外出するのに帽子必須な三人からのプレゼントということでどうじゃ？」

「なるほど。帽子トリオということでござるな」

「そのまとめ方はどうかと思うが、三人で割ればそれなりの金額になるな」




　ほぼ同じ時刻。エルテさんは一人で百貨店の中を歩いていました。

　異世界人の中では一番年下なエルテさんですが、中学校に通い友人にいろいろ連れ歩かされているためか、それなりに日本に順応していたりもします。

　そんなエルテさんが向かったのは紳士服売り場。お父さんにプレゼントするならネクタイが無難かなと友人が言っていたのを思い出したからです。

　あくまで安達くんは後見人であり父ではないと主張しているエルテさんですが、発想が既に娘のそれです。それでも認めない辺あたり、エルテさんも思春期で複雑な年頃なのです。

「おや、エルテもここに来たのかい」

「ローマンさん？」

　しかしいざ紳士服売り場に来てみれば、そこには先客が。いつの間に来ていたのか、ローマンさんがレジで綺き麗れいにラッピングされた商品を受け取っているところでした。

　店員のお姉さんが目の保養だわあとばかりにローマンさんをうっとりと眺めています。さすが黙っていればイケメンな残念な美形です。

「もしかして……プレゼント買っちゃいました？」

「ああ。良いネクタイを見つけてね。イギリスという、何でも紳士の国だとかいうところの品らしい。きっとアダチ閣下によく似合うだろう」

「あ……」

　かぶった。しかも既にローマンさんがプレゼントを買ってしまった以上、他のものにしてと言う事もできません。

　どうしようとオロオロするエルテさんに、事情を察したローマンさんが「ふむ」と頷うなずきます。

「エルテもネクタイを買うつもりだったんだね。もう少し早ければ譲ゆずってあげられたのだけど、さて他に何かないだろうか」

　そう言って売り場を見渡すローマンさん。するとすぐに何か見つけたらしく、ちょいちょいとエルテさんを手招きします。

「これはどうだい？　贈り物としては質も価格も手頃だろう」

「これは……ピンですか？」

　ローマンさんが示した一角に売られていたのは、ネクタイ用のピンでした。飾り気のないものから凝こったデザインのものまでありますが、確かにどれもお小こ遣づかいだけでやりくりしているエルテさんの懐ふところにも優しい値段です。

「特にこの曲線的なデザインのものなど……」

「あの、待ってください」

「？」

　そのままどれが良いかと目利きしていたローマンさんでしたが、不意にエルテさんから制止され首をかしげます。

「これは私のプレゼントですから、私がおと……アダチさんにあげたいものを選びます」

「なるほど」

　余計なお世話だった。そう察するとローマンさんは苦笑し、邪じや魔まにならないようにとエルテさんから離れました。

「愛されているなアダチ閣下は。私もああいう老い方をしたいものだ」

　グライオス陛下みたいなのは勘弁だが。そんな本人に聞かれたら地じ獄ごくの稽けい古こ待ったなしな事を呟つぶやきながら、ローマンさんは他の人たちの様子を見に行くのでした。




　一方そのグライオスさんは。

「うむ。古来から贈答と言えば酒よな」

　案あんの定じよう酒を買っていました。一応は安達くんへのプレゼントですが、一緒に飲む気満々です。

「赤せき兎と馬ば……か。確か貴様が最近やっている遊ゆう戯ぎに出てくる馬の名前だったか」

　そしてグライオスさんが買ったお酒を興味深そうな様子で見ているグラウゼさん。因みにグラウゼさんはどちらかというと洋酒派で日本のお酒はあまり飲みません。

「確かにゲームにもなっているがな、アレは元々隣の中国という国の史実を基にした物語だ。しかしおまえさんは一体何を買ったのだ？」

「香水だ。あの男も臭いにはそれなりに気を遣っているようだが、いかんせん使っている香りの趣味が悪い。やつにはシプレよりシトラスの方が合うだろうに」

「何だ。アダチのやつ男のくせに香水なんぞ使っておったのか」

「性別など関係ない。最低限の身だしなみというものだ」

　見解が分かれお互いに呆れたように視線を交わす皇帝と公爵。

　どちらも貴き身分であり外見年齢も近いのですが、趣味や考え方は正反対と言っても良い程に違うようです。

「そもそも貴様はその辺りに無む頓とん着ちやくすぎる。せめて風ふ呂ろには毎日入れ」

「風呂なぞ汗をかいたときだけで良いではないか」

　そしてそのままどうでもいいような口論を始める二人。

　案外仲は良いようです。




「よし。皆買い終わったようじゃな」

「おう。これならアダチも気にいるだろうよ」

「バッチリです」

　百貨店の入り口にて。買い物が終わった異世界人の面々は、リィンベルさんの言葉に各々のプレゼントを掲げて見せながら笑顔で応えます。

「エルテ殿は何を買ったでござるか」

「私はネクタイピンを……あッ!?」

　ヤヨイさんにプレゼントを聞かれ、嬉うれしそうに答えていたエルテさんでしたが、その笑顔が突然困惑に染まります。

　原因は人ごみの中から突如現れた男。一見どこにでも居そうな中年の男がエルテさんにぶつかり、その拍子に落としたプレゼントの包みを拾い上げ走り出したのです。

「貴様ぁッ！」

　しかし周囲に居るのは、いずれも荒事に慣れた異世界の人間たちです。

　グライオスさんが咆ほう哮こうを上げながら走り出し、グラウゼさんとリィンベルさんがそれぞれ炎と冷気の魔術を発動させ、ヤヨイさんとマカミさんがその身体能力の高さを活かし飛びかかろうとします。

「──召喚サモン！」

　しかしそれらの攻撃が届く前に反応したのは、意外にもエルテさんでした。

　一瞬で魔力を練り上げ、空中に描き出された魔法陣。突如眼前に出現したそれに驚く暇いとまも与えず、現れた召喚獣に男は押しつぶされました。

　……黒と白の毛皮を纏まとった熊に。

「……パンダ？」

「わあ、パンダだパンダ！」

「はーい。近づかないでくださいね」

「あれで意外に凶暴じゃからのう」

　街中でパンダ。当然人々の注目を集めますが、リィンベルさんやローマンさんが即座に対応し、パンダに近づかないよう注意を促うながしています。

　しかし騒ぎを治めようにも、二人はもちろん他の面々も一目で異邦人と分かる容姿です。野次馬たちの間に「もしかして」という疑念が広がり、そしてそれは確信へと変わり、パンダだけでなく異世界人の面々の周りにも人だかりができてしまいます。

「ママー、にゃんこさん」

「にゃんこ!?　いや、確かに拙者はワーキャットでござるが……ああ、尻尾を摑んだらだめでござる！」

「あの、マカミさんですよね」

「耳を触らせてもらっても良いですか？」

「……別に構わないが」

　そしてその中でも見た目からして珍しい故に注目される獣人コンビ。もうここまで来ると収拾がつきません。

　結局警けい察さつが駆けつけ、動物園がパンダを捕ほ獲かくしに来るまでその場はカオスなままなのでした。





　　　　　◆　◆　◆






「……よし。仕込みは万端。あとはスポンジが焼けるのを待つだけです」

　他の安達家の面々を買い物に送り出し、ただ一人残ったシーナは今晩の誕生日パーティーの準備をしていた。

　料理の仕込みを終えオーブンのタイマーを確認すると、満足げに頷き息をつく。

「……喜んでくれるでしょうか」

　やることが無くなりリビングの椅い子すに腰かけると、シーナは安達のことを思い浮かべ静かに微笑ほほえむ。




　いつ安達を好きになったのか、シーナは覚えていない。

　ただシーナは一番最初に逆召しよう喚かんされた異世界人であり、日本に知り合いも居なければ同じ境遇の人間も居ない、本当に孤独な存在だった。

　いくら毅き然ぜんと振る舞おうとしても、いくら丁てい重ちように扱われても、自分のこちらの世界での扱いの難しさが理解できるからこそ、様々な未来を予測しシーナは不安に震えた。

　──彼女は私が面倒をみましょう。

　しかしそんな状況の中で、下心も打算も見せずに味方になってくれる人が居た。

　いや。きっと彼には下心も打算もあったのだろう。そんな事が分からないほどシーナは愚おろかではないし、きっとそれはあちらも承知の上だったに違いない。

　だけど。それでも。

　周囲が不審と困こん惑わくの目を向ける中で庇かばうように立つその背に、安心させるように笑顔を向けるその姿にどれほど安心したか。大丈夫というたった一言がどれだけ救いとなったか。

　──おう。ガルディアの姫君ではないか。このような異郷の地で出会うとは奇き遇ぐうであるな。

　──お、王女様。私はエルテと言います。よろしくお願いします！

　見知った顔と再会し、可愛い妹分ができて。その後も様々な人々が日本へと召喚されて、シーナは孤独ではなくなっていた。

　しかしそれでも、シーナにとってこの異郷の地で己の根幹を支える者は安達という一人の男に他ならなかった。

　もしかしたらそれは依存なのかもしれない。だけど幾度自分の想いを見つめ直し冷静に考え直しても、得られた結論は安達が好きだという単純なものでしかなかった。

　報われないかもしれない。いや、この恋は実らないとシーナは確信してしまっている。

　相手は自分の父ほどの年齢であり、女としてではなく娘としてしか見られていないのは自覚している。

　何より安達は未だに死んだ妻のみに愛を捧ささげており、他の女に目を向ける事など無いだろう。

　しかしそれでも、シーナは後悔などしないだろう。

　安達という今まで見た誰よりも素敵な男性に恋したことは、間違いでなかったと胸を張って言える。

　だから──。

「これからもずっと好きでいさせてくださいね。アダチさん」

　──今の私は誰よりも幸福です。





　　　　　◆　◆　◆






「……？　寝てた？」

　オーブンのタイマーが切れチーンと音が鳴るのを聞いて、シーナさんは目を覚ましました。

「いけない。ケーキはちゃんと焼けたでしょうか」

「大丈夫。ちゃんとふくらんでますよ」

「それなら良か……」

　独り言に返事がきて、はてなと首を傾かしげるシーナさん。

「今日はご馳ち走そうのようですね。夕食が楽しみです」

　オーブンの前に居たのは、今日の主役であるはずの安達くんでした。いつの間に帰宅していたのか、スーツからゆったりとした私服に着替えてリラックスモードです。

「あ、アダチさん？」

「はい。何でしょうか？」

　名前を呼んでみたシーナさんでしたが、目の前の安達くんが幻だったというオチはありませんでした。

　もしかしたらと思い携帯電話を見てみれば、安達くんの秘書から幾つかの着信とメールの表示が。

『予定より早くスケジュールを消化してしまい総理を引きとめられませんでした。申し訳ありません』

「……」

　秘書の失態。というよりはシーナさんの失態でしょう。

　まさか椅子に座ったまま寝てしまうとは。普段のシーナさんならしない緩ゆるみっぷりです。

「しかしケーキまであるとは。今日は誰かの誕生日でしょうか」

「……分かって言ってますね」

　シーナさんがため息をつくと、安達くんは嬉しそうに笑って見せました。

　いじわるなのに憎めない。そんな愛あい嬌きようのある笑顔です。

「ああもう。驚かせるつもりだったのに驚かされてしまうなんて」

「いえ、十分驚きました。他の方たちもプレゼントをくださるようですし。そもそも誕生日を祝われるなんていつ以来でしょうか」

「……」

　本当に嬉しそうに笑う安達くん。その姿を見て、シーナさんも毒気を抜かれてしまいます。

「……予定より早くなってしまいましたけど。アダチさん。誕生日おめでとうございます」

　差し出されたのは、以前からシーナさんが用意していたプレゼント。誕生日の事なんて知らなくて、ただ安達くんに貰ってほしくて準備していた贈り物です。

「ありがとうございます。私は日本一の幸せ者ですね」

　何十年ぶりかの、家族からのプレゼント。

　それを受け取り、安達くんは心の底からの笑みを浮かべるのでした。




　その後戻ってきた安達家の面々は既に帰宅していた安達くんに驚かされますが、そのままの勢いで各人がプレゼントを渡し誕生日パーティーへとなだれ込むのでした。

　そしてしばらくして。安達くんが身に着けているものの趣味が少し変わり、お茶の間のちょっとしたニュースになります。

　その中でも人々の興味をひいたのは首に巻かれた手編みのマフラーでしたが、その事について聞かれても安達くんは静かに微笑みを浮かべるだけで答えることはなかったそうです。














　──今日も日本は平和です。









あとがき






　はじめまして。湯ゆ立だて向むか日いと申します。

　今回は『異世界召しよう喚かんが多すぎて女神様がぶちギレました』をお買い上げくださり、ありがとうございました。

　変なタイトルですよね。勢いでネットに投とう稿こうした短編作品がここまで来るとは思いませんでした。おかげでいつかタイトル直そうと思ってたのに、きっかけが無いまま書籍化されてしまいました。まるで私の人生のようです。




　さて、昨今のラノベのお約束に喧けん嘩か売ってるような内容のこの作品ですが、別に一部の人が思っているような異世界召喚へのアンチテーゼ作品というわけではありません。

　こちらの世界に異世界の神や人が干かん渉しようしてくる。ならこちらの世界の神がそれに抵抗してくれてもいいのではないか。そんな発想から生まれた作品です。

　まあ実際には抵抗ではなく対抗して、おかしなことになっているわけですが。

　また短編のネタとして書いていた当初はともかく、書籍化されるにあたり天照大神アマテラスオオカミという現在も信しん仰こうを集める神様をキャラクターとして動かすのはどうかとも思いました。

　しかし読者の中には「書籍化をお祝いして伊い勢せ神じん宮ぐうにお参りに行ってきます」という方もいて、ああやっぱ日本だなあと（笑）。

　そんなネタまみれの作品ですので、書籍化の話をいただいたときは少々迷いました。どう考えても書籍化に向いた作品ではないだろうと。

　その事を編集の方に言ってみたところ「確かに特殊な作品ですよねー」というお言葉をいただき、読者に漏もらしてみれば「確かに向いてない」と満場一致のご意見をいただきました。

　解げせぬ。

　そうやって作者である私にはまったく現実感の無いまま進められていった書籍化ですが、やっとこさそれを実感してきたのはキャラクターたちのイラストを見たときでした。

　その点では、イラストを担当してくださったいちやん様には頭が上がりません。私の大おお雑ざつ把ぱな指定から、よくぞこれほどイメージ通りのデザインをしてくださったと感謝してもしきれません。

　特にカバーイラストが送られてきたときには、あまりの可か愛わいさにニヤニヤしながら身み悶もだえてしまいました。はたから見ればさぞ気持ち悪かったことでしょう。

　そして担当をしてくださった編集様にも大変お世せ話わになりました。初めての書籍化で分からないことばかり。任せきりになってしまった部分も多く、その辺りも感謝しきりです。




　こんな作品ですが、読んでくださった方々に楽しんでもらえれば幸さいわいです。それでは。
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故郷愛媛をこよなく愛するみかん星人。勢いで自衛隊に入隊し潰れたみかんとなり現世に帰還する。アニメはあまり見ないのにアニソンを聞くのは好きという謎な趣味を持つ。特に賞に応募したわけでも無いのにファミ通文庫様から書籍化を打診されポ○ナレフ状態を経て現在に至る。
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いちやん

Itiyann




綺麗なイラストが描けるよう練習中の生物。毎月積みゲーを増やしてタワーを作るのが趣味。最近新作ゲームだけでなく古いゲームにも手を出し始めました。
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異い世せ界かい召しよう喚かんが多おおすぎて女め神がみ様さまがぶちギレました
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